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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　夕日に赤く染まった草原を、緑髪の青年はしばし無言で眺めていた。

　吹きつける風は柔らかく、一面に伸びた雑草を右へ左へと揺らしている。それはあたかも水面みなもに立つ細さざ波なみのようであり、青年に「慣れ親しんだ湖」を思い起こさせた。

「──王子、そろそろ皆の休きゆう憩けいが終わる頃かと」

　と、背後からそんな声がして、一人の幹部騎士がやってきた。

　ガチャガチャと甲かつ冑ちゆうを揺らしつつ青年の横に並び立ったのは、フラオディール騎士団の副官・ドルッツァだ。

　謹きん厳げん実じつ直ちよくを絵に描いたような男で、長なが槍やりを使わせれば彼に敵かなう団員はいない。周囲からの人望も厚いが、反面あまりに訓練が厳しいことで恐れられてもいる。年齢にしては童顔なことを気にしており、数年前から口くち髭ひげを蓄たくわえ始めた。

「ドルッツァ。全員ちゃんと揃そろっているな？」

「はっ。点呼は完了しております。国民から牛馬まで、全て問題なく」

　折り目正しく答え、ドルッツァもまた草原へと視線を転じる。そこに広がる「惨状」を一望しながら、やがて彼は唸うなるように感嘆の声を漏らした。

「それにしても……凄すさまじい光景ですなあ。シノビというのは、つくづく恐ろしい者たちです」

　──二人の前方には、おびただしい亜人の骸むくろがあった。

　その死体は、全て妖人ゴブリンのもの。四時間ほど前にも同じような光景に出くわしたが、そちらは豚人オークたちの死体だった。

　サントミロス聖せい堂どうの攻略に失敗し、南方へと退ひいていった亜人軍……おそらくその残党なのだろう。

「この地獄絵図……住民には、特に子供たちには見せられませんな」

「ああ。だが、騎士らはよく見ておくべきだろう。剣を極めるとは、こういうことだと」

　妖人ゴブリンの骸は、その多くが自身の首を抱き、座り込むようにして死んでいた。

　神速の剣で首を断つ、『抱き首』と呼ばれる絶技。

　こんな芸当ができる者は、あのシノビの少年くらいのものだろう。

　加えて、あちこちの死体から上がるこの音。切り裂かれた死体の喉のどから、笛のごとく流れる無機的な旋律。

　これもまた、シノビの少女による絶技。

　彼女がそれを亜人最強の種族たる鬼人オーガ相手にやってのけたことは、青年・ルフェルドにとっても記憶に新しかった。

「確か『呼よぶ子こ』といったか……本来は敵を誘おびき寄よせる偽ぎ計けいだと聞いたが」

　独りごちたルフェルドに、ドルッツァが口くち髭ひげを撫なでながら応じる。

「今は別の意味で使われているようですな。亜人どもは、こぞって南下しております。この音に引かれて戻ってくる敵軍は、現状ではまずいない。ならば音を辿たどれば、そこに生きた亜人はいないはず……『緑皇子ベレグレス』様の判断は、見事に的中されました」

「私ではない。これはアトリくんの提言だ」

　称賛にきっぱりと首を振り、ルフェルドは懐から一枚の紙切れを取り出した。

　……それは、「サントミロス聖堂」から「城じよう塞さい都市・ナトゥア」までの道を記した、簡単な地図だった。数日前まで共に亜人軍と戦ってくれた三人の旅人の、その寝室に残されていた置き土産みやげであった。

　やや無愛あい想そだが情に厚い少年・サビト。

　絶ぜつ世せいの美び貌ぼうを持つ少女・アトリ。

　そして、フラオディール王家の血縁たる、ルフェルドの従兄妹いとこ・メルシオーネ。

　彼らは大陸に君臨する【竜公アポステル】を倒し続ける、人類の英雄だ。そして同時に──竜の眷けん族ぞくたる【竜落子ドラグリーズ】でもある。

　竜人レドルグを父親としながら、竜体を持たずに生まれた出来損ない。竜人族レドルグの象しよう徴ちようである魔法能力を受け継つぎながら、「人間」として生まれた忌いみ子ご。

　人間からも竜人レドルグからも受け入れられないその存在を、かつてルフェルドもまた嫌悪してきた。

（だが、そんな狭きよう隘あいな思想はすでに捨てた。彼らが捨てさせてくれた）

　人間と【竜落子ドラグリーズ】は、必ず共存できる……ルフェルドはそう確信している。以前の自分なら、地図を破やぶり捨てていたかもしれない。が、そんな己とはもう決別した。

　だからこそ自分は──今ここにいるのだ。

「ドルッツァ。明日からは森を進むことになる。騎士団にはくれぐれも気を引き締めるよう伝えよ」

「はっ」

「私は先行し、水を確保できる場所を探してくる。地図によると、森にはいくつも小川が流れているようだ」

　すると、すかさず副官が異論を唱えてきた。

「恐れながら王子、その役目はこのドルッツァめに……我らが『緑皇子ベレグレス』様に、万一のことがあってはなりませぬ故」

「私では不安であると？」

「王子の方向音おん痴ちには、何度も泣かされた経験がございます。サントミロス聖せい堂どうの中で迷子になった者は、後にも先にも王子とピリスだけでありますれば」

「古い話を……」

　それはまだ、聖堂に流れ着いたばかりの頃のことだ。つい一週間前に迷子になっていた橙とう髪はつ少女とは違う。

　このドルッツァは、幼い頃よりルフェルドの教育係を務つとめてきた「師」とも呼べる存在だ。全幅の信任を置く副官ではあるが、昔から異常に過保護なことが玉たまに瑕きずだった。子煩ぼん悩のうならぬ、弟子煩悩というやつだろうか。

「ドルッツァ。お主もそろそろ弟子離れをするべきではないか？　私はもう十八だ。いつまでも子供ではないぞ」

「何を仰おつしやいます。私めは亡き先王より、貴方あなたの後見人を命じられております。王子が即位なさるまでは、お側そばを離れませぬぞ」

「私の剣腕は知っていよう？　お主との手合わせで一本取られた記憶は、もう二年以上もないぞ」

「一人前だと認められたいならば、せめて妻を娶めとられよ。さすればこのドルッツァ、安心して後進育成に専念できまする」

　ニヤリと口を髭ひげごと歪ゆがませたドルッツァに、『緑皇子』は小さく溜ため息いきをついた。

　ふと脳裏にシノビの少女の顔が浮かんだが、もちろん彼に告つげたりはしない。

「分かった。ではお主に任せる。部下を十名ほど連れていけ」

「はっ」

　片手を胸に当てて敬礼し、ドルッツァが踵きびすを返す。

　その後ろ姿を見送りながら、ルフェルドは再び地図に目を落とした。

　すでに何十回と読み返した書面。その末尾に綴つづられた文字を、そっと指でなぞる。

『移住を決断したならば、笛の音を追うべし。死体が腐らぬうちに』

　おそらくアトリが書いたのだろうその文字は、物騒な文面に反し、とても可愛かわいらしい丸っこい字体だった。

　このギャップもまた──彼女の魅力なのだ。
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　音もなく閃ひらめいたサビトの剣刃が、最後の一体となった豚人オークの頸けい部ぶを両断した。

　直後、転げ落ちた自身の頭を、敵の両手が反射的に受け止める。間もなくそれが意味するところを知った相手は、そのまま地面にペタリと座り込んで動かなくなった。

「……これで全員か」

　刀を鞘さやへと収め、辟へき易えきとしながら周囲を見渡す。

　樹じゆ木もくが林立する、鬱うつ蒼そうたる森の中。ただでさえ閉へい塞そくを感じるその一帯に、首を抱いた無数の死体がひしめくように鎮ちん座ざしている。

　もちろん、それはサビトの刀技によるものだ。自分でやっておいて何だが、密林にさらなる障害物を増やしてしまった。

「締めてブゴゴが三百十五匹……ったく、毎度毎度めげねえ奴やつらだぜ」

　見ると、中には『抱き首』を失敗し、地面に突つっ伏ぷしている者も多く目についた。その割合が戦闘を重ねるたびに高くなっているのは、自分でも分かっている。

（それだけ俺に余裕がなくなってるってコトか。チッ、情けねえ……）

　転がった生首を持ち主に戻しつつ、とりあえず最初に襲撃を受けた場所へ帰ることにする。おそらく連れの二人も、そこにいるだろう。

（今日きようもすっかり日が傾いちまったな。この分じゃ、また想定していた距離まで行けそうにねえ……ナトゥアへの到着は数日遅れそうだな）

　……サントミロス聖せい堂どうを発たち、もう一週間。サビトたちは未いまだにこの広大な森林を抜け出せず、ひたすら南方を目指して旅を続けている。

　予定に遅れが生じている理由は、大きく二つあった。

　一つ目は、相変わらず執しつ拗ように襲撃してくる妖人ゴブリン、豚人オーク、翼人ハーピーといった亜人軍。いずれも数百の小隊レベルだが、いくら撃退しても新手の部隊が次々に現れるのだ。ここまでくると、もはや意地や執しゆう念ねんすら感じてしまう。

　二つ目は、こちらの疲労。いかに一騎当千のシノビとはいえ、ろくな寝食もままならずに連戦続きでは、さすがに参ってくる。「戦いは物量である」という考え方は好きじゃないが……業ごう腹はらながら認めざるを得なかった。

（そりゃ、亜人を狩るのも俺らの役目だけど……限度ってモンがあるだろうが。今回なんて小便の最中だったんだぞ？　俺だけじゃなく、メルもだぞ？）

　心で愚ぐ痴ちりながら引き返していると、程なく二人の伴侶と合流することができた。

「お疲れ様でした、サビト」

　甲かつ冑ちゆう姿の銀髪少女が、こちらに柔らかく微笑ほほえみかけてくる。

　あどけない顔立ちに似合わない、実にけしからぬ発育をした彼女は、『剣聖女エペリーゼ』メルシオーネ。通称メル。実戦の中で鍛え上げられた確かな剣腕と、治ち癒ゆ能力という優れた魔法を持つ、サビトの妻だ。

「あまりメル様から離れて戦うな。主君を放置するとは、それでもシノビか」

　続いて長身瘦そう軀くの黒髪クノイチが、切れ長の目でジロリと睨にらんでくる。

　こちらは幼おさな馴な染じみの上忍・アトリ。ついこの間まで、シノビの次期頭領の座を争っていたライバル。こいつもまた、サビトの妻だ。

　……ちなみに、辺りにヒュルヒュルと鳴り響く笛の音は、アトリに喉のどを裂かれた骸むくろたちが発しているものだった。これは『呼子』と言われる、彼女の刀術の神しん髄ずいである。

「おいアトリ。いい加減にコレやめろ。うるさくて敵かなわねえ」

「首なし地蔵を量産している奴やつの言えたことか。私はお前と違い、無意味に喉笛を鳴らしているわけではない」

　分かっている。アトリの行為には、一つの目的があるのだ。

　もしサントミロス聖堂の人々が、ナトゥアへの移住を決めたなら──その可能性を考こう慮りよし、音による「道しるべ」を残しておこうというのだ。

　狙ねらいをサビトたちに絞っている亜人軍は、戦場跡にはまず戻らない。つまり喉のど笛を辿たどっていけば、敵と遭遇する危険は比較的少ないというわけだ。

「あそこの住民たちが、そう簡単に国を捨てるとは思えねえけどな」

「それならそれで構わぬ。というか私は、別に彼らの動向に興味などない。これは気まぐれでやっていることだ」

　取り澄まして言ったものの、それがアトリの本心でないことは知っている。

　たった二日足らず聖せい堂どうにいただけのくせに、彼女はピリスや子供たちとやけに仲良くなっていた。こいつは昔から、小さくて可愛かわいいものが好きなのだ。

　男児の一人に「僕、アトリお姉ちゃんと結婚する！」と言われたときは、らしくもなく頰ほおをデレデレ緩ゆるませていた。それを聞いた王子は、頰をピクピク引ひき攣つらせていたが。

「それよりメル様、先を急ぎましょう。また時間を無駄にしてしまいました」

　早々に歩き出そうとしたクノイチに、メルが気遣わしげな声を投げる。

「大丈夫ですかアトリ。あまり顔色が良くないようですが……」

「え？　そ、そうでしょうか？　ご心配をおかけして申し訳ありません。ですが、私なら平気です」

　慌てて笑顔を繕つくろったアトリだったが、サビトから見ても疲労は歴然だった。

　やはり彼女も消耗している。そしてそれは、決して体力的な問題だけではない。

　きっと彼女の疲ひ弊へいは、サビトと同じものだ。四日前に味わった手痛い敗北による、精神的な『だめーじ』──それが何より大きいのだ。

「アトリ。私は貴女あなたの伴侶ですよ？　貴女の体調が振るわないことは、ここ数回の戦闘を見ても明らかです」

「…………」

「辛つらいときは、どうか辛いと言って下さい。家族で遠慮はナシです」

　アトリの手を握り、メルがにっこり笑う。それを受けたクノイチは、戸惑いながらも観念したように苦笑を返した。

「……正直なところ、まとまった睡眠時間が欲しいところです。今日きようはもう、あと一時間ほど進んで休ませて頂けると……」

「そうしましょう。サビトも、それでいいですか」

「ああ。だがその前に、やっときたいことがある」

「何ですか？」

「小便だ。お前も途中だったろう」

　サビトの発言に、メルが如によ実じつな渋面となった。が、反論してこないところを見ると、彼女もまだ「出し切っていない」のだろう。

「……サビト。貴方あなたは一つ勘違いをしています」

「勘違い？」

「私は先ほど、そんなことが目的で席を外したのではありません。お花を摘つみにいっていただけです」

「古典的な言い訳を……」

「そして今もまた、四つ葉のクローバーを探してくるだけです」

「そうか。では一緒に探してやろう」

「い、いえ、結構です。自分で見付けないと、ほら、意味がありませんから」

「ならばお前が探している姿を、横で見ていてやる」

「お断りします！」

「家族で遠慮はナシだ」

「もし見たら、もう口を利きませんから！　音を聞いたりしたら、離婚ですから！」

「音って何だ!?」

　その後。いそいそと木陰に消えていったメルをよそに、サビトはその場で手軽に用を足すことにした。

　息子を出した瞬間、真横にいたアトリに後頭部を引っぱたかれた。




　それから一時間ほど森を進んだのち。

　小川の一つに行き着いたサビトたちは、予定通りそこで夜営の準備に入った。

　いつものように川から魚を調達し、空っぽになった水筒へ水を補充する。いずれ森林を抜ければ、今度は丘陵地と平原が待っている。食料の確保が難しくなるので、燻くん製せいなどの保存食はなるべく残しておきたかった。

「それじゃあ、早いですけどもう寝ましょう」

　全員が川で体を洗い終えると、メルがそう言って焚たき火びを消した。

　火をつけたままでは、亜人にこちらの位置を知らせることになる。朝までガッツリと眠るためには、闇やみに溶け込む必要があるのだ。

（とはいえ……眠れねえんだよなぁ）

　寄り添って寝ている妻たちと若干の距離を取り、サビトは寝転がったまま、木々から垣かい間ま見みえる星空を取り留めもなく眺めていた。

　体は疲れきっている。なのに、頭は一向に休もうとしてくれない。

　瞼まぶたを閉じると、たちまち一つの凶影がそこに浮かぶからだ。「人間」と「竜」を掛け合わせたような異形を持った──あの男の姿が。

　……今より四日前。サビトたちはこの森で、一人の竜人レドルグと戦った。そして、完かん膚ぷなきまでに敗北した。

　竜人レドルグの名は、クロムクラッハ。

　大陸各地に君臨する【竜公アポステル】への情報伝達役を務つとめる、【巡見者ミグラテル】なる存在。

【竜落子ドラグリーズ】から魔法を奪うことのできる、『偸ちゆう盗とう』なる能力を有した危険な相手。

　おまけに……似ても似つかぬメルの父親だ。

（魔法を『こぴー』するだと？　まさか、あんなフザケた能力があるとは……）

　クロムクラッハは現在、四つの魔法能力を所持している。

　かつてメルからコピーした『治ち癒ゆ』。ピリスからコピーした『小型化』。さらには視線を合わせることによる『石化』に、敵の魔法を受けつけない『無効化』。

（クロ公が魔法を無効化できる限り、シノビの特異忍法も通じねえ。かといって直接攻撃をしても、治癒能力ですぐに治されちまう。つくづく難儀な話だぜ）

　仮にクロムクラッハを即死させることができれば、倒すことは可能かもしれない。単純な戦闘力だけでもサビトらを遥はるかに凌りよう駕がする相手だが、奇跡が重なればあり得ないことじゃない。

　だが──それは決して、サビトたちの勝利を意味してはいない。

　眠りたくても目が冴さえてしまうのは、結局その「事実」に対策が見み出いだせないからだ。

「……サビト。眠れないのですか？」

　一時間ほど過ぎた頃か。不意にメルが上体をムクリと起こし、小声で尋ねかけてきた。

　こちらの顔を窺うかがうように、僅わずかに身を乗り出してくる。彼女の向こう側では、クノイチが背を向けて眠りこけていた。主君を放置するとは嘆かわしいシノビだ。

「どうして俺が起きていると分かった？」

「サビトは寝ているとき、五分に一回は『メル、愛してる』と寝言を呟つぶやきますから。それが聞こえなかったので」

「う、噓うそだ！」

「噓です」

　悪戯いたずらっぽく笑い、銀髪少女が肩をすくめる。亭主に噓をつくとは嘆かわしい女房だ。

「でも、よく『アトリ、ぶっ殺す』とは言ってます」

「だろうな。夢では頻繁にぶっ殺している」

「たまには私の夢も見て下さい」

「わざわざぶっ殺されることはあるまい」

「そうじゃなくて、もっとロマンチックな感じのやつですっ」

　思わず声が大きくなり、メルが慌てて口を押さえた。次いでそのまま膝ひざを抱えたところを見ると、彼女も眠れなかったようだ。

「私たちは……どうすればいいのでしょう」

　ややあって、地面をぼんやりと見詰めながらメルが呟く。

「ナトゥアに戻り、提示された期日にクロムクラッハを迎え撃ち……彼と共に死ぬしかないのでしょうか」

　その声音に、強い自責の念を感じる。唇くちびるを嚙かみ締しめる美しい横顔は、今にも泣き出しそうだった。

「私たちの旅はもう──終わりなのでしょうか」

「クロ公が伴侶となってしまった以上、奴やつを殺すことは俺たちの死を意味している。期限までは、明日から数えて二十五日……その間に対策を考えるしかあるまい」

「私の魔法のせいで、こんなことに……」

　メルの治ち癒ゆ魔法は、基本的に自身の負傷しか治せない。だが一つだけ、他者にもその効力を発揮できる方法がある。

　それが『結魂メナージ』の誓約。彼女と伴侶の契ちぎりを交わし、一いち蓮れん托たく生しようの運命共同体となる今生の呪じゆ縛ばく。

　誓約で繫つながった伴侶たちは、文字通り互いの命を預け合うことになる。すなわちメル、サビト、アトリの誰だれかが一人でも死ねば、残る二人もそこで終わりとなるのだ。

　その伴侶に──【巡見者ミグラテル】クロムクラッハが加わってしまった。

　父親でありながら、奴はメルに『結魂メナージ』の契りを結ばせたのだ。戦いに敗れて半死半生となった、サビトとアトリの救護と引き換えに。

（娘を嫁よめにしやがるとは、何て悪趣味な野郎だ。まあ、その状況を作ったのは、俺とアトリの未熟さなんだが……）












　何より憂ゆう慮りよすべきは、クロムクラッハが魔法を無効化できること。つまりあの竜人レドルグだけが、『結魂メナージ』の呪じゆ縛ばくから逃れられるということ。

　クロムクラッハを殺せば、サビトたちは死ぬ。しかし逆はその限りではないのだ。

「メル。今さらながらに訊きくが、『結魂メナージ』を解除する方法はないのだな？」

「……残念ながら、ありません」

　それはそうだろう。そんなことが可能なら、メルはこれまでに多くの命を救えてきたはずだ。何百という人間と、一時的に夫婦となってきたはずだ。

（チッ、馬鹿なこと訊いちまったぜ）

　こんな質問を口走ってしまったのも、サビト自身に「焦り」「恐れ」があるからなのかもしれない。

　自分の命が、あと一月足らずだという……かつて体験したことのない窮地への不安が。

　しかも問題はそれだけじゃない。一方的にこちらの命を握ったのをいいことに、クロムクラッハは一つの「命令」をサビトたちへ下してきた。

『三十日以内にナトゥアへ戻り、住民を残らず殺せ』──というものだ。

　もちろん、その要求に従うつもりなどない。だが、逆らうならば奴やつと事を構えることになる。それが勝利でも敗北でも……サビトたちには死が待っている。

　だからこそ三人は、ナトゥアへの道を急いでいるのだ。少しでも早く町に行き、少しでも長く対策を練るために。

「──まだ悲観するには早い」

　と、そこで眠っていると思われたアトリが、いきなり声を発した。

「ん？　何だ、寝言か？」

「違う。私が発する寝言は『サビト、ぶっ殺す』だけだ」

　そんな応答と共に、クノイチが静かに身を起こす。一度だけ目を軽くこすり、彼女は両足を斜めに揃そろえて座り直した。

「す、すみませんアトリ。起こしてしまって……」

「いえ。眠りたくても眠れないのは、私も同じです。単なるイチャイチャ会話ならば、放置しておくつもりでしたが」

　妙な配慮をしていたらしい側室に、サビトは構わず問いかける。

「悲観するには早いってのは、どういうことだよ」

「まだクロムクラッハとは、交渉の余地があるかもしれぬ……ということだ」

　淡々と語るアトリに、二人は黙って耳を傾ける。

　周囲には木々のざわめきすらなく、動くものは何一つなかった。

「ナトゥアの住民を皆殺しにしろ……その命令自体に、おそらく大した意味はない。奴は、私たちの『心の折れ具合』を試しているのだろう」

「…………」

「メル様。ここはひとまず、クロムクラッハの身になって考えてみましょう。そもそも奴やつの目的は何か？　それを忘れてはいけません。サビト、お前もよく考えろ」

　メルとサビトを交互に見て、クノイチが話を進行させる。あとから入ってきておいて、すっかり主導権を握ってしまった。

「クロムクラッハの目的は、メル様やピリスのような【竜落子ドラグリーズ】です」

「……確かにそうです」

　そう。あの竜人レドルグは、【竜落子ドラグリーズ】から魔法を盗む。しかし【竜落子ドラグリーズ】とは、滅めつ多たに生まれてくるものじゃない。幸いなことに、シノビの特異忍法もコピーはできないようだ。

「奴が【巡見者ミグラテル】なる役目に就いているのも、大陸を巡って【竜落子ドラグリーズ】を探すためだと思われます。しかし現在のところ、あの男が所持する魔法は四つ。しかも内の二つはメル様とピリスのもの……それだけ【竜落子ドラグリーズ】とは、やはり稀き少しようなのでしょう」

「はい。だからこそクロムクラッハは、私を放置したのだと言いました。いつか私が、新たな【竜落子ドラグリーズ】を生むようにと……」

「そんなメル様を殺すことは、奴にとっても本意ではないはずです。その命を共有している、私とサビトを殺すことも」

　アトリの言葉に、二人して頷うなずく。それはその通りだろう。

　魔法を盗んだものの、クロムクラッハにとって、まだメルやピリスは用済みというわけではない。【竜落子ドラグリーズ】からは、高い確率で【竜落子ドラグリーズ】が生まれるのだから。

　いるかどうかも分からない存在を探して回るより、メルたちに子を生ませる方が確実……その芽を摘つむような事態は、あの男も望んでいないはずだ。

「交渉の余地があるとすれば、そこだと思います。例えば、急ぎ子を作ることを条件にナトゥアを見逃してもらい、私たちにも数ヵ月単位の猶予を──」

　次の瞬間。サビトとアトリの手首が同時に翻ひるがえり、前方の闇やみへ手裏剣が放たれた。

　一直線に飛んだ二つの暗器が、五メートルほど離れた先でピタリと止まる。突如として気配を見せた「曲くせ者もの」が、両手で挟み取ったのだ。

「──へえ。声をかけるより先に気付かれるとは、思いもしなかったよ」

　場違い極まりない陽気な口調で、そのまま相手が歩み寄ってくる。

　やがて人影の全容が露あらわになったとき、メルが驚きよう愕がくと戦せん慄りつに息を吞のんだ。

「あ、貴方あなたは……！」

「やあ、元気でやってるかい？　僕の可愛かわいい伴侶たち」

　現れたのは──まさしく話題にしていた男であった。

　メルの父であり、今や伴侶でもある、【巡見者ミグラテル】クロムクラッハだった。
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　いきなり姿を見せたクロムクラッハに、サビトたちは一斉に身構えた。

　背中を冷たい汗が伝う。鼓動が跳ね上がり、全身が総毛立つ。つい数秒前まで静穏だった周囲に、むせ返るほど濃厚な「竜の気配」が蔓まん延えんしていく。

「いい夜だねメリュジオヌ。それから、サビトくんにアトリくん」

　そんな三人を泰然と見回し、クロムクラッハがにこやかに目を細める。

　メルと同じ、絹きぬのような美しい銀髪。どう見ても二十歳前後にしか思えない、整ととのった細面。そして、血のごとく妖しい深しん紅くの双そう眸ぼう。

　まさかこんなに早く再会するとは思わなかった。

　まずい。疲ひ弊へいした今の状態で戦っても、完全に前回の二の舞だ！

「そう殺気立つことはないよ。僕は別に、戦いに来たわけじゃない。しばしのお別れを言いにきただけさ」

「別れ、だと？」

　唸うなるように問い返したサビトに、竜人レドルグが手にした手裏剣をポイと投げよこしてくる。戦う意思がないことを、改めて示すような態度だった。

「僕にも【巡見者ミグラテル】としての仕事があってね。あまり君たちだけに構っていられないんだ。……そうそう、僕が与えた『命令』は、ちゃんとメリュジオヌから聞いたかい？」

「三十日以内にナトゥアの住民を皆殺しにしろ、であろう？」

「その通り。もう五日目になるけど、意外とのんびりしてるんだね。それはやっぱり……僕が亜人たちに、君たちの居場所を教えているからかな？」

「……そういうことか」

　この広い森の中で、ここまで次々と襲撃されるのは変だと思っていた。つまるところ、原因はこいつだったわけだ。

「告つげ口もお前の仕事なのか？　くだらぬ婿むこイビリをしてくれるものだ」

「あははは。いい運動になったろう？　でも安心していいよ。さっき言ったように、僕はしばらく消えるから。次に会うのは期限日──『死の町』と化したナトゥアでだ」

　愛剣を構えたまま、メルがギリリと奥歯を嚙かむ。その顔が蒼そう白はくになっているのは、クロムクラッハに気け圧おされているからか。

　そんなメルの前にさりげなく立ち、アトリが竜人レドルグを鋭するどく見据える。彼女はいつしか刀を収め、僅わずかながらに殺気も解いていた。

「クロムクラッハ。お前と改めて交渉をしたい」

　おもむろに切り出したクノイチに対し、敵は「僕のことはクロムでいいよ」と気さくに返す。こいつなどクロ公で充分だ。

「その交渉っていうのは、命令についてかな？」

「そうだ。お前はかつて、『人間に興味などない』と言った。ならばナトゥアにこだわる理由もないはず」

「う～ん、確かにそうなんだけど」

「先ほどの私たちの会話、聞いていたのだろう？　お前の目的が【竜落子ドラグリーズ】なら、せめて命令内容の変更を」

「残念だけど、変更はないよ」

　アトリの言葉を遮さえぎるように、クロムが訴えをあっさり一いつ蹴しゆうした。

「僕も改めて宣告しておこう。期限を過ぎてナトゥアの住民が一人でも生きていたら、君たちを殺す。そのあと、住民も全て殺す」

　これまでと変わらぬ、少年のごとき口調。あたかも友人と話すように、しかしクロムは酷薄に断言してみせた。

「君たちは大人しく僕に従っていればいい。僕は今日きよう、最後に釘くぎを刺しに来たんだよ。温情に期待しても無駄だ、とね」

「我々を殺すだと？　お前は新たな【竜落子ドラグリーズ】の誕生を望んでいるのではないのか」

「生あい憎にく、僕はそこまで君たちに思い入れはない。まだピリスくんもいることだしね」

　竜人レドルグの両眼が、再び柔らかく細められる。そこから覗のぞく二つの紅瞳は、まるで禍まが々まがしい三日月のようだった。

「君たち出来損ないと違って、竜人族レドルグの寿命は長い。ピリスくんが子を生むまで気長に待つさ。もしかしたら、他に【竜落子ドラグリーズ】が見付かるかもしれないし」

　……この男に話し合いが通じると思ったのは甘かった。

　アトリもそれを悟ったのだろう。片手が刀の柄つかにかけられ、全身に殺気を取り戻しつつある。

「忘れないことだね。僕にとって君たちは、単なる玩具おもちやだということを。気に入らないなら、いつでも壊してしまって構わないということを」

「貴様……」

　アトリの眼光をよそに、クロムが真まっ直すぐにメルを見詰める。

　そして、体温の欠片かけらもない声で言い放つ。

「メリュジオヌ。僕は──言うことを聞かない娘はいらないよ」

　刹せつ那な、アトリが地面を蹴けった。

　怒りを込めて振り下ろしたクノイチの白刃を、竜人レドルグは右手をかざして受け止める。

　一見すると無謀な行為に思えたが、果たして敵は無傷だった。クロムの腕が、白銀の鱗うろこに覆われた「竜のそれ」に変わっていたからだ。

「無駄だよアトリくん。そんな鈍い動き、軽い一撃じゃ、僕にはかすり傷すらつけられない。体力の消耗だけは、メリュジオヌの治ち癒ゆ魔法でもどうにもならないからね」

「メル様をその名で呼ぶな──殺すぞ」

「あははは。僕が死ねば、君たちも死ぬけどね。それより、あまり僕の目を見ない方がいいよ？　何せ石化の視線は、水面みなもに映った蝶ちようにさえ効くほど強力だから」

　そんなやり取りに割り込むように、サビトもまたクロムに斬りかかっていた。

　自分でも情けないほど、精彩を欠いた斬ざん撃げき。思った通り、相手はそれを難なくかわし、次いで一気に跳躍した。

　細身の影が、虚こ空くうの闇やみに舞う。

　そのまま高い木枝にストンと飛び乗ったクロムは、相変わらず愉ゆ快かいげな声で地上の三人に告つげてきた。

「それじゃあ、これで失礼するよ。僕は期日まで、決してナトゥアには手を出さない……それだけは約束してあげよう」

「く……」

「迷うことはない。命令通り殺せばいいのさ。ニンジャらしく、ね」

　最後にそんな一言を残し、クロムの気配があっという間に消失する。

　……あとに残ったのは、数分前と変わらぬ静寂。まるで今の出来事などなかったかのような、微風一つない眠りの森。

　悔しいが、もちろん追撃などしない。この鉛なまりのように重い手足では、奴やつに一太刀浴びせるどころか、そもそも追いつくことさえ不可能だろう。

「結局、交渉もクソもなかったな……」

　苦々しく舌を打ってアトリを見ると、彼女は依然として闇を睨にらんでいた。

　心なしかその顔色が、これまで以上に悪くなっているように見えた。







　クロムとの一幕から六日後。

　サビトたちは気を取り直して旅を続け、ようやくナトゥアまであと二日ほどの地点へと辿たどり着ついた。

　今や森林をとっくに抜け、面倒な丘陵地帯も踏とう破はし、あとは平原をひたすら突っ切るのみ。すでに水と食料は底をついたが、もう少しの辛抱だと耐えるしかない。

（問題は、その間に敵襲が何度あるかだな……）

　クロムの告げ口がなくなったとはいえ、結果的に亜人の襲撃は減らなかった。

　森を出たことで周りの見通しがよくなり、身を隠しながら進むことができなくなってしまったからだ。

　お陰で戦闘はかえって頻度を増し、気力と体力は削けずられていく一方……もはや喋しやべることすら億おつ劫くうになり、三人とも必要外の会話は交わさなくなっている。さながら倦けん怠たい期きの夫婦みたいだった。

（中でも深刻なのは、アトリの不調だ）

　当然ながら、本人は弱音など口にしない。が、ここ数回の戦闘において、アトリの剣は見る影もないほど冴さえを失っていた。

　数体の亜人に手こずり、容易たやすく囲まれ、時には負傷まで受けてしまう。無理もない。戦闘ではフォロー役に回ってもらっているメルと違い、彼女は常に主戦を務つとめ続けているのだから。

　きっとアトリの体力は、もう限界だ。今の弱った彼女では、メル相手にも後れを取るかもしれない。

（ここらでもう一度、休きゆう憩けいを提案するか？　いや、下手にグズグズするより、一気にナトゥアを目指した方がいいだろう。もう食料もないんだし……）

　そんなことを考えていると。

　突然アトリの足が止まり、そのまま地面に崩れ落ちた。

「ア、アトリ！　大丈夫ですか！」

　隣を歩いていたメルが、慌てて彼女の体を抱き起こす。すぐさまサビトも駆け寄り、その容態を確認する。

　額に触ってみると、かなり熱を持っているのが分かった。疲労が極限に達したことで、高熱まで併発させてしまったようだ。

「だいぶ前から我慢してやがったな……ったく、どんだけ強情なんだよ。辛つらいなら辛いと言えっての」

　サビトの憎まれ口にも、アトリは応じない。目を閉じたまま、滝のような汗を流し、乱れた呼吸で喘あえいでいるだけだった。

「サビト。そこの岩に身を隠して、一旦休みましょう。アトリがこの状態では、進むことはできません」

「だが、少しばかり休んだところで同じだぞ。こいつは俺が背負うから、先を急ぐべきではないか？」

　今のサビトたちには時間がない。おまけに水もないので、アトリに施せる処置など知れている。メルの魔法では、衰すい弱じやくの治ち癒ゆはできないのだ。

「それはそうですけど……でも、数分だけでも横にさせないと。せめて汗を拭ふいてあげましょう」

「……まあ、是非もないか」

　五分ほどの休憩なら、さほど問題はないだろう。とにかく目の前にある大岩まで移動するべく、アトリを抱き上げようとする。

「メル、悪いがアトリの荷物を頼む。ちょっとしんどいが、《水仙・凍とう蝕しよく》で、少しくらい各所を冷やして、やることなら、でき……」

　立ち上がろうとした瞬間。サビトの視界がグニャリと歪ゆがんだ。

「あ、れ……？」

　強烈な目眩めまいがして、全身の力が抜ける。みるみる意識が薄れ、激しい眠気に襲われ、そのままアトリに重なるように突つっ伏ぷしてしまう。

「サビト！　ど、どうしたんですか!?」

　メルの声が、耳鳴りの向こうに遠く聞こえる。何だこれは。何が起こった？

（まさ、か）

　アトリのことに気を取られるあまり、サビト自身が分かっていなかったのか？　それとも、無意識に気付かない振りをしていたのか？

　自分の体力も──とっくに限界だったことを。

（待て……俺までぶっ倒れてどうすんだ……メル一人で……どう、す……）

　朦もう朧ろうとしながら己を叱しつ咤たするも。

　やがてサビトの意識は、完全に眠りの沼底へと沈没してしまった。
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　二人の伴侶が揃そろって倒れてしまうという非常事態に直面し、残されたメルは結局、その日の道行を断念することにした。

　サビトとアトリを何とか岩陰まで運び、両腿の上にそれぞれの頭を載のせる。できる介抱と言ったら、手て拭ぬぐいを扇あおいで風を送ってやることくらいだった。

（きっと二人とも、歩くのも辛つらかったのでしょう……）

　ナトゥアを目指すこの旅路は、シノビであっても過酷なものだった。何せ亜人らの襲撃は、多いときには一日に十回以上……それも昼夜を問わずあったのだ。

　そんな敵軍を、サビトとアトリは剣のみで退けてきた。極度に憔しよう悴すいした二人には、もはや忍法を使うことすら重苦となっていたのだ。

（私がもっと、戦力になれていたら……）

　しかしメルが前線に出て一緒に戦うことを、二人は頑かたくなに拒否した。

　──お前は治ち癒ゆ係だろう。役割をちゃんと守れ。

　──メル様は、我々の切り札です。どうぞお下がりを。

　普段は喧けん嘩かばかりしているくせに、こういうときだけ意見をピッタリ合わせてくる。シノビ同士で団結し、メルを危険に曝さらすまいと計らってくれる。

　その優しさに甘えていたばかりに……彼らをこんな状態にしてしまった。

「あと、二十日……」

　二人の寝顔を撫なでながら、気付けばメルはそんな独り言を漏らしていた。

　それは言うまでもなく、クロムクラッハに宣告された命令の期限だ。いや、今日きようはもう動けないので、あと十九日か。

　もしあの竜人レドルグとの対決を選ぶなら、勝敗に関係なくメルたちは命を失う。夫婦三人での旅も、そこで終わりとなる。

　だが、逃げるという選択肢は取れない。逃げればクロムクラッハは、自らナトゥアで殺さつ戮りくを行うだろう。交渉の道も……すでに断たれている。

（まだ死にたくない。サビトと、アトリと、もっとたくさんの時間を過ごしたい……）

　こうして一人で途方に暮れていると、言葉にならない恐怖に押し潰されそうになる。この二人を失うことが、もう話せなくなることが、怖くて仕方がない。

　メルにとって「夫婦」「伴侶」とは、かつて呪いの言葉だった。

　でも、今は違う。今やそれは救いであり、また幸福の言葉だと言いきれる。

　たった四ヵ月足らずの間に、自分はこんなにも変わった。サビトとアトリが──変えてくれた。

（とにかく、日が完全に落ちたら付近を探索してみましょう。可能性は低いですが、湧水でも発見できたら……）

　食料は無理だとしても、せめて水分だけでも補給させてやりたい。

　妻として、家族として、自分が今できること。それを必死に探すしかない。

　大切な、愛する伴侶たちのために。




　それから丸一日が経たったものの。サビトとアトリの容態は、一向に回復する兆きざしがなかった。

　二人とも顔色は僅わずかながら良くなってきたが、依然として目を覚ます気配はない。夜の間、メルは水を求めて周辺を何度も歩き回ったが、成果は得られなかった。

（サビト、アトリ、頑張って……）

　ナトゥアまであと二日ほどだというのに、その距離が果てしなく遠い。

　二人を担いで歩くことなど、メルにはとても不可能だ。せめてどちらかが意識を取り戻すまでは、こうしてこの場に留とどまり続けるしかないのだ。

（ただ側そばにいることしかできないなんて……）

　無力な自分が、心から悔しい。

　苦しげにうなされている二人を見るのが、辛くて堪たまらない。

　もしこのまま、二人が起きなかったら……心細さからか、そんな縁起でもない不安がよぎった、その時。

　──西方より、こちらへ迫ってくる多数の影が見えた。

「！」

　一気に跳ね上がった心拍をよそに、剣に手をかけつつ、さらに目を凝らす。

　すでに沈みかけている夕日。それを背にして、武装した異形の集団が、ワラワラと近付いてきている。

　……彼らが何者かなど、言うまでもない。もう何十回と経験していることだ。

　それはまぎれもなく──妖人ゴブリンの小隊だった。

「く、こんな時に……！」

　サビトとアトリを置いて、メルはすかさず立ち上がった。敵はすでに、こちらに気付いている。戦闘は避けられない。

　その数は百体ほど。いつもより少ないのは幸いだが、こっちは一人だ。しかも伴侶たちを庇かばいながらの戦いとなる。

　二人のどちらかでも殺されれば、クロムクラッハの期限を待つことなく──メルたちはここで全滅する。

（それだけはさせません。何があっても……！）

　当然ながら、メルにも疲労は溜たまっている。普段のような立ち回りは難しいだろう。

　でも、泣き言など言っていられない。今この場で戦えるのはメルしかいないのだ。二人を守れるのは、自分だけなのだ！

（サビト、アトリ。私に力を貸して下さい！）

　それから数十秒と待たず、妖人ゴブリンの先頭集団がすぐそこまで肉薄してきた。

　まずは五体。得物は剣や斧おのといった近接武器。全員が血走った黄眼を爛らん々らんと光らせ、奇声を口々に発している。

「は！」

　迎げい撃げきすべく足を踏み出すと同時に、メルは眼前の一体へと飛び道具を放った。

　空を裂いた鉄刃が、敵の眉み間けんに見事命中する。サビトから拝はい借しやくした十字手裏剣だった。

「ギギッ！」

　奇襲を食らって転倒した妖人ゴブリンに構わず、次いで後続の四体を一息で斬り捨てる。剣速が予想以上に落ちていたが、焦りは気合いでねじ伏せる。

「さあ、かかってきなさい！」

　叫びを上げることで敵たちの注意を引き寄せ、メルは改めて愛剣を構えた。

　間もなく敵群が殺さつ到とうし、一帯は激しい戦場と化した──




　おそらく三十体目だと思われる妖人ゴブリンを倒したとき。

　メルの背中に、焼けるような痛みが走った。

「くっ……！」

　即座に反転し、その傷を与えてきた背後の敵を一刀両断にする。攻撃に対応できなかったのは、もうこれで四度目だ。

「はあ、はあ、はあっ……」

　両腕が重い。足がもつれる。酸欠で思考力が奪われていく。

　戦闘が始まり、まだ十分と経たっていない。しかしメルの体力は、すでに枯こ渇かつ寸前となっていた。

「はあ、はあ……」

　地形を利用できない平原での、二人を守りながらの戦い……覚悟はしていたことだが、それは想像以上に至難で、いつもとは勝手が違うものだった。

（治ち癒ゆも遅くなってきている……まだ敵は七十体近くいるのに！）

　──気付けばメルは大岩へと後退を続け、四方を完全に包囲されていた。

　岩陰に横たわるサビトとアトリは、未いまだ起きる様子がない。これまでは二人に狙ねらいが定められるのを何とか阻止してきたが、もうそれも限界だ。

（駄目……これ以上は防ぎきれない）

　これだけの数で一斉にかかられたら、次こそは対処できない。摩ま耗もうした精神では、窮地を打開する方策も何一つ浮かばない。

　もとより無謀な戦いだった。思えば敵に発見された時点で……すでにメルたちの命運は尽きていたのかもしれない。

（でも。それでも）

　このまま諦あきらめたりはしない。最後まであがき続ける。今までそうしてきたように。

　シノビの伴侶として、『剣聖女エペリーゼ』として、死の瞬間まで剣を振るい続けてみせる。ずっと自分を守ってきてくれた、たくさんの幸せをくれた、二人のためにも。

「サビト、アトリ……愛しています」

　にじり寄る敵を見据えながら、そんなことを呟つぶやいた直後だった。

　──不意に北方から、微かすかな喚声が遠く聞こえてきたのは。

　妖人ゴブリンたちが動きを止め、一斉にそちらを向く。互いに何やら言葉を交わし合い、リーダーらしき大柄な妖人ゴブリンに視線を集める。

（まさか、新手……？）

　もしそうなら、いよいよ状況は絶望的だ。

　汗まみれの顔を凍りつかせ、メルは恐々と北の方向を瞥べつ見けんした。すると。

　凄すさまじい勢いで迫ってきていたのは──人間の一団だった。

「！」

　予期せぬ事態に、刮かつ目もくしたまま忘我に陥おちいってしまう。

　それは数百人はいるだろう、かなり大規模な旅団であった。中には荷馬車や牛車まで見て取れ、規律正しく隊列が組まれている。よく見ると、向かってくるのは先頭の数十名だけのようだ。

「あ、あれは……！」

　知らずそんな驚きよう愕がくが漏れていた。

　噓うそみたいな話だが、間違いない。夢でも幻でもない。

　彼らが何者かを、メルは知っている。みるみる近付いてくるその顔触れたちに、どれも確かな見覚えがある。

　何な故ぜならそれは、つい二週間ほど前までお世話になっていた──サントミロス聖せい堂どうの面々だったからだ！

「こんな、ことって……」

　やがて間近までやってきた、完全武装された少数の騎士団。その最前線に立つ、艶あでやかな緑髪をなびかせた長身の美青年。

　その彼がこちらを向いて微笑ほほえんだのを見たとき、メルの両目に涙が込み上げてきた。

「ルフェルド、さん……」

　……いつかサビトに言われた一言が、ふとメルの胸に去来する。

『この大陸でだって、お前はもう独りぼっちってわけじゃないと思うがな』

　その意味が今、はっきりと分かった。溢あふれる涙は安あん堵どではなく、高揚によるものだ。

　孤独なんかじゃなかった。これまで紡つむいできた糸は、決して一時的なものなんかじゃなかった。よかった、諦あきらめなくて。あがき続けて。

　サビトとアトリだけじゃない。

　この手は……もっと多くの人たちと繫つながっていたのだ！

「……妖人ゴブリンども。我らは誇り高き、フラオディール騎士団だ」

　針のごとき細身の剣を抜き、緑髪の王子が朗々と告つげる。

「その三人に手をかけることは、断じて許さぬ。これは私だけではなく、フラオディール国民の総意と知れ。……ドルッツァ！」

　青年の声に、幹部騎士の一人が「はっ」と応える。

「兵の指揮はお主に任せる。メルシオーネくんたちの守護は、私が引き受けよう。ついでに敵将の始末もな」

「ならば部下を数名お連れ下さい。さすがにお一人では……」

「私を誰だれだと思っている？　私は──『緑皇子ベレグレス』ルフェルドだ」

　言い捨てるなり、ルフェルドが駆けた。それを合図に騎士らも続き、亜人の群れに猛然と突撃する。

　戦場は、たちまち第二の幕を開けた。





　　　　４






　それから数分も経たたないうちに、戦いは騎士団の一方的な勝利によって終結した。

　彼らの実力は知っていたつもりだが、それでもまだ過小評価だったようだ。ほぼ同数の敵に対し、騎士団は危なげなく、堅実かつ柔軟に、あっという間に妖人ゴブリンたちを屍しかばねへと変えてしまった。

　中でも驚嘆に値したのは──やはりルフェルドだった。

　一目散にメルたちの元へと疾駆してきた『緑皇子ベレグレス』は、目にも留まらぬ刺突の速射で周りの敵を一掃し、さらには向かってきたリーダー格の妖人ゴブリンをも瞬殺してみせたのだ。

　その技巧は、以前よりも一段と洗練されていたように見える。メルは改めて、王子の類たぐい稀まれなる剣才に感服し、震しん撼かんした。

「『緑皇子』様、掃そう討とう完了しました」

　へたり込んだメルの視線の先で、先ほどの幹部騎士・ドルッツァがルフェルドへと歩み寄ってくる。

「よし。待機している皆に、前進せよと伝えろ」

　王子の言葉を受け、ドルッツァが北方に向けて大きく合図を送る。

　すると、間もなく彼方かなたに留とどまっていた集団が、ゆっくりと進み始めた。

　武装をしていない、数百人という規模の老若男女たち……彼らの顔触れにもまた見覚えがある。あれはサントミロス聖せい堂どうの、おそらく全住民だ。

　彼らまで揃そろってここにいるということは、ルフェルドは決断したのだろう。

　メルたちの提案に従い、ナトゥアへ移住することを。

（あれほどフラオディールの地にこだわっていた、ルフェルドさんが……）

　やがて集団が、十メートルほどの距離まで迫ったとき。

　いきなり荷馬車から小柄な影がピョンと飛び降り、こちらにトテトテと駆けてくるのが見えた。

　オレンジ色の髪をした、全身に革ベルトを巻きつけた少女だった。彼女が誰だれかなど考えるまでもない。案の定というべきか、石につまずいて転倒していた。

　それは、ピリスだった。メルと同じ【竜落子ドラグリーズ】で、『小型化』という魔法能力を持つ、ちょっとそそっかしい少女だった。

「メルさん！　大丈夫ですか！」

　めげずに立ち上がって目の前に来るなり、ピリスが開口一番そう叫んできた。次いでアワアワと鞄かばんから水筒を取り出し、メルへと差し出してくれる。

　水を恵んでもらえるのは心から有り難がたい。……渡す前に、ピリスが一口飲んだのはご愛あい嬌きようだ。

「メルさんは休んでいて下さい。サビトさんたちには、私が水を飲ませますので！」

　そう言ってメルの背後へ回り、横たわる二人の前にピリスが膝ひざを折る。

　新たな水筒を手にして、まずはアトリを抱き起こした彼女に、メルは干上がった声で尋ねかけた。

「皆さん、いつ聖せい堂どうを発たって……」

「メルさんたちが去った二日後です。三人を見送ったその夜に、ルフェルド様は決意されたのです。ナトゥアという町に移住すると」

　二日後となると、かなり急いで準備を整ととのえねばならなかっただろう。

　三百以上もの住民たちを、七十五名の騎士団で護衛しつつ、森林や丘陵地を進む……口で言うほど簡単なことじゃない。ルフェルドにとっても大きな賭けだったはず。

　が、彼はそれを実行した。聞けば幸いにも、脱落者は一人もいないという。

　そして、その迅速な決断があったからこそ、メルたちの命は救われた。

「引っ越しは少しドキドキしますけど、ナトゥアでも頑張って給仕するつもりです！」

「あくまで一時的な移住だがな」

　そこでドルッツァとの会話を終えた王子が、そんな一言と共にやってきた。

　翠すい玉ぎよくのような緑りよく瞳どうが、涼しげにメルを覗のぞき込こんでくる。時おり何度もチラチラと視線を外すのは、多分アトリを見ているからだろう。

「メルシオーネくん、怪け我がはないかい？　……ああ、君には負傷を治す『力』があるんだったな」

「……はい」

　メルの治ち癒ゆ魔法のことは、すでにルフェルドに話してある。【竜落子ドラグリーズ】であることを打ち明けた以上、もはや隠す必要もなかったのだ。

「ともあれ、君たちに出会えたのは幸運だ。描いてくれた地図だけでは、ナトゥアの正確な場所まで分からなくてね」

「も、申し訳ありません。もっと詳細に描くべきでした……」

「いや、充分だよ。こちらこそ申し訳ないが、すぐにでも出発したい。皆も旅の疲れがかなり溜たまっているからね……君たち三人には、荷馬車に乗ってもらおう」

「そ、そんな。サビトとアトリを乗せて頂ければ、私は」

　慌ててメルが首を振ったとき、同時にピリスが狼ろう狽ばいの声を上げた。

「ああっ！　水が、水がサビトさんの鼻に！」

　少し遅れて、サビトの「ゴボッ、ゴゲッ」という苦しげな呻うめきが重なる。

「アトリさんには上う手まくいったのに、一体どうして！」

　どうやらピリスと水の組み合わせは、相変わらずサビトへ災難を運ぶみたいだ。




　その後。

　ナトゥアまでの残り二日ほどの道程を、メルたちは荷馬車で休みながら進めることになった。

　やや気が引けたが、歩く余力はメルもとっくに尽きてしまっている。加えてルフェルドから「もし敵襲があれば、状況次第では君の手を借りるかもしれぬ。そのためにも今は休息を」と諭さとされては、意地を張るわけにもいかなかった。

　三台ある荷馬車の内の一つにお邪魔し、運び込んだサビトとアトリに少しずつ水を飲ませ、その額や首筋を冷やし続ける。

　もともと車内には食料が積まれていたらしいが、今は空っぽとなっていた。あと三人ほど乗れる余裕がありそうだ。

　平地を行くため揺れは少なく、むしろ心地ここち好よい。

　そのせいか、二人を介抱しているうちに……気付けばメルは数時間も眠り込んでしまっていた。

「──はっ」

　目覚めると同時に傍らの小窓を見ると、すっかり夜が更けている。荷馬車はいつしか停止しており、外では夜営の支度が始まっているようだった。

（な、何て失態を！）

　急ぎ荷馬車を降りようとしたものの、そこにルフェルドとピリスが現れ、二人に押し戻されてしまう。連れ立って様子を見にきてくれたみたいだ。

「ちょうど今、夜営に入ったところだ。明け方まで君も休んでいてくれ」

「とりあえず、メルさんの食事だけを持ってきました。お二人の目が覚めたら、またご用意します」

　小さなパンと一杯の水を与えられ、恐縮しつつも頂くことにする。

　見ると、サビトとアトリは血色がだいぶ良くなり、寝息も穏やかになっていた。きっと今の彼らに必要なのは、食事より睡眠なのだと思う。

「……ルフェルドさん、ありがとうございました」

　短い食事を終えたのち。メルは姿勢を正し、王子に深く頭を下げた。

「皆さんが来てくれなかったら、きっと私たちは死んでいました。私一人では……サビトとアトリを守ることはできませんでした」

　しかしルフェルドは負けじと神しん妙みような面持ちで、きっぱりと首を振ってきた。

「君たちに受けた恩に比べれば、大したことではない。それに礼を言うべきは、やはりこちらの方だ」

「え……？」

「ここに来るまで、生きた亜人と遭遇したのは先ほどの一度だけだった。そして、多くの戦場に残されていた『呼子』……あれを辿たどってきたからこそ、我々は想定より旅程を早めることができたんだ。お陰で水と食料も、ずいぶんと浮かせられた」

　板張りの狭い車内に、ルフェルドの声が反響する。

「サビトくんとアトリくんの、その疲ひ弊へいした姿……私たちが無事に進んでこられたのは、三人が道を切り開いてくれたからに他ならない。本当に感謝している」

　ルフェルドが頭を下げると、隣にチョコンと正座していたピリスもそれに倣ならった。

　……いつの間にか、外にあった気配はひっそりと静まり返っていた。住民たちも就寝に入ったのだろう。

　騎士団はいくつかの班に分かれ、交代で周囲の警戒に当たっているという。そんな中、ルフェルドと副官のドルッツァだけは、必ずどちらかが起きているそうだ。もしかしたら最も旅疲れしているのは、リーダーの二人かもしれない。

　でも眼前の王子は、いつもと変わらぬ爽やかな笑みを絶やさない。自分が難しい顔をしていては、住民の不安を誘う……彼にはそれが分かっているのだろう。

「正直なところ、意外でした。貴方あなたがフラオディールから離れるなんて……」

　非礼を承知で、メルはそんな本心を口にした。

　ナトゥアへの移住。それだけは受け入れないと思っていた。ルフェルドの故国への誇りと愛着は知っていたから。

「君たちとの出会いがなければ、到底あり得ないことだったろうな。皆の中には、移住に反対だった者もいるだろうが……」

　そんな王子の懸け念ねんに、横の橙とう髪はつ少女が「いいえ」と首を振る。

「サントミロス聖せい堂どうだろうとナトゥアだろうと、ルフェルド様がいる場所がフラオディールなんです。私たちはただ、どこまでもついていくだけ……全国民を代表して、それを改めてここに宣誓しますっ」

「いつからお前が国民代表になったのだ」

　ルフェルドが苦笑しつつ、ピリスの頭をクシャクシャと撫なでる。出会ったときからすれば、とても信じられない光景だった。

　この二人は、本当に良好な関係になった。こうやって自然体で笑い合うほどに。

　メルがずっと願い続けてきた、人間と【竜落子ドラグリーズ】の共存……夢にまで見たその姿が、今ここにある。思わず目頭が熱くなってしまった。

（でも、喜んでばかりはいられません）

　ルフェルドたちの移住は、確かに朗報だと言える。しかし今では、少なからず事情が変わっていることを忘れてはならない。

　十九日後、ナトゥアには──クロムクラッハが現れる。そしてメルたちはおそらく、そこで彼と決着をつけることになる。

　その事実を伝えるべく、メルが口を開こうとした矢先。

　ふとルフェルドが小窓を見詰めながら、ポツリと呟つぶやいてきた。

「ここまで旅をしてきて、つくづく痛感したよ。大陸とは、世界とは──こんなにも広かったのだと」

「…………」

　今の大陸は、【竜公アポステル】たちによって支配されている。七、八万人ほどの人口を残すのみとなった人間は、各地で共同体を作り、隠れ暮らすことを強いられている。

　だから生存する人々は、生まれた場所以外を知らない。メルだって、故郷が滅ぶまではそうだった。ルフェルドたちが長い旅に出られたのも、その地の【竜公アポステル】や亜人がいなくなったからだ。

　竜人族レドルグが君臨してより百年。これほど大規模な移動が成功するのは──もしかすると初めてのことかもしれない。

「こうしている間にも、人類は淘とう汰たされ続けている。このままでは、いつか人間という種族は絶滅してしまうだろう……我々は団結し、助け合わねばならないんだ」

「ルフェルドさん……」

「もはやフラオディールだけに固執している場合ではない。この現状を覆すためには、多くの人間たちと力を合わせる必要がある。それがよく分かった」

　真しん摯しな眼まな差ざしで告つげてくる青年に、メルは改めて尊敬の念を抱いた。

　そこにはもはや、先王たる亡き父にすがり続けてきた王子の姿はない。ルフェルドは過去を振り切り、未来を見据え、自らの意思で歩き出したのだろう。

　フラオディール国民だけじゃなく、もっと多くの人間を救うために。

「ルフェルドさん。やっぱり貴方あなたは、王となるのに相応ふさわしい方です。私なんかが血縁者を名乗るのが、おこがましいくらいに」

「実際に【竜公アポステル】を倒している君たちと比べれば、私など小者だよ。が、メルシオーネくんにそう言ってもらえるのは、非常に光栄だな」

　ルフェルドが小さく肩をすくめ、相好を崩す。次いでアトリの方をチラリと窺うかがい、「今の誉ほめ言葉、聞いて欲しかった……」と漏らした辺り、何とも正直な青年である。

　その視線と発言はピリスも気付いていたらしく、彼女は何やら思案顔で腕を組んだ。

「えっと、つまり……私たちはルフェルド様についていき、ルフェルド様はアトリさんについていく、ということでしょうか」

　あけすけな言葉に、王子が「なっ!?」と如によ実じつに狼ろう狽ばいした。

「ひいてはアトリさんがいる場所が、フラオディールになるのでしょうか？」

「な、な、何を言っている！　それはどういう理屈なのだ！」

　ルフェルドがガバリと腰を浮かし、橙とう髪はつの【竜落子ドラグリーズ】へ声を荒らげる。いつもは涼やかなその顔が、真っ赤に火ほ照てっていた。

「いいかピリス！　私は国民にとっての最善を考え、この移住を決めたのだ！　その結果アトリくんと再会したとして、それは偶然に過ぎぬ！　嬉うれしい偶然に過ぎぬ！」

「大丈夫です。たとえルフェルド様が『押しかけ女房』ならぬ『押しかけ王子』でも、私たちの忠誠は変わりません」

「誰だれが押しかけ王子だ！　この私を愚ぐ弄ろうするのか！」

「お、怒らないで下さいルフェルド様。私たちはただ、ついていくだけですっ。フラオディールとは、アトリさんがいる場所ですからっ」

「私はどこへ行った！」

　そうこうしていると、荷馬車に一人の子供が顔を出し、「ルフェルド様、うるさい～」と苦情を入れてきた。

　すぐさま我に返り、忸じく怩じたる表情で「ごめんなさい」と謝った『緑皇子ベレグレス』は、何だか近所のお兄さんみたいだった。
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　急速に意識が覚かく醒せいしていくのを感じ、サビトは目を開けた。

　最初に見たものは、石の天井。そして窓から差し込む、眩まぶしい陽光。横たわるベッドはやけにフカフカで、くるまった掛け布はとても清潔だった。

（ここ、どこだ……？）

　とりあえず上体を起こしてみると、何な故ぜか全裸であることに気付く。

　見れば、ベッドの下に服や褌ふんどしがクシャクシャになって落ちていた。どうやら寝苦しくて脱いでしまったらしい。

（この部へ屋やの造り、見覚えがあるぞ。確か、ナトゥアの宿舎がこんな、感じの……）

　──次の瞬間。サビトは全てを思い出した。

　そうだ。自分たちはサントミロス聖せい堂どうを発たち、ナトゥアを目指していたのだ！　その道中でしつこく亜人に襲われ、疲労でぶっ倒れたのだ！

「な、何で着いてんだっ？」

　町までは、まだ二日ほどあったはず。サビトとアトリを担いで、それほどの距離をメルだけで進めるわけがない。当然ながら、寝たまま歩く忍法などない。

「間違いなくナトゥアだ。一体、どうなって……」

　事態が吞のみ込こめず、とにかくベッドを降りようとしたところ。

　不意にサビトの傍らで──掛け布がモソリと動いた。

「何モンだ！」

　すかさず剝はぎ取ってやると、そこにいたのは……アトリだった。

　サビトと同じく素っ裸で、スヤスヤ眠っている、幼おさな馴な染じみのクノイチだった。

「な、な……！」

　髪をほどき、横向きに体を丸め、悲しくなるほど隙すきだらけで爆ばく睡すいしている。ベッドの隅っこには、果たしてクシャクシャになった彼女の衣服が、手裏剣などの忍具と一緒に追いやられていた。自分が言えたことじゃないが、シノビの風上にも置けない奴やつだ。

「おい、起きろコラ！」

　叱しつ責せきしつつ耳を引っ張ると、彼女が煩わずらわしげに寝顔をしかめた。

　まだ起きないので、今度は肩を揺すってやる。その拍子に乳房がプルプルと震え、細腕の隙間から薄桃色の乳輪がチラチラ見え隠れした。

「起きろっての！　テメェ早起きなんじゃねえのか！」

「……ん……お兄ちゃぁん……」

「そのお兄ちゃんが起こしてっぞ！」

「私にも柿……ちょうだい……」

「柿はねえ！　でも起きろ！」












　それからも何やらムニャムニャと呟つぶやいたのち。ようやくアトリが目を開けた。

　寝ね惚ぼけ眼まなこをこすりつつ、ムクリと体を起こす。ぼんやりとサビトを見詰め、次いで周囲を見回し、再びサビトに視線を戻す。

「む……？」

　やがてその瞳が下降し、サビトの股間で固定された。さらには自身もまた裸であることを悟ったらしく、弛し緩かんしていた表情をみるみる覚かく醒せいさせ、引ひき攣つらせていく。

「あ、あ……」

「よう。とりあえず乳を隠せ」

「きゃあああぁぁぁぁー！」

　サビトが告つげると同時に、アトリが金切り声を上げた。まるで少女のようだった。

「き、き、貴様！　私に何をした!?」

　必死に掛け布で胸を隠し、真っ赤になって喚わめいてくる。シノビにあるまじき取り乱し方だった。

「貴様、まさか……やったのか!?　私とやったのか!?」

「やってねえよ！　というか俺も起きたばっかだ！　おいアトリ、お前は知ってたのか？　俺らがナトゥアに着い……」

「何な故ぜ起こさなかった！　こんな初めてがあるか！」

「話を聞け！」

　こちらの質問に取り合わず、クノイチが涙目で枕を投げつけてくる。

「どうしてもと言うなら、私だって拒まぬ！　私はそんなに信用ならないのか！」

「何もしてねえっつってんだろ！　俺はそんなに信用ならねえのか！」

「ではこれは何だ！　現にジャジャマルが戦闘形態ではないか！　ほら！」

「普通に握るんじゃねえ！」

　屹きつ立りつした息子を鷲わし摑づかみにされ、サビトもまた涙目になった。ちなみに下半身が元気なのは、誓って他意があるわけじゃない。起き抜けだからだ。

　と、その時。

　廊下を小走りでやってくる足音がして、何者かが部へ屋やに駆け込んできた。

「サビト！　アトリ！　目が覚め──」

　入ってきたのはメルだった。しかしベッド上の二人を見て、その歓喜の表情がたちまち凍りつく。

　そりゃそうだろう。サビトたちは素っ裸なのだから。おまけにアトリが、ジャジャマルを握り締めているのだから。

「し、し、失礼しました！」

　瞬またたく間にメルが回れ右をして、大慌てで飛び出ていってしまう。

　入室するなり二秒で退室した銀髪少女を、取り残されたシノビ二人はポカンと呆ほうけたまま見送るしかなかった。

「……おいサビト。どうすればいい」

　ドアを見詰めながら、アトリが小声で尋ねてくる。こっちだって訊ききたい。

「まずいところをメル様に見られてしまった。何とか上う手まく釈明せねば……」

「とりあえず、服を着ようぜ。いや、その前に」

「何だ」

「いい加減、チンチンから手を放せ」




　数分後。身なりを整ととのえた二人のシノビは、恐る恐る部へ屋やに戻ってきたメルから順を追って状況を説明してもらった。

　サビトたちが倒れたのち、亜人軍に襲われたこと。

　あわやというところを、ルフェルドたち騎士団に救われたこと。

　彼らがナトゥアへの移住を決断したこと。町までサビトたちを運んでくれたこと。

　そして──到着してから、もう三日が経たっていること。

　つまりサビトたちは、五日以上も眠っていたことになる。【巡見者ミグラテル】クロムクラッハとの期限までは、あと残り二週間……だいぶ日数を浪費してしまったが、お陰で体調はすこぶる良好になっていた。

「メル様。不ふ甲が斐いなき我々を、どうかお許し下さい……」

　メルが絶体絶命に瀕ひんしていたことを知り、アトリが唇くちびるを嚙かみ締しめながら深しん謝しやする。

　そんなクノイチを優しく抱き締め、銀髪少女は「いいえ」と首を振った。

「不甲斐ないのは私の方です。二人が倒れて、私は改めて痛感しました。サビトとアトリが、どれだけ私を支えてくれていたか……」

　涙を浮かべて抱き合う妻たち。何とも感動的な光景だ。サビトも混ぜてもらおうと近付いたところ、クノイチによって顔を押し返された。

「ところでメル。聖せい堂どうから来た者たちは、今どうなっている？」

「ナトゥアは、ルフェルドさんたちを大いに歓迎してくれました。彼らは当面、この宿舎を住居とすることになります。だから部屋数が足りなくて、サビトとアトリは同室になっていたのです」

　そのせいでエラい目に遭った。が、メルが「浮気です！」と怒ることがなかったのは幸いだった。

　いつかの『ぷろぽーず』によって、彼女も心の整理がついたのかもしれない。

「今は町長さんが、移民の方々に割り当てる仕事を調整しているところです。それまでは皆さん、旅の疲れを癒いやされています。部屋でゆっくりしたり、街を散策したり」

　町長といえば、あの豚人オーク似のオッサンか。移住を勧めた手前、ルフェルドたちを厚遇してもらえたのは有り難がたい。

「一昨日の夜は、盛大な祝宴まであったんですよ。これなら打ち解けるのも早そうです」

「祝宴……また料理を食いそびれるとは」

　落胆したサビトに、メルがクスリと笑う。続き彼女はおもむろに立ち上がり、妙に明るく伴侶たちへ告つげてきた。

「それじゃあ二人とも、庁舎の食堂へ行きましょう。お腹なかが空すいているでしょう？」

「ああ。死ぬほど空腹だ」

　サビトが答えると共に、アトリもまた遠慮がちに頷うなずく。

　ナトゥアの食堂は、献立がかなり豊富だ。かつて食べた数々の料理を思い出し、早くもサビトの口内に涎よだれが充満した。

「サビト。食堂に行ったら、きっと驚きますよ」

　何な故ぜかメルが、意味ありげなセリフと共に片目を閉じてみせる。

　よく分からないが、その表情からして悪い驚きではないのだろう。
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「おやサビト坊！　もう起きていいのかいっ？」

　三人で庁舎一階の食堂に入るなり、突然そんな大声がサビトを出迎えてきた。

　以前よりテーブルの数が増えたものの、逆に整然となった空間。もう昼過ぎということもあり、座っている者は少ない。奥にはカウンターと厨ちゆう房ぼう、そして上へと続く階段……何度も足を運んだ、馴な染じみある場所だ。

　そんな食堂内を、テーブルを縫ぬって近付いてくる者がいる。声の主たる、一人の中年女性だった。

　なかなか恰かつ幅ぷくのいい、いかにも活力がありそうなオバサンだ。さすがにヒラヒラの制服は着ていないが、厨房から現れたので職員には間違いないのだろう。

　そしてサビトはその顔に──はっきりと心当たりがあった。

　思わず「え？」と、当惑の声が漏れてしまう。

　この人物を、サビトは知っている。でも、彼女がナトゥアにいるのはおかしい。これはどういうことだ？

「久し振りだねえ、サビト坊。相変わらず真っ黒なカッコして」

　間もなく目の前までやってきた中年女性が、快活に笑いながら頭を撫なでてくる。

　激しく頭部を揺さぶられながら、サビトはとりあえず彼女に確認した。

「お主、コルナか？」

「何だい、忘れたなんて悲しいこと言わないでおくれよ。こっちはアンタたちを忘れたことなんて、一日だってなかったんだから」

　それは、確かにコルナだった。サビトがこの大陸へと渡り、最初に立ち寄った樹海の村にいた、あの気のいい婦人だった。

　村では食料の配給係をしていたが、その人柄から皆に頼られ慕したわれていた「肝っ玉母さん」だ。戦死したリーダー・ジュガロと並び、村の支柱だった人物と言えるだろう。メルとサビトも滞在中は、色々と世話になった。

　そんなコルナが……どうしてナトゥアにいて、しかも食堂で働いているのだ？

「コルナ、何な故ぜお主がここに？　村はどうしたのだ？」

「移住してきたのさ。みんなでね」

「移、住……？」

「三日前に来たフラオディールの人たちと同じだよ。私たちも、ナトゥアにお世話になることにしたのさ。まだやってきて半月くらいだけどね」

　……聞くところによると、サビトたちが旅立ってすぐ、ナトゥアは樹海の村へと小隊を派遣したのだそうだ。

　その計画を提案したのは、兵士団を新たに統べることとなった現団長のロギス。今は亡き前団長・バルバッカの片腕だったベテラン兵士だ。

　ロギスは自ら小隊を率い、苦労して村を探し当て、コルナたちへ熱心に移住を勧めたという。サビトも少しだけ面識があるが、思った以上に気骨のある男だったようだ。

「人間の兵士さんが来たときは、そりゃビックリしたよ。私たちのことをナトゥアに教えてくれたの、サビト坊たちなんだって？　また助けてもらったね」

　コルナに深々と頭を下げられ、サビトは対応に困ってしまった。

　横ではメルがニコニコと話を聞いている。アトリは無表情のまま、先ほどから黙してコルナを観察していた。

「この一帯にいる【竜公アポステル】と亜人は、アンタたちが倒してくれたから、今が合流する絶好のチャンスだって。ジュガロ坊たちが必死に守ってくれた村を捨てるのは、辛つらい思いがあったけど……残された村人には、何としても生きる義務があるからね。危険を承知で来てくれたロギスさんたちの厚意も、無駄にはできないしさ」

「……そうだったか。いや、お主らは間違っていない。その判断は正解だ」

　ジュガロら戦死した者たちも、きっとそれを望んでいたはず。

　大事なのは生きること。死者が守ろうとしたのは、「村」ではなく「人」なのだから。

（どうやらナトゥアって町は、平和ボケから完全に目が覚めたみたいだな）

　以前は「【竜公アポステル】が襲ってこないなら、兵士など最低限で充分」と吞のん気きに構えていた。しかし今では兵士団を増強させ、交代制で農作業や土木作業に当たらせることで無駄を省いているという。それを提案したのもまた、ロギス団長らしい。

　加えて驚いたことに、王子やコルナたちが移住してきたことによって……すでにナトゥアでは、サビトたちが【竜落子ドラグリーズ】であることも周知となっているそうだ。

　しかもその事実は意外にも、比較的すんなりと受け入れられたとのこと。

　実際に【竜公アポステル】を倒したサビトらの行動を、ナトゥアの皆も認めてくれたのだろう。コルナやルフェルドたちが熱心に理解を求めてくれたことも、その決め手となったようだ。

「アンタたちの活躍は聞いてるよ。相変わらず頑張ってくれてるんだね……何もしてやれないけど、せめてパンを食べとくれ。味は変わってないはずだからさ」

「礼を言うぞコルナ。そしてお主のパン、常々恋しく思っていた」

「あはは、ありがとうね。私が厨ちゆう房ぼう勤務になったのも、料理の腕を買われて……」

　と、そこで不意にアトリが進み出て、コルナと相対した。

　キョトンとしているコルナを前に、次いでクノイチは片膝ひざを折り、恭うやうやしく頭を垂たれる。まるで主君にかしずく従者のようだった。

「コルナ様。貴女あなたのことは、メル様より聞いておりました。【竜落子ドラグリーズ】だとバレて孤立したとき、真っ先に庇かばってくれたのが貴女だったと……主人が受けた大恩、忘れません」

　その唐突な謝意に、慌ててコルナが「よ、よしとくれ」と首と両手を振る。

「アンタ、アトリちゃんだね？　こっちも『剣聖女エペリーゼ』様から話は聞いてるよ。さあ、アンタもパンを食べておくれ。ピリス坊！　焼きたてのを三つ頼むよ！」

　厨房に向けて、コルナがよく通る声で呼びかける。

　すると、間を置かず「は～い」という返事と共に、カウンターから小柄な給女がヒョッコリと現れた。

　お盆にパンと水を載のせ、そのままヨタヨタとやってくる。どうやら新顔のようだが、それが何者かは声で分かっていた。というか、コルナが呼んだ名前で明白だった。

「お待たせしました！　さあ、どうぞそちらにお掛け下さい！」

　お盆を両手に危なっかしく一礼したその少女は、思った通りピリスであった。

　橙色の髪に、ペッタンコの胸。十四才とは思えない、幼さを多分に残した顔立ち。以前と一つだけ違ったのは、彼女がここの制服であるヒラヒラの衣装を着ていたこと。

　かつてメルたちも同じ制服を着用していたが、ピリスの場合はそこに多くの革ベルトが追加されていた。アレを巻きつけておくと、服も一緒に『小型化』できるのだそうだ。

「やはりお前か……」

「えへへ。早くも再会しましたねっ。どうでしょう、似合いますか？」

　そう言って、ピリスがその場でクルリと一回転してみせる。その直前、アトリが彼女の両手からお盆を取り上げたのは、的確な判断と言える。

（できることなら、もうコイツには会いたくなかった……）

　このピリスという少女は、『小型化』という魔法能力の他に、『サビト限定でドジをやらかす』という特殊能力を有した【竜落子ドラグリーズ】なのだ。……もしかしたらサビトは、前世で何かしら彼女に恨まれることをしたのかもしれない。

「そういえば、お前も料理は得意だと言っていたな。ここの勤務になったのは、コルナと同じ理由か？」

「はいっ。なので、食堂のメニューに誇りあるフラオディール料理が加わりました。それだけじゃありません、私はメルさんとアトリさんに続く、三人目の『メイドールズ』にも抜ばつ擢てきされたのです！」

　自慢げに言い放ち、ない胸を張る橙とう髪はつ給女。ちなみにメイドールズとは、歌と踊りを披露するために結成された謎なぞの『ゆにっと』のことだ。

　いつの間にか一人増えたらしい。しかも、また【竜落子ドラグリーズ】が。

「さあ皆さん、焼きたてのうちにどうぞ！」

「先に確認しておくが、そのパンはお前ではなく、コルナが焼いたのだな？」

「はい。私は運んできただけです」

　よしと頷うなずき、付近のテーブルに腰を下ろす。そのまま念願のコルナパンにかぶりつこうとした矢先。

「……おお、サビトくんにシノくん！　もう起きて大丈夫なのかいっ？」

　奥の階段をノシノシと降りてきた初老男性によって、食事がお預けになってしまった。

　現れたのは、涼しげな頭髪をした、ずんぐり体型のオッサンだった。突き出た腹を左右に揺らし、満面の笑みでこちらに歩いてくる。

　決して豚人オークが単身で乗り込んできたわけじゃない。彼こそがナトゥアの町長だ。

「やあやあサビトくん、すっかり元気みたいで何よりだよ！」

　側そばまで来た町長が、強引にサビトの手を握りブンブンと振ってくる。気のせいか、以前より面構えが引き締まっているように見えたが、まあ気のせいだろう。

「しばらくだったな町長よ。またしばし世話になる」

「はっはっは。構わんよ。何せ君らは、ナトゥアの英雄だからね」

　サビトの肩をバシバシ叩たたいて高らかに笑い、町長の視線が今度はアトリに向く。

「いや～シノくん、相変わらず別べつ嬪ぴんさんだねえ」

「町長。もうその名はやめてもらいたい。私はアトリだ」

「はっはっは。まあいいじゃないか。それにしても、よくルフェルドくんたちを連れてきてくれた。お陰で兵士団はかなりの戦力アップだよ！　【竜公アポステル】がいなくなったとはいえ、油断などできんからね！」

　上機嫌に語る町長を、コルナがジロリと横目で見る。

「町長さん。アンタ以前は、すっかり平和ボケしてたって聞いたよ？」

「はっはっは。そんなことはいいじゃないか」

　次いでピリスが、控えめにポツリと呟つぶやく。

「私、【竜落子ドラグリーズ】なんですが……」

「はっはっは。それもいいじゃないか。ナトゥアは【竜落子ドラグリーズ】に救われた町だよ？　サビトくん、シノくん、そしてメルくんがいなければ、こうして三つの共同体が合流することもなかったのだから！」

　たちまちワイワイと賑にぎやかな談笑が始まる中、ふとメルがサビトの隣に座ってきた。嬉うれしそうな眼まな差ざしで皆を眺め、こちらへ微笑ほほえみかけてくる。

「いいですね、こういう光景って」

「ああ。悪くない驚きだった」

　今まで出会ってきた人々が、こうして一堂に会している──不思議な気分だが、同時にここ数日の鬱うつ々うつとした胸中に、一条の光が差した心地でもあった。

　この光景を一番喜んでいるのは、他でもないメルだろう。分断された大陸の人々を、少しでも繫つなげたい……それは彼女がずっと願ってきた、旅に出た理由の一つなのだから。

「私はもう、この大陸でも一人じゃない……サビトが言ってくれた言葉は、本当にその通りだと思います」

　しみじみと語るメルに、パンを頰ほお張ばりながら「うむ」と頷うなずいておく。いつ自分がそんなことを言ったかは、残念だが覚えていない。

「アトリ。貴女あなたもこちらに来て、一緒にパンを頂きましょう」

　未いまだ町長に捕まっているクノイチに、メルがそんな助け船を出したとき。

　いきなり食堂の扉が勢いよく開き、緑髪の青年が転がり込んできた。

「アトリくんが目を覚ましたと!?」

　血相を変えてやってきたのは、果たしてルフェルドだった。すぐにこちらを見付け、目を輝かがやかせながら足早に迫ってくる。

　彼には大きな借りができた。まさしく命の恩人と言っても過言ではない。

　だからサビトは一旦パンを置き、立ち上がってルフェルドに歩み寄った。

「ああっ、元気そうで本当によかった！」

「王子、世話になったな。それに、よく移住を決断してく──」

　握手するべく手を差し出した瞬間。しかし王子はサビトの横をすり抜け、アトリの手を取ってしまった。

「心配したよアトリくん！　おお、寝起きでも何と麗うるわしい……」

「おい」

　不満を投げたものの、ルフェルドはクノイチに夢中だった。若干引いている周囲の目をよそに、アトリへ美び辞じ麗れい句くを並べ立てている。……こんな奴やつだったっけ？

　時間がかかりそうなので仕方なく席に戻り、とりあえず水を飲む。自分の容器だけやたらボロいのが気になったが、別に大した意味はないのだろう。

　そう思い、水を一気に呷あおったところ。

「サビト坊。それノラ猫用の容器だよ」

　不意に告つげられたコルナの一言に、サビトは水をブーッと吹き出した。

「す、すみません！　間違えました！」

　途端にピリスがオロオロしながら頭を下げてくる。その後ろでは、依然として王子がクノイチを称しよう揚ようし続けていた。

「ああ、アトリくん！　おお、アトリくん！」

　……これでいいのか、フラオディール。
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　シノビの二人が目覚めてから、早くも二日。

　サビトたちはその間、休養を兼ねてナトゥアのあちこちを歩き回ることにした。

　体は回復したものの、まだ本調子というわけではない。もう二、三日すれば万全となるだろうが……精神的な疲労まで取り除くことは、残念ながら不可能だった。

　クロムクラッハが現れる期日まで、あと十二日。

　サビトたち三人の死への秒読みは、確実に進んでいるのだから。

「さて、クロ公が町に来たとき、俺らはどうするべきか……」

　正午前。妻二人と大通りをブラつきながら、サビトはそんな呟つぶやきを漏らした。

　この二日間、三人で顔を突き合わせては、有効な手段を探り続けている。が、最後はいつも「戦うよりない」という結論にしかならなかった。

「交渉も無駄。メル様が【竜落子ドラグリーズ】を生むことに執着もない。となれば……やはりクロムクラッハとの対決は避けられぬ」

「でも、仮にあの男を討うてたとしても、そうなったら私たちは……」

　そこで議論が行き詰まるのも、毎度のことだ。

　いっそ「いかにしてクロムを倒すか」に頭を切り替えられればマシなのだが、その踏ん切りもつかない。どこかに妙案はないかと、助かる手立てばかりを考えてしまう。

（昔の俺は、こんなに死ぬことを嫌がってたかな）

　シノビとして、これまでも常に「死」は身近にあった。

　しかし、そこに恐怖を感じたことは一度もなかった。敵を殺す以上、そりゃ殺されることもあるだろう……その程度の認識だった。

（なのに、今は）

　自分が変わったのだとすれば、それは間違いなく──二人の妻の存在だろう。

　この恐怖はきっとサビト自身じゃなく、彼女たちが死ぬことへのものだ。愛する者ができれば、それが弱よわ味みとなる……そんな存在を二人も作ってしまうとは、もはや自分は頭領どころか、シノビすら失格なのかもしれない。

（せめて子供でも残せてたら、まだ潔いさぎよくクロ公と心中できたんだけどな）

　あと十二日では、それも叶かなわない。そもそも子供なんかいたら、なおさら死ぬわけにはいかなくなる。メルなどは境遇が境遇だけに、特にその思いが強いだろう。

「とにかく、まだ時間はあります。最後まで諦あきらめず、生き延びる方法を探しましょう」

　やがて庁舎の建物が見えてきた頃。これまた毎度の一言でメルが会話を締めた。

「それじゃあサビト、私とアトリはここで失礼します。相談の続きは、また夜に」

「ああ」

　そこで妻らと別れ、庁舎へと去っていく背中を見送ったのち、自分も再び歩き出す。

　……何でも二人は、また今日きようから食堂の給女を始めるらしい。町長からは「労働免除」の特別待遇を与えられているのだが、メルはそれを断ったのだ。

　メルが働くと聞き、当然とばかりにアトリも職場復帰を決めたので、サビトだけが無職になってしまった。何だかダメ亭主みたいで非常に決まりが悪い。

（俺もまた酒蔵で働くかな……亜人たちも全く攻めてこねえし）

　町長によると、【竜公アポステル】ゴルニシチが死んで以降、ナトゥアに亜人が姿を見せたことはないという。サビトたちを執しつ拗ように襲ってきた亜人軍は、ここへ向けて南下していたはずだが……行く先を変えたのだろうか。

（まあ、あれだけ狩りまくったからな。もう大して数は残ってねえはずだ。たとえ来たとしても、奴やつらに今のナトゥアは落とせねえ）

　進む大通りは人々が忙せわしなく行き交い、以前よりもさらに活気を増した気がする。

　その中には、樹海の村やサントミロス聖せい堂どうで見た顔も少なからずあった。どうやら共同体ごとの軋あつ轢れきもなく、順調に融和しつつあるようだ。結構なことである。

　暇を持て余しているバツの悪さからか、気付けばサビトは路地に潜り込んでいた。

　細い道を左右に折れているうちに、ふと木々が生い茂る寂しい一帯に差しかかる。そこは、町外れの墓地だった。

「ん？」

　無数に林立する、十字に組まれた木の墓標。その中に、二人の男が立ち尽くしているのが見える。

　一人は絢けん爛らんな鎧よろいをまとった、精せい悍かんな顔付きの兵士。腰には束ねた鎖を下げており、その先端がトゲ付きの鉄球と繫つながっている。あまり見ない変わった得物だ。

　そしてもう一人は、かなり大柄な軽武装の戦士。左頰ほおに派手な傷があり、全身が筋肉で盛り上がっている。背負った長斧は二メートル近くあり、普通の人間ではとても扱えそうになかった。

（あの二人って、確か……）

　その両名に、サビトは覚えがあった。

　それは、ナトゥア兵士団の現団長ロギスと、樹海の村の部隊長ゴルジーオだった。

「……おお、サビト殿。こんな場所で会うとは奇遇だな」

　歩み寄ったサビトの足音に気付いたロギスが、折り目正しく一礼してくる。

「よおサビト。もう体調はいいのかい？」

　続いてゴルジーオが、対照的に気さくな声を投げてくる。彼は村の自警団の最年長であり、リーダー・ジュガロに次ぐ猛者だった男だ。あまり話したことはなかったが、亡きジュガロからリーダーを引き継ついだのは彼だったはず。

「珍しい取り合わせだな。それぞれの代表者が、揃そろって墓参りとは」

　そんなサビトの言葉に、ロギスがおもむろに一歩引いて前を空ける。

　すると、そこには他とは異なる、剣を墓標にされた二つの墓があった。

「これは……」

　右側は、年季の入った大剣──ナトゥアの前団長・バルバッカの遺品。

　左側は、根元辺りで折れている大剣──樹海の村の隊長・ジュガロの遺品。

　墓の主たちは、サビト自身にとっても、目の前にいる彼らより深い付き合いがあった二人だった。できることなら、もっと時間をかけて語らいたかった戦士たち……剣が墓標代わりというのは、いかにも彼らに似合っている気がする。

　誰だれの墓かをサビトが理解したのを察し、ロギスとゴルジーオが同時に破顔した。

「私とゴルジーオ殿は、ここに来るのが日課でな。今日きようも町の現況を、偉大な先代に伝えていたところなのだ」

「上に立ってる人間が、あまり見せていい姿じゃないからなあ。こうやってコソコソ来てるってワケよ」

　……かつてバルバッカは【竜公アポステル】ゴルニシチに、ジュガロは【竜公アポステル】セルサーレに、その命を奪われた。

　志半ばで散っていったリーダーたちを、この二人は今でも悼いたみ、労ねぎらっているのだ。その遺志を受け継ついで戦うことを、残された者として改めて胸に刻むため、日々ここへ足を運んでいるのだろう。

「俺も手を合わせて、いいだろうか」

　快く時間をくれた彼らを置いて、しばし目を閉じて合掌する。

　死を恐れている今の自分が、この墓前に立つ資格はあるのか……正直、分からない。

　が、必ずナトゥアの人々は守ってみせる。その遺志は自分も、しかと受け継がせてもらう──それだけは伝えておきたかった。

　やがてサビトが向き直ると、ロギスが改めて姿勢を正し、真剣な眼まな差ざしで告つげてくる。

「サビト殿。今より十二日後、このナトゥアに竜人レドルグが現れることは聞いている」

「確かクロムクラッハって野郎だったな。サビト、お前たちの力……また俺らに貸してくれるか」

　ゴルジーオもまた、そう言って頭を深く下げてきた。

　乞われるまでもない。それを今、墓前に誓ったばかりだ。

　そもそも今回のことは、むしろサビトたちがナトゥアを巻き込んでしまったのだ。その責任がある限り、ここに新たな墓標を増やすことだけは絶対にさせない。

「団長に部隊長。こちらこそよろしく頼む」

「もちろんだ。ナトゥア兵士団の命、喜んでサビト殿たちに預けよう」

「俺ら村の自警団にも期待してくれていいぜ。以前はメルちゃんに、【竜落子ドラグリーズ】ってことで酷ひどい扱いをしちまったからな……その埋め合わせ、キッチリやらせてもらう」

　なかなか頼もしい二人だ。ここにルフェルドが加わるなら、かなり当てにできる戦力となるだろう。

「……さて。んじゃ仕事に戻る前に、可愛かわいい息子の顔でも見ていくか」

　そう言って踵きびすを返しかけたゴルジーオの肩を、即座にロギスが「待たれよ」と摑つかむ。ただでさえ厳格そうな面構えが、何な故ぜだか一層の険しさを増していた。

「ん？　何だいロギスさん、まだ何かあったか」

「ゴルジーオ殿。お主の子は、シュマリという名だったか」

「おう、よく知ってんな。まだ四歳だがよ、きっといい戦士になるぜ」

「……昨日、五歳になる私の娘が言っていた。シュマリという子が、託児所で何度もちょっかいを出してくる、と」

　ロギスの両目に、剣けん吞のんな光が宿る。

「男児が女児にちょっかいを出す……その理由は一つ。お主の息子は、私の娘に気があるのではないか？」

「そ、それは分からねえが……だとしても別にいいだろ？」

「ならぬ！　娘は、サニアは誰だれにもやらぬ！」

　物もの凄すごい剣けん幕まくで怒鳴ったロギスは、サビトの『でーた』にはない彼だった。

「シュマリに伝えてもらおう！　サニアに手を出すならば、私の鉄鎖が貴様の骨という骨を砕くと！　ついでにその骸むくろを、畑の肥料にしてやると！」

「四歳児を相手に何言ってんだ！」

「さらには親父おやじもまた、肥料にしてやると！」

「俺じゃねえか！　あんたそれでも団長か！」

「私はサニアを、少し異常なほど偏愛しているのだ！」

「自分で言うなよ！　いいか、ウチのシュマリは頭もいいんだぞ！　もう引き算とかできるんだぞ！」

「サニアはすでに掛け算の領域に踏み入っている！　賢くて可愛かわいいのだ！」

「何を、このっ」

「何だと、このっ」

　……よく分からないうちに、摑つかみ合いが始まってしまった。

　とりあえず、やっぱり我が子とは可愛いものだということは理解した。それは理解したのだが、バルバッカとジュガロは今、草葉の陰で嘆いているかもしれない。

　こいつらで本当に大丈夫か？　と。
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　翌日。クロムが下した命令の期限まで、あと十一日となった夜。

　ルフェルドから「一緒に夕食でもどうだい」と誘われたサビトは、彼と共に食堂の片隅に座っていた。

　サビトは鶏とり肉にくのシチューを、ルフェルドはサンドイッチを平らげ、今は二人して食後の紅茶をすすっている。対面ではなく肩を並べて着席しているのは、騒音のせいで会話が搔かき消けされてしまうからだ。

　それもそのはず。今夜の食堂内は、かつてないほど住民がひしめき、中央の特設ステージを取り囲んでヤンヤヤンヤと喝かつ采さいが上がっているのだから。

　舞台上で唄うたい踊る、ヒラヒラ衣装をまとった三人の少女──すなわちメル、アトリ、そしてピリスへと向けて。

「皆さん、改めましてお久し振りです！　メルシオーネです！」

「シノこと、アトリでございます」

「し、新メンバーのピリスですっ。特技は鳩はとの鳴きマネですっ」

　そう。今は彼女たち新生メイドールズによる、復活ステージの真っ最中なのだ。

　丈の短いスカートを翻ひるがえし、観衆に手を振り、息の合った動きでクルクルと立ち位置を変えていく。その背後には、弦楽器や打楽器を鳴らす十名ほどの演奏者たち……以前よりも本格的な催しになっていた。

（あいつら、置かれてる状況が分かってんのか？）

　満面の笑顔を振り撒まいている妻たちに、思わず嘆息が漏れる。

　──じっと悩んでいるだけでは、いい考えも浮かびません。皆さんから強い要望を頂いているみたいだし、これもお仕事の一つですので……

　──メル様がそう言われるならば、是非もありません。クノイチの名にかけて、ナトゥアの男どもをもれなく発情……いえ、魅了させてみせます。

　そんなもっともらしいことを言っていたが、おそらくあれは人前で踊るのがクセになっている。彼女たちがここ最近、やけに鏡ばかり見て、お肌とか『ぼでぃらいん』とかを気にしていたのを、サビトは知っていた。

（まあ、これはあいつらにとって、気分転換なのかもしれねえな……）

　クロムへの対策に行き詰まっていることは事実なのだ。かといって、あまり暗く沈んだままでは、体調まで悪くしかねない。












　そして気晴らしをしたいのは、住民も同じなのだろう。近くクロムが現れることは、すでにナトゥア中へ布告されている。

　不安を抱えているのは皆、一緒なのだと思う。

「アトリくんは、あんな表情もできるのだな……」

　そんなルフェルドの呟つぶやきで、サビトの思考が中断された。

　見ると、彼はらしくもなく口を半開きにして、ぼんやりとステージに見入っていた。その視線の先には、色っぽい流し目で舞うクノイチの姿……少なくともここに一人、まんまと魅了させられた男がいる。

「ところで王子よ。話とは何だ」

　食堂に来る前、ルフェルドはそう言っていた。相談したいことがある、と。

　だったらこんな騒がしい場所をわざわざ選ばなくても……と思ったが、「ピリスがステージでヘマをしないか心配なので」とのことだった。アトリが見たいだけのくせに。

「見えそうで見えない……何と絶妙な身のこなし……」

「王子、何なら最前列に行ってくるか？」

　そう言ってやると、ルフェルドは煩ぼん悩のうを払はらうように首を振り、手元の紅茶を一気に飲み干した。次いでこちらへ向けられた顔は、いつもの凛り々りしい表情に戻っていた。

「失礼。では本題に入ろう。話というのは他でもない、連合軍のことだ」

「連合軍……」

　それは、現在このナトゥアに併存している、三つの独立部隊の総称であった。

　ロギス率いる、ナトゥア兵士団。

　ルフェルド率いる、フラオディール騎士団。

　ゴルジーオ率いる、樹海の自警団。

　移民たちを受け入れたナトゥアは、それぞれが有する部隊を解体することなく、そのまま残すことにしたらしい。

　各部隊には各部隊の、長らく培つちかってきた「戦い方」というものがある。無理に軍を統一化してしまうより、三つの部隊を存続・協調させる形で様子を見よう……それが町長とロギスの判断だそうだ。

　ナトゥアは移住者たちに、先住者と同じ権利を約束している。町長たちにとっては、この連合軍もそんな配慮の一つだったのだろうが……ルフェルドの顔からして、住民たちほど上う手まく打ち解けられていないようだ。

「もしや、三つの部隊が対立でもしているのか？」

「ああいや、対立というほど深刻なものじゃない。部隊間のいざこざは、私、ロギス殿、ゴルジーオ殿が固く禁じている。ただ……兵士たちの中には、対抗心を燃やしてしまう者も多くてね」

　それは分からないでもない。

　現在、連合軍の総勢は千人弱。ナトゥア兵士団が六割、樹海の自警団が三割、フラオディール騎士団が一割といった内訳だ。

　が、部隊の規模は問題じゃない。彼らは今日きようまでそれぞれに戦い続け、それぞれの町村を守り抜いてきた誇りと自負があるはず。

　自分たちの力は、決して他の二部隊に劣っていない……そういう意地がどうしても芽生えてしまうのだろう。

「つまるところ、独立部隊にした弊害が出てしまったわけか」

　そんなサビトの感想に、しかし王子は首を振る。

「いや。この問題は、たとえ軍を統一化していても起きたことだよ。もしかすると、もっと酷ひどい状態になっていたかもしれない。ある程度は時間が解決してくれる問題だと思っているが……早急に解決せねばならない事案が、一つだけあるんだ」

　そこでルフェルドの視線が、一瞬ステージに向く。アトリが『そろ』で唄うたい出したからだった。

「何と素晴らしい。まるで天女の歌声……」

「で、その解決すべき事案とは何なのだ」

「ああ、失礼。それは、『連合軍のトップを誰だれにするか』だよ。三つの部隊を統括する存在は、やはり必要不可欠だ」

「なるほど。総そう帥すいの人選か」

「こればかりは早く決めねばならない。──クロムクラッハなる竜人レドルグが、襲来する前に」

「…………」

「おそらくその戦いは、ナトゥアにとって大きな正念場となる。いざというときに連合軍の足並みが乱れるようでは、話にならないんだ」

　それは確かにそうだ。が、どのみちクロムの相手は、サビトたちに任せてもらうつもりでいる。連合軍には町の守備を頼むことになるだろう。

　ただ、実はサビトたちは……クロムと『結魂メナージ』で繫つながっていることを誰にも知らせていない。それを伝えることで、皆に無駄な心配と不安を与えたくなかったのだ。

　だからもし、本当に決戦となるなら。

　ナトゥアの墓地に、三つの墓を増やしてもらうことになる。

（事後報告になるのは心苦しいが、王子たちにはナトゥアを守ることに専念してもらいたい。自分の尻しりは自分で拭ふく──それがシノビだからな）

　サビトの心中を知ることもなく、ルフェルドが話を進める。

「総帥の候補は三人。ロギス殿、ゴルジーオ殿、そして私だ」

「当然そうなるだろうな。しかし単純に実力だけで決めるなら、やはり大将はお主ではないか？」

　おそらくルフェルドの剣腕は、他の二人より頭一つ飛び抜けている。ロギスとゴルジーオもかなりの手練てだれだろうが、それでもこの『緑皇子ベレグレス』には敵かなわないだろう。

「サビトくんにそう言ってもらえるのは光栄だね。事実、町長とロギス殿からも総そう帥すいの要請を受けた。だが、断ったよ」

「断った？」

「総帥にはロギス殿がなるべきだと思う。ゴルジーオ殿も、私と同じ意見だ」

　ルフェルドの年齢は十八歳。ロギスが二十七歳で、ゴルジーオが三十三歳。

　三名の中では、ルフェルドは最も若輩だ。そして最も新参者でもある。いかに腕が立とうと、彼を総帥とすることに不満を持つ兵士は、確実に出てくるだろう。

「ロギス殿は、もともとナトゥアの軍を束ねていた御仁だ。連合軍も必ずまとめ上げてくれるはずだ」

「しかし兵の統率力では、王子も負けてはいまい。お主の下で何度か戦った俺は、それをよく知っているぞ」

「かつて私の浅せん慮りよが、部下らを危険に曝さらしたこと……それも君は知っているはず。残念ながら私は、まだまだ指揮官として未熟だ。これだけ多くの兵の命を預かる器ではない」

　今のルフェルドは、すでにあの頃の彼ではないと思うが……まあ、大軍を指揮する経験の有無というなら、やっぱり妥当な総帥はロギスかもしれない。

「問題は、リーダーたちが納得しても、部下たちはそうではないということだ。現にドルッツァなどは、私がロギス殿の下につくことを猛反対している」

　ドルッツァといえば、あの髭ひげの副官か。聞けば上下関係にかなり厳しい、騎士団の長老的な存在だという。といっても、年はまだ三十六らしいが。

「何とか皆が納得する形で、総帥を決められないか……とまあ、そういう相談なんだ」

「難しい話だな……」

　普通に考えれば、確かにロギスが適任だ。しかし年齢で考えるならゴルジーオ。剣腕ならルフェルドになる。

　誰だれを総帥としても、必ず波風は立つだろう。兵士全員が納得する方法なんて存在するのだろうか？　そもそもこんな大事な問題を、単独行動が基本のシノビに相談するか？

「ナトゥアという町は……いつも派閥で困っているな」

　知らずそんな独り言を発した瞬間。

　いきなりルフェルドが、ガバリと椅い子すを立った。

「ど、どうした王子っ？」

「今、アトリくんがこちらにウィンクした！」

「…………」

「間違いない！　きっと私にしたのだ！　……ええい邪魔だピリス！　そこをどけ！　見えないだろう！」

　ついには椅い子すの上に立ってアトリに声援を送り始めた王子を見て、サビトは「やっぱりこいつが総そう帥すいはないな」と思った。





　　　　３






　ドキドキして臨のぞんだ久し振りのステージが、幸いにも大盛況に終わったその深夜。

　程よい疲労感に包まれてメルが宿舎へと戻ると、部へ屋やにサビトの姿はなかった。

（サビト、まだ帰ってなかったんだ……）

　そういえば、今日きようはルフェルドと夕食を摂とると言っていた。ステージ中、二人が食堂の片隅にいたのは見えていたが、途中から歌とダンスに夢中になって存在を忘れてしまったのだ。

　まだルフェルドと一緒なのだろうか。ステージの感想を聞きたかったのに……

（いつ戻ってくるか分からないし、ちょっと横にならせてもらいましょう）

　そう決めて、寝衣に着替えてからベッドに潜り込む。

　共同浴場へ寄って帰ったので、心身はサッパリと心地ここち好よい。窓から覗のぞく月は煌こう々こうと眩まぶしく、燭しよく台だいの火がなくても室内は充分に明るかった。

　……浴場まで一緒だったアトリは、今日はここに戻ってこない。何でも託児所で子供たちの「お泊まり会」があるらしく、そちらへ顔を出すのだそうだ。

　それもまた、先住者と移住者の交流の一環らしい。「だったら自分も」とついていこうとしたところ、何な故ぜだかアトリに断られてしまった。

　ともあれ、ステージをこなした上にそちらにも参加するなんて、いかにも子供好きの彼女らしいと思う。きっとアトリはシノビじゃなかったら、保母さんになっていたんじゃないだろうか。

「……そういえば別れ際に、アトリから手紙を貰もらっていたんでした」

　ふとそれを思い出し、上半身を起こす。話なら直接でもいいのに、わざわざ手紙なんて……一体何が書いてあるのだろう？

　早速その手紙を確認すべく、ベッドを降りようとしたとき。

「──帰ったぞ」

　背後の窓からいきなり声が届いてきて、メルは飛び上がりそうになってしまった。

　振り向くより先に、侵入した黒い影がベッドをピョンと飛び越え、メルの眼前に着地する。言うまでもなくサビトだった。

「ふ、普通にドアから帰ってきて下さいっ」

「階段を上がるのがしんどかった」

「壁をよじ登る方が、もっとしんどいでしょうっ」

　こちらの言葉に取り合わず、サビトが履はき物を脱いでベッドにゴロンと寝転がる。

　そんな夫にやれやれと溜ため息いきをつき、メルもまたベッドに座り直した。

「アトリはどうした」

「今日きようは託児所で寝るそうです。お泊まり会があるみたいで……サビトは今まで何をしていたのですか？」

「王子と別れたあと、団長に捕まった」

　団長とはロギスのことだろう。そういえばサビトは、人を「隊長」「副長」「王子」などと肩書きで呼ぶことが多い。名前を覚えるのが苦手なのだろうか。

「娘が外泊することになったと、しこたま取り乱していたが……なるほど、託児所のお泊まり会のことだったか」

「ふふっ、ロギスさんは子煩ぼん悩のうなのですね。それよりサビト、ちゃんとステージは見てくれましたか？」

「ああ。ところどころだがな」

「どうでしたか？」

「いつもより余計に揺れていた」

「何がですか！」

　サビトの上に乗っかり、両りよう頰ほおをつねって引っ張ってやる。カエルみたいな顔になった夫が「ふがふが」言いながら、負けじとメルの鼻を摘まんできた。

　しばしジャレ合いを続けたのち、サビトに腕枕をしてもらう状態に落ち着く。今ではこうして一つのベッドで眠るのにも、すっかり慣れてしまった。

「でも、サビトが帰ってきてくれてよかったです。一人になると……どうしてもクロムクラッハのことを考えてしまいますから」

「それも仕方あるまい。奴やつへの有効な対策は、未いまだ見付かっていないのだからな」

「……はい」

　このまま期限を迎えれば、あの竜人レドルグと戦うことになる。

　そして、そうなったら自分たちは──

「サビト。私は……クロムクラッハが恐ろしいのです。もちろん彼を父だなんて思っていません。でも、あの男を前にすると……全身が震えてくるのです」

　弱音を吐くべきじゃない。希望を捨てるべきじゃない。が、それでも伝えずにはいられなかった。

　楽しく賑にぎやかなステージを過ごした、その反動だろうか。いつにも増して心が不安定になっている。迫りくる死への恐怖に、悲観の思いが勝ちそうになっている。

　だから今だけは、『剣聖女エペリーゼ』でなく……一人の女の子でいさせて欲しい。

　こうしてサビトの腕の中にいれば。最も安心できる自分の居場所にいれば。眠ることくらいはできるはずだから。

「……正直なところ、俺も死ぬことには抵抗がある。あの竜人レドルグと出会うのは、できれば最後の最後にしたかった」

　サビトまでがそんな弱音を吐と露ろするのは珍しい。

　それはきっと、メルだから話してくれたのだろう。不安なのはサビトも同じ。本心を打ち明けてくれるくらいには、彼の妻になれたということだ。

「でもサビト。私はクロムクラッハに出会って、一つだけ良かったことがあります」

「ん？」

「今まで顔も、声すら知らなかった──母の言葉が聞けたことです」

　そこでメルは体を起こし、枕元の愛剣を手に取った。

　美しい装飾が施された、しかしずいぶんと使い込んでしまった、たった一つの母との繫つながり……鞘さやから僅わずかに刀身を出してみると、そこに自分の顔が映っていた。

　あの夜、クロムクラッハに告つげられた言葉。それが改めて胸に蘇よみがえる。

　──そうそう、彼女から君に伝言があったんだ。『どうか幸せに』だったかな？

　どうか幸せに。

　その短い一言に、メルは母の心に触れたような気がした。そこにはレイオーネの、全ての思いが込められているような気がした。

　望まれていない娘だと思っていた。少なくとも、愛されてはいないと思っていた。自分は彼女にとって絶望の象しよう徴ちようなのだと、ずっと思っていた。

　でも、そうじゃなかった。

　母は──自分の幸せを祈ってくれていた。

　忌まわしき【竜落子ドラグリーズ】たる「メリュジオヌ」に、「メルシオーネ」と名前をつけて。

　一人の母親として、我が子の幸せを願ってくれていた。

「私は、胸を張って母に言えます。『メルシオーネは幸せです』と」

　愛いとしげに剣を撫なでながら、メルはサビトに微笑ほほえみかける。

「サビトやアトリと家族になれたこと。たくさんの人たちと繫がれたこと。そして、お母さんの子としてこの世に生まれたこと……私の人生は、幸せに満ちています」

「何なら逃げるか？　クロ公が追ってこれない、ヒノモトまで」

「え……」

「竜人族レドルグや亜人たちは、確かヒノモトには入ってこれないのだろう？　残された生存の道は、おそらくそれしかない」

　サビトの故郷ヒノモトは、竜人レドルグの王が施した『限種結界』に守られているという。そこを通り抜けられるのは、人間と【竜落子ドラグリーズ】だけ……極東の孤島が放置されてきたのは、そのためだ。

　でも、もしメルたちが逃げたら。

　期限の当日に、三人がナトゥアにいなかったら。

　きっとこの町は、クロムクラッハによって滅ぼされる。それだけはできない。ナトゥアの人々を裏切ることだけは、決してしたくない。

　提案にメルが首を振ろうとした直前。先にサビトが口を開いた。

「冗談だ」

「え？」

「ナトゥアを見捨てて逃げる選択肢など、最初からない。たとえ俺たちが死ぬことになろうとな」

「……ですよね、よかった」

「お前が賛成したら、ぶん殴っていたところだ」

「理不尽過ぎませんか」

　愛剣を抱き締めながら膨れっ面を向けてやると、サビトはニヤリと笑ったのちに小さく欠伸あくびをした。

「まあいい。とにかく今日きようはもう休むぞ。夜更かしはお肌に悪いからな」

「それは、そうですけど」

「ほら、側そばに寄れ。抱いて寝てやる」

「…………」

　今の「抱く」というのは、どちらの意味だろうか。単にまた腕枕をしてくれるということなのか、それとも……

　折しも今夜は、アトリがいない。朝までサビトと二人きりだ。

　ムードとしては、そうなっても変じゃない。今の自分なら、きっと求められたら応じるだろう。そもそもサビトは夫なのだから、拒否する理由なんてどこにもないのだ。

（私は……）

　メルだって、「そういう行為」に興味がないわけじゃない。いや、むしろ興味なら結構ある。もちろん誰だれにも言ったことはないが、自分には昔から……「身も心も男性に征服されたい」という欲求が、胸の奥底に確かに存在している。

　男の人に抱かれるというのは──一体どんな気持ちなのだろうか。

　それを知ったとき──自分はどうなるのだろうか。

　知りたい。でも怖い。サビトの隣に行ったら……もう後戻りはできない。

「あ、あのサビト」

「何だ」

「せめて狼おおかみになってもらうことは……」

「意味が分からんことを言うな」

　駄目か。モフモフしていてくれたら、多少は緊張も和やわらぐと思ったのだが。

「おい、早くしろ。こっちは眠くてたまら──」

「ああ、そうそうっ。アトリから手紙を渡されていたんですっ。それを読まないとっ」

「はあ？　手紙？」

「わざわざ手紙なんて、おかしなアトリですよね。うふふふ」

　不機嫌そうな夫をよそに、そそくさとベッドを立つ。自分でもセリフが空々しいのは分かっていた。

　机に置いた荷物袋から、目当ての紙切れを取り出す。若干サビトから距離を置いてベッドに腰を下ろし、月明かりを利用して目を通す。

『拝はい啓けい、我が伴侶メルシオーネ様』

　手紙はそんな一文から始まっていた。仰々しい文面に反し、丸っこく可愛かわいい字体だ。

『先日は部へ屋やのベッドにて、メル様に不要な誤解を与えてしまったこと、伴侶として、家臣として、まことに申し訳なく思う所存です』

　それは多分、サビトとアトリが裸で揉もめていたことだろう。

　でも、事情はあとから聞いている。そもそもアトリだってサビトの妻なのだから、怒る道理はない。

『ですので今夜、その埋め合わせというわけではありませんが、メル様とサビトに夫婦の営みの場を設けたいと考えました。並びに、これからの明るい家族計画のための、一案を提示したく存じます』

　お泊まり会に参加させてくれなかった理由が、期せずして判明してしまった。それはそうと、明るい家族計画って……

　続く書面には、次のように記されてあった。

『①メル様×サビト　②メル様×アトリ　③サビト×アトリ　④三者乱戦……このローテーションによって推し進めてはいかがでしょうか。メル様と私、どちらが先にサビトの子を身み籠ごもるかは……天の差配であると考えます』

　この少女は真面目な文章で、何を言っているのだ。

『そういうわけで、親愛なる我が伴侶メルシオーネ様。今こ宵よいは心行くまで快楽に溺おぼれ、はっちゃけなさることをお祈りしております。敬具』

「何なんですかこれは！」

　読み終わると同時に、メルは隣人の迷惑も忘れて大声を上げていた。

「ど、どうして私とアトリの日まであるんですか!?　あと三者乱戦って何ですか!?」

　羞恥に肩を震わせていると、サビトが背後からヒョイと手紙を覗のぞき込こんでくる。

「それは何の順番だ」

「み、見なくていいです！」

「もしかして手合わせの順番か？　面白い、ならば俺もやる気を出すとしよう」

「ヤル気を出さないで！　これはイケナイ手合わせです！」

「お前たちをまとめて揉もんでやる。舐なめるなよ？　舐められるほど俺は燃えるぞ」

「ああ、もう全部それっぽく聞こえる……」

　その後。

　結局メルは、明け方まで寝入ることができなかった。
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　一夜が明けて、いよいよ期日まであと十日。

　出勤していったメルを見送り、今日きようもまたサビトが対策を考えつつゴロゴロしていたところ。部へ屋やにいきなり庁舎からの遣いがやってきた。

「町長さんが、サビトさんをお呼びしています」

「俺を？　町長が？」

　まだ正午を迎える前。昼食には早過ぎる時間だ。一体何だろうかと庁舎に赴き、三階にある執務室へとやってくると……その用件が何となく分かってしまった。

　室内には町長の他に、ロギス、ルフェルド、ゴルジーオ、そして制服姿のメルとアトリまで揃そろっている。

　ナトゥアの防衛を担う、その中心人物たち……この面子メンツがいるということは、おそらく間違いない。昨日ルフェルドから相談され、答が出ずに終わってしまった、「連合軍の総そう帥すいを誰だれにするか」についての話だろう。

「やあやあサビトくん。呼び立てして悪かったね」

　ニコニコとそう言ってきた町長に、サビトは「構わぬ」と短く返す。笑っているところを見ると、良い案でも見付かったのか？

「サビトくん、そしてメルくんにシノくん。君たちに来てもらったのは他でもない。実は三人に、是非とも頼みたいことがあるんだ。連合軍の総帥を決めるため、力を貸して欲しいのだよ」

　やっぱりその件か。

　サビトが答えるより早く、メルが「私たちにできることなら喜んで」と首肯した。妻たちの様子からして、すでに自分と同程度の事情は聞かされているようだ。

　町長の傍らでは、兵士団のリーダーたるロギスが腕を組み、黙ったまま話の進行を待っている。

　自警団のゴルジーオは、棚に背中を預け、吞のん気きにも欠伸あくびを嚙かみ殺している。

　そんな中、騎士団代表たるルフェルドだけが、やけに落ち着かない挙動でアトリをチラチラと窺うかがっていた。こんな状況で彼が個人的な感情を見せるのは、少し珍しい。

「して町長。いかにして総そう帥すいを決めるつもりなのだ」

「協議の末、私たちは『総帥決定戦』を行うことにした」

　その思いがけない返答に、サビト、メル、アトリが同時に眉まゆをひそめる。

「決定、戦……？」

「その通り。ロギスくん、ルフェルドくん、ゴルジーオくん……各部隊のリーダーである彼らが総当たりで決闘し、最も勝ち星が多かった者を総帥とする、という形だ」

「この三人を戦わせようと言うのか？」

　呆あつ気けに取られていると、そこでようやくロギスが口を開いた。

「少々荒っぽい方法ではあるが、実力勝負の結果ならば兵らも納得しよう。クロムクラッハの襲来まで十日……いつまでも悠長に構えている時間はない」

　次いでゴルジーオが伸びをしながら、苦笑混じりに言葉を引き継つぐ。

「まあ、各リーダーの力量を、全兵士に見といてもらうってのは悪くねえ。なあ、ルフェルド」

　話を振られたルフェルドは、一拍ののちに「え、ええ」と慌てて同意した。

　またアトリを見ていたようだ。だがその割には、やけに浮かない表情をしている。

（どうしたってんだ、王子の奴やつ）

　決定戦に乗り気じゃないのか、どうにもルフェルドだけ態度が変だ。実力勝負なら、ほぼ間違いなく彼が勝者になると思うのだが……

　そんな王子の視線をことごとく無視して、アトリが町長へ問いかける。

「当人たちが合意しているならば、我々に口出しする余地はない。だが一つだけ、未いまだ不ふ明めい瞭りような点がある」

「何かな、シノくん」

「私たちは何を協力するのだ？　聞いた限りでは、力を貸せることなどないように思えるのだが」

　三人のリーダーによる総当たり戦……すなわち、計三度の決闘。

　ロギス×ルフェルド

　ロギス×ゴルジーオ

　ルフェルド×ゴルジーオ

　この組み合わせで戦い、最も好成績だった者が総帥になる。

　何だか昨夜、アトリの手紙に書いてあった「手合わせの提案」に似ていなくもない。さすがにこちらには、三者乱戦はないが。

（確かに、手っ取り早い方法ではあるか……）

　ルフェルドの有利は揺るがないだろうが、勝負なんて何があるか分からない。が、アトリの言う通り、この決定戦のどこにサビトたちの出る幕があるというのだろう？

「この決定戦は、二対二で行う」

「…………」

「つまり、君たち三人にも参加してもらいたいんだ。それぞれのパートナーとしてね」

「……へ？」

　しばしの間を置いて、サビトたちは揃そろって裏声を上げた。

「ちょ、ちょっと待って下さい町長さん。それは一体どういう……」

　困惑して尋ねたメルに、町長が豚人オークっぽい顔面を綻ほころばせる。

「ナトゥアの英雄たる君たちまで参加すれば、もはや文句をつける者はいないだろう。勝負の行方も読めなくなるし、君たちが各リーダーと組むことで絆きずなだって生まれる。いいアイデアだと思わんかね？」

「勝負に私たちの存在が影響するのは、よくないのでは……」

　メルの言い分はもっともだ。サビトたちが参加なんてしたら、間違いなくそっちの戦闘が『めいん』になる。リーダーたちが置いてきぼりになる。

　しかし、町長は鼻息も荒く、雄弁にその意義を語り続ける。町長というより、商売人のような顔になっていた。

「さらに言うと、この決定戦には兵士のみならず、全住民の士気を高める意味合いもあるのだよ。ナトゥア全域を挙あげての、ちょっとした決起イベントといったところかな」

　……何だか大事になってきてしまった。

　だが、今さら「喜んで力を貸す」と言ったのを撤回するわけにもいかない。世話になっている彼らの頼みを、無下には断れない。

　ナトゥアを一つにまとめる……それはサビトたちにとっても、ある種の「けじめ」と言える。サビトたち亡きあとは、彼ら自身がナトゥアを守っていかねばならないのだから。

　連合軍が団結しないまま死ぬのは、やっぱり大いに気掛かりなのだ。

「どうだろう。力を貸してくれるかな？」

　薄い頭をペコリと下げてきた町長に、もはやサビトたちは断る術すべを持たなかった。

「そうかそうか！　いや、君たちなら必ず協力してくれると思ったよ！　実はもう、パートナーも決まっているんだ！　そうれ、見てくれたまえ！」

　興奮気味に言い放ち、町長が取り出した大きな紙を広げてみせる。

　そこにはでっかい字で、六人の名前と、無駄な煽あおり文句が書かれていた。

『連合軍の総そう帥すい決定戦、ここに開幕！

　頂点に立った戦士こそが、ナトゥアを束ねるに相応ふさわしい者である！

　兵士団代表・ロギス＆アトリ

　騎士団代表・ルフェルド＆メルシオーネ

　自警団代表・ゴルジーオ＆サビト

　竜人レドルグをも屠ほふった英雄たちの超次元バトル、しかと刮かつ目もくせよ！』

　……その時、ふとルフェルドが「くっ」と呻うめいたのが聞こえた。

　なるほど。王子の様子がおかしかったのは、アトリと組めなかったからか。彼女と敵同士になってしまったことに、ガッカリしていたのか。

「初戦は三日後。町の円形広場にて、毎日一試合ずつ行うことにする。使用する武器は木製のみで、先に二名とも失神・降参など、戦闘不能になった組の負けだ」

　町長の補足説明に、腹を決めて頷うなずく。

（こうなったら、是非もねえ）

　釈然とはしないが、やるからには全勝する。しばらく体を動かしていなかったので、クロムと戦う前の「腕慣らし」だと割り切ろう。

　悪いが、連合軍の総そう帥すいは──ゴルジーオに決まりだ。

（まあ結局は、俺とアトリとの一騎討うちになりそうだが）

　と、そこでクノイチと視線がぶつかった。

　その眼光から察するに、どうやら幼おさな馴な染じみも同じことを考えているようだ。
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　町長室を辞したのち。

　メルはパートナーとなったルフェルドと共に、街の大通りを南へと向かっていた。

　石畳の地面が、降り注ぐ日差しを白く照り返している。雲一つない快晴の空はとても気持ちよかったが、裏腹にメルの心は曇天模様であった。

（妙なことになってしまいました……）

　まさか「総帥決定戦」に、自分たちも出ることになるなんて。まさか本当に、サビトやアトリと手合わせすることになるなんて。

　しかもこれは稽けい古こじゃなく、今後のナトゥアを左右する大事な決闘なのだ。お祭り気分で臨のぞむわけにはいかない。武器は木製でも、れっきとした真剣勝負となる。

（本来の一騎討ちなら、ルフェルドさんが最も有利だったはず。その彼のパートナーが、私ということは……）

　言うまでもなくバランス調整だろう。

　一番強いルフェルドに、一番弱いメルがあてがわれたのだ。

　正直なところ、その時点でルフェルドの優勝はなくなったと言っていい。何せ他の二チームには──それぞれシノビがいるのだから。

　メルたちが勝てる可能性は、ほぼゼロに等しい。それが何だか申し訳なかった。

「すまないな、メルシオーネくん。こんなことに巻き込んでしまって」

　隣を歩くルフェルドが、神しん妙みような顔で謝罪を述べてくる。

　メルは即座に「いえ、そんな」と首を振り、頭を下げ返した。

「私の方こそ、どこまでお役に立てるか……」

「無理をしてもらう必要はないよ。ともあれこの三日間、よろしくお願いする」

「は、はい」

　決定戦が終わるまで、メルとアトリは食堂で働くことができなくなってしまった。それぞれのパートナーと一緒に過ごし、関係を強化するよう指示されたのだ。

　僅わずかの間だが、メルの相棒はサビトでもアトリでもなく、この『緑皇子ベレグレス』になる。とにかくチームワークだけは負けないようにしないと。

（最初から諦あきらめるわけにはいきません。私にだって、『剣聖女エペリーゼ』としての意地がありますから。出場する以上、あくまでも勝利を目指しますっ）

　意気込むメルをよそに、ルフェルドは先ほどから、すれ違う人々と気さくに挨あい拶さつを交わしている。

「こんにちはルフェルド様」

「お務つとめご苦労様です、『緑皇子』様」

「ああ、今日きようも素敵……」

「今日はメルちゃんと一緒ですかい？　いや～、お似合いだねえ」

　老若男女を問わず、誰だれもが親しみを込めて王子に笑いかけてくる。これもまた、彼の人柄のなせる業だろう。

　容よう姿し端たん麗れい、品ひん行こう方ほう正せい、勇ゆう猛もう果か敢かん……これほど全てが完璧に備わった青年は、メルだって見たことがない。人気度だけなら、三人のリーダーで間違いなくトップだと思う。

（そういえば町長さんも、ルフェルドさんを中心にした男性ユニットを検討していましたっけ……）

　メイドールズに続く、新たなナトゥアの名物ユニットを……町長は今、そんな企画を進めているという。

　その話をサビトに聞かせると、やけにソワソワしていたのを覚えている。以来、よくメルの手鏡を勝手に持ち出し、お肌や髪型を気にするようになった。……ユニットに入りたいのかもしれない。

（多分サビトには、お声はかからないと思うけど……）

　そんなことを考えているうちに、いつしかメルたちは町の南端へとやってきていた。

　ナトゥアは高く厚い防壁によって四方を囲まれた、堅けん牢ろうな城じよう塞さい都市だ。入口は南北の二ヵ所のみで、現在は北門を樹海の自警団、南門をフラオディール騎士団が守り、それぞれにナトゥア兵士団が半分ずつ振り分けられている。

　つまり南部は、ルフェルドの持ち場なのだ。彼がここへ来たのは、部下たちに決定戦の報告をするためであった。

「王子、お戻りになられましたか」

　ルフェルドの姿を認め、数人の幹部たちが足早に集まってくる。

　早速ルフェルドが事の次第を告つげると、やっぱり一同も困惑の表情になった。

「総そう帥すい決定戦、ですか。また思い切ったことを……」

　副官・ドルッツァが、口くち髭ひげを摩さすりながら唸うなる。

　彼は、連合軍の総帥にルフェルドを強く推している人物だ。『緑皇子ベレグレス』の片腕として当然の主張なのだろうが、その忠誠心が当の王子を困らせているのも事実である。

「その決定戦には、いささか異議を申し立てたいところですな。どう考えても、パートナーに不平等性が感じられます」

　ドルッツァの視線が、メルに向けられる。渋面のまま深い溜ため息いきをつかれると、何だかこちらも落ち込みたくなってくる。

「メルシオーネ殿の剣腕は、もちろん我々も知っております。彼女は間違いなく、大陸でも屈指の剣士でありましょう。だがさすがに、サビト殿とアトリ殿が相手では……」

「確かに、勝ち目はないだろうな」

　副官の発言を素直に認め、ルフェルドもまた嘆息した。その落胆はたちまち幹部たちにも伝でん播ぱし、場の空気が一層どんよりと重くなる。

　どうにも肩身が狭くなり、メルは「すみません……」と謝ってしまった。

「ここだけの話、私も今回の決定戦に不満がないわけではない。このような事態になってしまったこと……まことに遺憾だ」

「ル、ルフェルドさん、そんなことを言わないで。私も精一杯のことはしますから」

「しかし……」

「個々の力では敵かなわなくても、作戦次第では勝機もあるはずですっ」

　意気消沈しているルフェルドを、とにかく激励する。それは実のところ、メル自身が奮い立つためでもあった。

「頑張りましょうっ。この逆境に立ち向かいましょう！」

「それは分かっているのだが……」

「大丈夫です！　私たちなら必ずやれ──」

「アトリくんと組みたかった……」

「そこですか！」

　勢いのまま、思わず突っ込んでしまった。

　ルフェルドがアトリに恋しているのは、もはや騎士団内でも周知の事実だ。「フラオディールを再興した暁には、法律で重婚を認めてはどうだろうか」……王子がそう言って周囲を絶句させたことは、すでにメルの耳にも、ピリス経由で入ってきている。

　好きな相手に夢中になってしまうのは、ちょっと自分と似ている気がする。まさかこれって、フラオディール王家の血筋なのだろうか……

「アトリくんがパートナーだったら、最高だったのに……」

「…………」

「仲良くなって、『ルーくん』とか『ルフェっち』とか呼ばれてみたかった……」

「しっかりしなさい！」

　王子の背中を思いきり叩たたいて、気合いを入れてやる。バチン！　という音と共に、堪たまらずルフェルドが仰のけ反ぞった。

「メ、メルシオーネくん……？」

「そんなことじゃ、アトリもガッカリしますよ！　嫌われちゃいますよ！」

「む……」

「アトリを見返してやりましょう！　そうです、逆にこれはチャンスです！　イイところを見せて、彼女をキュンとさせてやりましょう！」

「キュン、と……」

　ルフェルドの緑りよく瞳どうに、少しずつ生気が戻ってくる。この青年のコントロール方法を、メルはもう理解していた。

「ルフェルドさん、アトリに認められたいですかっ？」

「も、もちろんだ。今度は私が彼女を守るのだ」

「ルーくんと呼ばれたいですかっ？」

「呼ばれたい！　できればルフェっちと！」

「ならば特訓あるのみです！　いいですね！」

「了解だ！　この『緑皇子ベレグレス』の力、見せてくれよう！」

　雄々しく復活した王子と頷うなずき合い、続いてメルは幹部たちにも檄げきを飛ばす。

「騎士団の皆さんっ。今日きようから三日間、南門の守備をしばしお任せします！　ルフェっちを総そう帥すいとするため、一丸となって頑張りましょう！」

　メルの剣けん幕まくに、幹部らが一斉に「ハッ！」と敬礼した。

　そんな中、副官のドルッツァだけが「ルフェっち……」と情けなげに呟つぶやいた。




　同刻。

　庁舎を後にしたアトリは、パートナーとなったロギスと共に北門へと向かっていた。

　連合軍の半数以上を占めるナトゥア兵士団は、それぞれ北門と南門に主兵を二分されている。リーダーたるロギスは、双方に日替わりで顔を出しているらしく、本日は北門で指揮を執るそうだ。

（しかし、まさかこんな笑えぬことになるとは……）

　メイドールズ復活までは想定内だったが、さすがにこの展開は読めなかった。

　総そう帥すい決定戦が始まるのは、今より三日後。そこから毎日一試合ずつということは……終了したときには、クロムクラッハとの期限まで残り五日となってしまう。

　ただでさえ時間が欲しいときに、何と傍はた迷めい惑わくな……そう思う反面、アトリはこの決定戦に少なからず高揚も覚えていた。

　それはもちろん──サビトと真剣勝負ができるからだ。

（ここ最近、奴やつとの手合わせもご無ぶ沙さ汰たになっていたからな。仮に私の命があと僅わずかならば……はっきりと決着をつけておきたい）

　自分とサビトは、どちらが強いのか。今の自分は、彼を超えられているのか。

　それを確かめることができたなら、実はアトリには思い残すことなどない。当然ながら生存の道を諦あきらめたりはしないが、それは自分ではなく、伴侶たちのためである。

（おそらく私は、夫婦の中で……置かれた状況を一番ドライに捉とらえている）

　サビトの妻になれたことで、すでに人生最大の望みは叶かなえられた。その上サビトと真剣勝負をする機会を公然と得られるなんて、まさに欣きん快かいの至りというもの。

　幼い頃から、ずっとサビトの背中を追い続けてきた。何度も死合ってきた。でも、それも多分これで最後になる。

　たとえ勝敗がどうだろうと──その時はサビトに伝えよう。

　愛している、と。ずっとずっと好きだった、と。

（我ながら惰だ弱じやくな感情だが……最後くらいは素直になるのもいいだろう。クノイチではなく、ただのアトリとして）

　この決定戦には、あくまでも私情で臨のぞませてもらう。

　総帥など誰だれでも構わない。ロギス、ルフェルド、ゴルジーオなら、誰がなっても問題はないはずだ。

　戦うのは自分自身の事情……その旨むねだけは、ちゃんとパートナーにも断っておこう。

「ロギス団長。一ついいだろうか」

　やや前方を歩く背中に声をかけると、ロギスが振り返ってきた。

「何かな。アトリ殿」

　その気さくな笑顔には、こちらの緊張を解こうとする気遣いが感じられる。が、全身には一分の隙すきもなく、右手はいかなるときも腰の鉄鎖に添えたまま……常在戦場の気構えを体現した、さすがの佇たたずまいと言えた。

　何より彼の一番の長所は、大部分の男たちのように、アトリの胸や太ふと股ももをチラチラと見てこないことだ。噂うわさに聞くと、結構な愛妻家であるらしい。

　パートナーだからというわけではないが……将としての要素を最も総合的に備えているのは、このロギスだと思う。

「実は団長に一つだけ、了承しておいて欲しいことがあるのだ」

「束つかの間まとはいえ、私たちはパートナーだ。遠慮なく言ってくれ」

　話を聞くこともなく首肯してくれたロギスに、「かたじけない」と軽く会釈する。

「それでアトリ殿、何をご要望か」

「メル様との試合、私は放棄させてもらう」

「…………」

「主君に刃は向けられぬ。たとえ木製の武器だろうと」

「…………」

「以上だ。よろしく頼む」

「……ちょ、ちょっと待ってくれ！」

　そこそこ長い沈黙を置いたのち、途端にロギスが顔色を変えた。

「そ、それは困るぞアトリ殿！　さすがに私とて、メルシオーネ殿とルフェルド殿の二人を同時に相手するのは──」

「二人ではない。三人だ」

「へ？」

「私が寝返るから」

「ちょ、ちょ、ちょっと待ってくれ！」

　将にあるまじき狼ろう狽ばいを見せ、ロギスがすがりついてきた。まるで愛人に別れ話を切り出された中年のようだ。少しこの男を買かい被かぶっていたか。

「頼むアトリ殿！　私情は捨ててくれ！」

「いや。これからのシノビは、私情をバシバシ挟もうと思う」

「味方の裏切りは、ミョンドで懲りているのだ！」

　ロギスが口にしたその名は、かつてナトゥア兵士団の副長だった男のものであった。

　定期的に住民を攫さらい、【竜公アポステル】ゴルニシチに生いけ贄にえとして献上し、自己の保身を図っていた卑劣漢……そのミョンドを誅ちゆうしたのは、他ならぬアトリ自身だ。

「ミョンドと一緒にされるのは心外だぞ」

「ならば考え直してくれ！　お主も知っての通り、この決定戦は全住民の前で行われるのだ！　当然ながらサニアも見ているのだ！」

「サニア？　団長の娘か」

　サニアのことなら知っている。父親と同じ栗くり色いろの髪をした、利発で可愛かわいらしい少女だ。託児所でも男児らの人気者だが、本人はルフェルドのお嫁よめさんになりたいらしい。

「無様な姿を晒さらしたら、サニアに嫌われるかもしれぬ！　そうなったら……私の人生は終わりだ！」

「大丈夫だ。サニアは言っていたぞ。『パパってベタベタしてくるから、やだ』と」

「…………」

「試合でも、きっと王子を応援するだろう。よって私の寝返りは大歓迎のはず」

「サニアァァァァー！」

　往来で涙目になって咆ほう哮こうした団長に、周囲の人々がビクリと注目した。
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　その翌日。

　総そう帥すい決定戦を二日後に控えたサビトは、しかし相方のゴルジーオと行動を共にすることもなく、一人で食堂を訪れていた。

　まだ午前中ということもあり、周囲に客の姿はない。ガランとした室内の片隅に座り、食事をするでもなく頭を抱え続け、もう一時間になる。

（……最悪なことになっちまった）

　決定戦が町中に告示され、今のナトゥアはその話題で持ちきりになっている。

　住民たちが応援するのは、基本的にそれぞれが帰属する共同体のリーダーだ。が、兵士たちほど真剣というわけでもなく、どちらかと言えばお祭り感覚に近い。若い娘たちなどは、ほとんどがルフェルドを支持していたりする。

　とはいえ、もちろん出場者たちは本気そのものだ。

　それは各リーダーだけでなく、メルとアトリも同様である。昨日は二人とも、かなり遅くまで部へ屋やに帰ってこなかった。

　それぞれのパートナーと一緒に過ごし、親しん睦ぼくを深めつつ特訓をしていたという。サビトも昨日はずっとゴルジーオとつるみ、『とらんぷ』なる札遊びに興じていた。

　どんなに妻たちが準備しようと、負ける気はしない。結局のところ、警戒すべきはアトリただ一人……決定戦の展望など分かりきっている。

　勝つのは自分たち、樹海の自警団代表──サビトはそう確信していた。

　つい二時間ほど前までは。

（何でこんなことに……）

　そんな胸算用が、思いもよらぬ『あくしでんと』によって瓦が解かいしてしまった。

　……今朝方、ゴルジーオから「一度くらい軽く手合わせしておくか？」と言われ、サビトは北門近くの広場にて彼と対たい峙じした。

　そして──事件は起こった。

　行くぜサビト！　と長斧を振り上げたゴルジーオが、ギックリ腰になったのだ。

　固まったまま顔面にダラダラと汗を流し、全身をブルブルと小刻みに震わせている部隊長を、サビトは直ちに診療所へと運んだ。

　下された診断は、全治一週間。総そう帥すい決定戦に出るのはとても無理とのことだった。

（あのオッサン、こんな大事な時期に……）

　しかも、予期せぬ事態はそれだけで終わらなかった。

　サビトの対面には今、ゴルジーオの代理として急きゆう遽きよ立てられた、新たな相棒がチョコンと座っている。

　橙色の髪をした、全身に革ベルトを巻いた、幼顔の小柄な給女──すでにサビトは、決定戦の勝利を半ば諦あきらめかけていた。

「何だか分かりませんけど、頑張りましょう！」

「どうしてお前なんだぁぁー！」

　そう。新パートナーは、ピリスだった。

　本来はフラオディールに属するはずの、樹海の村とは無縁のはずの、ヘナチョコ【竜落子ドラグリーズ】であった。

「サビト坊。私、余計なこと言っちゃったかねえ……」

　と、そこへ水のお代わりを注ぎにきてくれたコルナが、申し訳なさそうに言ってきた。

　……コルナによると、樹海の自警団には、ゴルジーオの代役が務つとまるほどの人材がいないらしい。彼らはもともと集団戦術を得意とする部隊であり、ジュガロやゴルジーオのような突出した存在の方が珍しいのだ。

　一体どうすれば……自警団の兵士たちからそんな相談を受けたコルナは、何をどう勘違いしたか──

「【竜落子ドラグリーズ】のピリス坊なら、代わりが務まるんじゃ？」と考えたらしい。

　同じ職場で働いていることもあり、ピリスはコルナを母親のごとく慕したっている。そのため樹海の人々とも早々に打ち解け、今では村の一員であるかのように扱われている。

　なのでこの奇抜な提案は、兵士らにも普通に受け入れられた。

「コルナさんの、皆さんのお願いなら、断ることはできません！」

　本人もそう力強く宣言したので、コルナが試しに町長へ掛け合ってみたところ。

「それ、いいね。フラオディールの少女が、樹海の村のために戦う……何とも美談じゃないか！」と、特別にピリスを自警団の代表に認めてしまったのだ。

　コルナが自身の早とちりに気付いたのは、そのあとだった。

　この【竜落子ドラグリーズ】が戦いどころか、実は腕立て伏せすら一回しかできないことを知り、コルナは慌てて町長室へとすっ飛んでいった。が、もはや遅かった。

　すでに町長は、無駄に敏速な対応力を発揮して、町中の貼はり紙を修正する作業に入ってしまっていた。『総そう帥すい決定戦に、メイドールズが揃そろい踏ぶみ！　女の子が強くたっていいじゃない！』という、余計な煽あおり文句まで追加して。

　この決定は、もう覆らない。

　つくづくサビトにとって──ピリスという少女は疫病神だった。

「ルフェルド様と戦うのは心苦しいですが、これもナトゥアが一つになるため……心を鬼にして戦います！」

「断れよ！　まだコルナの方がマシだ！」

「ここに一人の、悲しき女戦士が誕生したのです！」

「しなくていい！　どうせ一瞬でやられるから！」

　鼻息も荒く拳こぶしを振り回しているピリスに、コルナがやれやれと苦笑する。

「ピリス坊、そんなに気張らなくていいから。怪け我がとかする前に、ちゃんと降参しておくれよ？　ゴルジーオも私たちも、別に勝つことなんて望んじゃいないからさ」

「コルナさん！　そんな弱気なことでどうしますか！　私はそんなに頼りにならない女戦士ですか！」

「そりゃあ、ねえ……」

　コルナが頰ほおに片手を当てて嘆息する。この状況を作ってしまったことに、彼女はかなり責任を感じているみたいだ。

「大丈夫です。私は一度、ルフェルド様の頰を叩たたいたことがあります。見かけによらず苛烈な女なのです」

　思わず「本当かよ……」と返したサビトに、橙とう髪はつ給女はキリリとした表情で頷うなずく。

「そして私は、壮絶な激闘の果てに、翼人ハーピーさんを倒したことだってあります。サビトさんも見ていたはずです」

　それは確かに見ていた。が、いささか誇張が過ぎる。

　ピリスは自身の魔法によって小人になり、翼人ハーピーの口に飛び込み、敵の体内で元の大きさに戻っただけだ。

　咄とつ嗟さの行動だったとはいえ、あんな惨むごたらしい殺し方はシノビでもやらない。……というか、今回の決定戦でやられたら困る。

「私だって【竜落子ドラグリーズ】なんですから。戦うことに関しては、きっと秘められたポテンシャルとか、エッセンシャルとか、何かしら持っているはずです」

「限りなく頼りねえが……まあとにかく、特訓だけはやっとくべきか」

「了解ですっ。必ずお役に立ってみせます。武器もすでに用意してきましたっ」

「フォークじゃねえか！」

　自慢げにフォークを両手に握り締めているピリスへ、即座にツッコむ。その姿はどう見ても、ただの食いしん坊だった。












「ふざけてんのか！　誰だれを食う気だ！」

「いけませんか」

「いいわけねえだろ！　そもそも武器は木製しか駄目なんだよ！」

「木製のフォークなんて、この食堂には……」

「フォークは武器じゃねえ！　食器だ！」

　……そういえば、かつて戦った【竜公アポステル】バークナーも、フォークを武器にしていた。

　クロムクラッハが言うには、あの【竜公アポステル】はピリスの父親だったという。まさかこれって、血筋なのだろうか……

「武器は木刀にしろ！　今日きようから二日間、ひたすら素振りだ！」

「ぼ、木刀っ？　そんなの危ないです！」

「お前はこの『いべんと』の趣しゆ旨しを理解してんのか!?」

「ですが、暴力では何も解決しません！」

「町長に言え！」

「一方的に腕力でねじ伏せたって、虚むなしいだけです！」

「お前のその自信、一体どっから来てんだよ！」

　しばし二人のやり取りを眺めていたコルナが、「サビト坊。アンタって、そんなにくだけた子だっけ……？」と、当惑気味に呟つぶやいた。
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　総そう帥すい決定戦を、いよいよ明日に控えた夜。

　ルフェルドとの最後の特訓を終えたメルは、アトリとピリスを誘って、町の中央部にある共同浴場へと足を運んでいた。

　明日からは敵同士となってしまうが、一緒に汗を流すくらいは構わないだろう。二人も快く了承してくれたので、今は三人並んで巨大な湯船に浸つかっている。

「はあ、いい気持ち……」

　少し熱めのお湯に、疲れた全身が心地ここち好よくほぐされていく。湯気に煙る浴場内には、他に二十人ほど利用者の姿が見えるが、それでも充分にゆったりできる面積があった。

「ふう……この巨大風呂だけを楽しみに、ナトゥアへ戻ってきました」

「はわ～……移住してきたのは大正解でした」

　アトリとピリスも、幸せそうに表情をトロけさせて温浴を楽しんでいる。特にアトリはかなりのお風呂好きであり、放っておくと何時間でも浴場に留とどまり続けるくらいだ。

　何でも子供の頃は、よくサビトと「どちらが長く湯に浸かっていられるか」の我慢比べをしたという。幼おさな馴な染じみって、やっぱり羨うらやましい。

「──あの、ピリスさん」

　しばらくお湯を堪能したのち。メルはふと隣の橙とう髪はつ少女に尋ねかけた。

「はい。何でしょうか」

「本当に、決定戦に出られるのですか……？」

　ほんのりと頰ほおを上気させている彼女に、今さらながらに確認してしまう。

　自警団の代表が、ゴルジーオからピリスに変更された……それを聞いたときは、メルもアトリも仰天した。そして、心配した。

　確かにピリスは【竜落子ドラグリーズ】なのだが、だからといって高い戦闘力を有しているわけじゃない。【竜落子ドラグリーズ】とは、「魔法能力を持った人間」に過ぎないのだ。とりわけピリスは、子供より駆けっこが遅く、老人より腕相撲が弱いのだ。

　決定戦に出場する六名の中で、彼女だけがあまりに浮いている。まるで猛獣の群れに、一匹だけヒヨコが紛まぎれ込んでいるような違和感である。

　今からでも人選を考え直すべきなんじゃ……そんなメルの懸け念ねんをよそに、しかし本人はあくまでケロリとしていた。

「もちろん出場します。樹海の村の皆さんのため、ベストを尽くすつもりです」

「ですが……」

「試合に向けて、サビトさんから秘策も授かりました」

「秘策、ですか？」

「『シュリケン』という飛び道具です。特別に木製仕様にして頂きまして、私はそれでサビトさんを援護することになっています」

　……秘策をあっさりバラしてしまった。やっぱりこの少女は、戦うことには向いていないと思う。

「つまりサビトは、ピリスさんに直接戦闘をさせない気なのですね。よかった……」

「はい。敵はおろか、俺にも近付くなと……でもサビトさんは、厳しくも熱心に指導をしてくれます。今や私のお師匠様です」

　その発言に、メルとアトリは複雑げに顔を見合わせた。

　パートナーがピリスに代わって以降、サビトは一度もメルの前に姿を見せていない。昨夜は部へ屋やにも帰ってこなかったし、きっと今夜も同じだろう。

　妻たちを放って、別の女の子にずっと付きっきりだなんて……事情は分かっているのだが、何だか面白くなかった。

（こうなったら、絶対サビトに一太刀だけでも入れてやるんですから）

　そんな決意を新たにしつつ、そこでメルは話題を変えるべく姿勢を正した。

「ところでピリスさん。もう一ついいでしょうか」

「はい。潜りっこをするんですね」

「いえ、そうじゃなくて……以前にお話しした、【竜公アポステル】バークナーのことです」

　メルがその名を出すと、にわかにアトリが表情を引き締めた。

　こんなタイミングで話すことではないのかもしれない。でも、いずれはピリスに確かめておかねばならないことだった。

　──序列五位の【竜公アポステル】バークナー。

　それはナトゥアより北方、かつてフラオディール王国があった一帯を支配していた、『未来予知』の能力を有した竜人レドルグだ。

　メルたちはそのバークナーと戦い、苦戦の末に辛くも勝利した。これまでの【竜公アポステル】たちにも手こずってきたが、まさしく序列上位に相応ふさわしい、恐るべき強敵だった。

　そんなバークナーが、ピリスの父親であると知ったのは……その後のことだ。

　サントミロス聖せい堂どうでピリスと出会い、そして別れたのちに、【巡見者ミグラテル】クロムクラッハによってメルたちはそれを知らされたのだ。

　バークナーを討うったことに、もちろん後悔などない。

　しかし、それでもピリスにとって、バークナーが父であることに変わりはない。

　だからメルは意を決し、再会した際にピリスへその事実を告つげ、「もしも望むなら、バークナーの角つのを渡す」と申し出ていたのだ。

　返答は後日、改めて訊きくと約束して。

「ピリスさん。バークナーの角は……やはり貴女あなたにお渡しするべきでしょうか」

「…………」

　少しだけ考え込んだのち、やがてピリスは頭をプルプルと横に振った。まるで雨粒を払はらう子犬みたいに見えた。

「お気遣いは嬉うれしいのですが、角は結構です。話を聞くと、それはサビトさんとアトリさんに必要な物みたいだし……」

　そう言われて、クノイチが気まずそうに視線を外す。

　確かに二人のシノビは、「竜の角」を求めている。

　それをより多く持ち帰った方が、頭領となれる──サビトとアトリが大陸へ渡ってきたのは、そんな試験のためなのだ。

「バークナーさんは、フラオディールの人々をたくさん殺してきた【竜公アポステル】です。父親だとは思っていませんし、そもそも会ったことさえありません。何よりその人は……きっと私に愛情なんて持っていなかったでしょうから」

　ピリスの吐と露ろに、メルの胸がジクリと疼うずく。

　父親だとは思っていない。

　愛情なんて持たれていない。

　……それはメルと全く同じだ。いや、【竜落子ドラグリーズ】という存在は、もしかしたら皆そうなのかもしれない。

　竜人レドルグからも人間からも拒絶される、忌むべき異端……それが【竜落子ドラグリーズ】という存在。でも今、そこに変革が起こりつつある。

　ナトゥアの人々は、【竜落子ドラグリーズ】を受け入れてくれた。少なくともこの町に、自分たちを忌き避ひする者はいない。

　ここにいれば、ピリスは「人間」として生きていける──その居場所があるのだ。

「だからバークナーさんのことで、私への配慮はご無用です。辛つらくなんかありません。私はもう、独りぼっちじゃありませんから。今回のお祭りに参加したのだって、もっともっと皆さんと仲良くなるためです」

「お祭りじゃないのですが……」

　ふとアトリと視線が合い、メルたちは同時に苦笑した。

　ピリスがそう言うなら、角は頂いておこう。

「竜狩りの試験は、もう終わりかもしれねえ」……サビトはそう言っていたが、終わらせる必要はない。これからも、竜の角を集めていく──その未来を諦あきらめるべきじゃない。

「そういえばメルさん、私からも一ついいですか？」

　思い出したように手を打ったピリスに、メルは「はい」と頷うなずく。

「これも以前に、メルさんから訊きかれたことなんですが……確かに私、納な屋やで寝ていたある夜、誰だれかに頭を撫なでられた夢を見たような気がします」

「……やはりそうですか」

　それは間違いなくクロムクラッハだろう。あの竜人レドルグは【竜落子ドラグリーズ】の額に触れることで、その者が持つ魔法をコピーすることができる。

「あれは夢じゃなかったんですね。私はその時、『小型化』の魔法を竜人レドルグさんに……申し訳ありません」

「謝ることはない。ピリスが無事だったなら、それでいい」

　アトリに優しく頭を撫でられ、ピリスが目を潤うるませてクノイチの胸へと飛び込んだ。

「感激ですアトリさん！　こんな私ですが、これからも仲良くして下さい！」

「オッパイに言うな」

「ついでに少し分けて下さい」

「無理だ。自力で頑張るのだな」

　そんな会話を交わしながら、二人してクスクス笑い合っている。まだ出会って日も浅いのに……ここまで彼女たちのウマが合うとは思わなかった。

　どうやらアトリと親密になることにおいて、ルフェルドは完全にピリスに先を越されてしまったようだ。

「次に再会したときは、アトリさんくらいの胸になっておくはずだったのに……」

「別れて一月足らずだからな。仕方あるまい」

「いいなあ～。おっきいなあ～」

「おい、そろそろ離れ……ひゃあ！　乳首はやめろ！」

　しつこく乳房を揉もみしだかれ、アトリがビクンと身じろぎする。

「いいなあ～。美お味いしそうだなあ～」

「もうサービスは終了だ！　大きいオッパイが好きなら、コルナ様のを触れ！　心優しきあのお方なら断らぬ！」

　……ちなみにアトリが「様」を付けるのは、メル以外では何な故ぜかコルナだけである。

　クノイチがあまりに敬意を払はらうので、連合軍の兵士たちも「あの食堂の女将おかみは、どうやら凄すごい人らしい」と一目置くようになった。コルナ本人は、大いに困惑しているが。

「それはそうとメルさん、アトリさん。明日は頑張って下さいね」

　ようやくアトリの胸から離れたピリスが、出し抜けにそう言ってくる。

「何たって明日は、お二人の試合なんですから」

「…………」

　アトリが顔を強こわ張ばらせる。多分メルも同じ顔をしているだろう。

　──そう。明日の試合は、メルとアトリのチームが対戦する予定なのだ。

　一日目。ロギス＆アトリ組×ルフェルド＆メル組。

　二日目。ルフェルド＆メル組×サビト＆ピリス組。

　三日目。ロギス＆アトリ組×サビト＆ピリス組。

　総そう帥すい決定戦は、その日程で行われることになっている。

　アトリ組は連戦にならないだけ、やや他チームより有利かもしれない。実際に最も前評判が高いのも、彼女たちだと聞いている。

（アトリとまともに手合わせするのは……初めてですね）

　もちろんロギスも手て強ごわいが、やはり脅威はこのクノイチだ。作戦では、まず一気にロギスを倒し、続いてルフェルドと二人がかりで彼女に挑むつもりでいる。

　それでもアトリを負かすのは至難の業だろうが、連携を活いかせば勝機はある……そう信じるしかない。

「どこまでアトリの相手になれるか分かりませんが……精一杯ぶつからせて頂きます」

「大丈夫ですメル様。ロギス団長など、私の敵ではありません」

「そりゃ、アトリのパートナーですから。敵ではないですね」

「勝敗はすでに決しております。ご安心を」

「わ、私たちだって負けませんから！」

　その言い草に若干カチンときて、クノイチのオッパイを揉もみしだいてやる。

　アトリがまた「ひゃあ！」と、らしくない悲鳴を上げたが、構わずこねくり回す。弾力のある双丘が、メルの掌てのひらでムニムニと千変万化した。

「メ、メル様、ちょっと激し……」

「必ず見返してやりますからね！　総帥になるのは、ルフェルドさんですから！」

「あんっ……だから、乳首は……」

「絶対にルフェっちですから！」

「やっ……そこ……」

　アトリが涙目になり、しかし抵抗もできず唇くちびるを嚙かみ締しめている。

　そんな二人を眺めながら、ピリスが「ルフェっち？」と小首を傾かしげていた。





　　　　２






　総帥決定戦の当日。

　その日、ナトゥアの人々は午前中で全ての仕事を切り上げ、町の中央部にある円形広場へと詰めかけていた。

　そこは共同浴場から少し南に位置する、普段は住民たちの憩いこいの場として親しまれている施設だ。中心にある十五メートル四方くらいの石舞台を、すり鉢状の客席がグルリと取り囲み、全方向から見下ろせる造りになっている。

　その客席が今──大勢の老若男女で埋まっていた。

　かつてメルが見たこともない規模の人間が集結し、今か今かと試合を待ちわびていた。

（何だか、少し緊張しますね……）

　石舞台の上から改めて周りを見渡し、メルは思わず唾を飲み込んだ。

　運悪く見張り当番になってしまった僅わずかな兵士を除いた、ナトゥアのほぼ全人口である約三千人……そんな彼らの目が、一斉にこちらへ向けられている。

　百年以上も昔は、ここで演劇や演奏会など、様々な催しが行われていたという。数万単位の人口がいた当時なら、混雑具合も今の比ではなかったかもしれない。

「ええ～、勝負の時間は無制限。チームの二人がどちらも気絶・降参など、戦闘不能になった時点で決着。武器は木製なら何でも可。拳こぶしや蹴けりによる攻撃も有効で──」

　舞台の真ん中では、先ほどから町長が改めてルール説明をしている。が、悪いがあまり意味があるとは思えない。

　客席の喧けん騒そうが、その声を完全に搔かき消けしてしまっているからだ。

「メルちゃん頑張ってぇー！」

「きゃあー！　ルフェルド様ぁぁー！」

「アトリさん、素敵！」

「うおおおお！　ロギス団長ぉぉー！」

　女性の黄色い声。兵士の野太い声。さらには子供たちの元気な声までもが、熱気のうねりと共に押し寄せてくる。

（注目されることには、メイドールズで慣れていたつもりでしたが……）

　……見ると、舞台から程近い最前列に、ドルッツァら騎士団の面々が陣取っていた。

　離れた場所には、ゴルジーオら自警団の面々。ナトゥア兵士団の姿も散見される。

　反対側を向くと、そこにはサビト、ピリス、コルナがいた。吞のん気きにパンをかじっている夫が、何だか無性に恨めしい。

「メルシオーネくん。固くなることはない。平常心でいこう」

　不意に肩をポンと叩たたかれ、たちまちメルは我に返った。声の主たる緑髪の青年に、小さく「はい」と頷うなずき返す。

「作戦通り、まずは一気にロギス殿を狙ねらう……いいかい？」

「了解です」

　ルフェルドに応じつつ、前方をキッと見据える。

　町長を挟んだ六メートルほど先に、赤しやく銅どう色の鎧よろいをまとった威い風ふう堂どう々どうたる戦士がいた。その隣には、見慣れた黒衣のクノイチ──言うまでもなく、ロギスとアトリだ。

　彼らもまた、真まっ直すぐにこちらを見詰め返している。場内の雰囲気に吞のまれることなく泰然としている辺り、さすがは百ひやく戦せん錬れん磨まの手練てだれたちである。

　当然あちらもこの三日間、試合に備えて連携を強化してきたはず。苦しい戦いになることは必至だろう。

「……それでは、総そう帥すい決定戦の第一試合を開始する！　始めぇぇぇ！」

　声を裏返しながら叫び、司会と審判役を兼ねている町長がステージから飛び降りる。

　──直後。メルとルフェルドは、すでに地面を蹴けっていた。

　猛然と相手へ疾駆し、各々が手にした木刀を振り上げる。見たところ、ロギスの武器も木刀……さすがに木製の鎖は作れなかったらしい。こちらにとっては好都合だ！

「ロギス殿！　我が剣を受けてみられよ！」

　メルより数歩の差をつけ、いち早くロギスに肉薄したルフェルドが、突進の勢いのままに刺突を放つ。

　その切っ先が──横合いから飛び入った影に弾はじき返かえされた。

　立ち塞ふさがったのは、黒衣の美少女。どうやらこちらの思惑などお見通しだったようだ。

「お主の相手は、私がしてやろう」

「くっ、アトリくん……！」

　やむなく足を止めたルフェルドの横を、メルは構わず駆け抜ける。

　アトリの妨害は、もちろん想定していた。ならばメル一人でやるまで。

　早々にロギスを倒し、そのあと二人がかりでアトリに挑む。基本作戦は同じだ。

「ロギスさん、勝負です！」

「望むところだ『剣聖女エペリーゼ』！」

　短い言葉を交わし、メルとロギスの木刀が閃ひらめく。

　たちどころに至近距離での打ち合いの応酬が始まった。

　背筋も凍る剣けん撃げきが、暴風雨のごとく眼前をかすめる。鉄鎖だけでなく、剣の扱いもここまで一流とは……さすがは前団長・バルバッカの後釜だ。

（攻撃の一つ一つが、鋭するどくて重い……私の腕力ではとても受けきれません）

　が、スピードならこちらの方が上だ。そして、僅わずかに手を合わせただけだが、一つ分かったことがある。

（この人の剣は、あまりに素直です）

　ロギスの動きは、いかにも謹きん厳げんな彼らしく基本に忠実だ。彼の本来の得物は、広範囲の敵群に対応した鎖鉄球……剣を実戦で使用する機会は少ないのだろう。

　だからロギスの剣術には、培つちかわれた「円熟味」がない。真面目な性格がそのまま表出した、すこぶる読みやすい太た刀ち筋すじとなっている。

　それではメルを捉とらえることは──不可能だ。

「……さすがにやるな、メルシオーネ殿」

　数十の連撃がことごとく空を切り、ロギスの額に汗が浮かんでいる。

　とはいえ、その猛攻は一向に止やむ気配がない。鍛え上げた筋力と体力の賜たま物ものだろう。

「だが、逃げ回るだけでは私は倒せぬぞ。遠慮はいらぬ、全力でくるがいい」

「──では」

　ロギスの打ち終わり。次の攻撃へと移る、その僅わずかな間かん隙げきを突いて。

　メルは一気に速度を上げ、電光石火で相手の懐に飛び込んだ。

「！」

　ロギスが息を吞のみ、驚きよう愕がくに目を剝むく。が、彼の狼ろう狽ばいは束つかの間まだった。

　目の前のメルへと、すかさずロギスが頭突きを落としてくる。密着したこの状態では、互いに効果的な剣打は放てない……それを即座に判断した、的確な行動と言えた。

　勢いよく迫ったヘッドバットが、こちらの脳天に激突する寸前。

　メルはグルリと、大きく首だけを捻ひねって回避した。

　同時、束ねた白銀の後ろ髪が翻ひるがえり、ロギスの両目をしたたかに叩たたく。その思わぬ不意討うちに、今度こそ相手が明確に怯ひるんだ一瞬をメルは見逃さなかった。

　時間がない。一撃で終わらせる必要がある。ならば、手段はただ一つ！

「ごめんなさい！」

　そんな謝罪と共に、メルの振り上げた片膝ひざが──ロギスの股間にめり込んだ。

　そこは鍛え上げることのできない、鎧よろいに守られていない箇所。体格で劣るメルが一気に勝負を決められる、かつ密着状態から狙ねらえる、唯一の急所だった。

「────！」

　声にならない悲鳴を発し、ロギスの体がくの字に折れ曲がる。できるだけ加減したつもりだが、それでも効果は絶大だったようだ。

「お、ご……」

　剝き出しになった後頭部が、メルの眼前に晒さらされる。

　そこに木刀をトンと入れてやると……彼はそのまま前のめりに地面へ突つっ伏ぷし、やがて動かなくなった。

（ロギスさん、本当にごめんなさい……）

　この技を使うのは、ずいぶん久し振りだった。これは故郷にいた頃、まだ剣すら握っていなかった頃、近所のお姉さんに教わった護身術なのだ。

　──いざというとき、相手が男なら「ソコ」を狙いなさい。ただし、ちゃんと謝ってからね──

　一人旅をしていた約二年、メルが襲われたのは亜人ばかりじゃない。時には訪れた町村で、人間の男性から乱暴をされそうになったこともあった。

　さりとて相手が人間である以上、殺すわけにはいかない。だからこの技には、何度もお世話になったものだ。

　ロギスとの戦いに時間をかけられない。でも、彼に無駄な怪け我がを負わせたくもない。

　その二つを同時にクリアする方法は……これしか思いつかなかったのだ。

「勝負あり！　兵士団代表ロギス、リタイア！」

　舞台の下で、町長の叫びが上がる。

　途端に客席が、物もの凄すごい歓声で沸き返った。その中に「パパ、カッコ悪い……」と女児の声が聞こえたような気がしたが、きっと空耳だろう。

（とにかく、これでロギスさんは片付きました。あとは……）

　急ぎルフェルドの加勢をするべく、メルが向き直ろうとしたとき。

「メル様。こちらも片付きました」

　抑揚のないクノイチの声が、メルの耳じ朶だをかすめた。

「え──」

　刮かつ目もくした先で、アトリが静かに佇たたずんでいる。その足下には、気を失ったルフェルドが横たわっていた。

「そ、そんな……」

　ロギスとの戦闘は、できる限りの短時間で終わらせたつもりだ。

　なのに、それでも遅かったというのか？　あのルフェルドを、おそらくロギスよりも手練てだれの『緑皇子ベレグレス』を……同じ時間で片付けたというのか？

「勝負あり！　騎士団代表ルフェルド、リタイア！」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くすメルの耳に、再び町長のそんな叫びが届いた。




　アトリが王子を倒したのは、メルがロギスを倒すのとほぼ同時だった。

　予定では、もっと早く片付けるつもりでいた。しかしこの緑髪青年、なかなかどうして侮あなどれない曲くせ者ものだったのだ。

　打ち込みの威力、速度、正確性、並びに反射神経や身のこなし……どれを取っても非凡なものがあった。大陸にここまでの使い手がいたとは、少し驚きだ。

（中でも、あの刺突の速射……ちょっとした眼福だったな）

　あれだけの域に達するには、血の滲にじむような修練を重ねてきたはず。顔が良いだけのお坊っちゃんかと思っていたが、正直この王子を見直した。

　だが、それでもアトリの相手には十年早い。何せ自分は──歴代においても最強と謳うたわれるクノイチなのだから。

　余計な負傷をさせたくなかったので、悪いが絞め落とさせてもらった。肩にスルリと飛び乗り、太ふと股ももで頸けい動どう脈みやくをキュッと挟んでやると……何な故ぜか王子はやけに幸せそうな顔をしていた。

（これで残るは、私とメル様のみ）

　あのロギスを難なく仕留めるとは、さすがは我が主君。場合によっては加勢するつもりだったが、そんな必要などなかったらしい。

　あとは自分が降参を告つげればいい。もとよりアトリの照準は、明後日の最終戦……サビトとの対戦なのだ。

「やっぱり、アトリは凄すごいですね」

　視線の先で、銀髪少女が苦々しげに笑う。しかし彼女はすかさず木刀を構え、その可か憐れんな顔を引き締めた。

「さあ、決着をつけましょう。昨日の宣言通り、精一杯ぶつからせて頂きます」

「いえ、私は……」

　身構えるメルとは正反対に、アトリは構えを解く。

　メルを攻撃する剣など、自分は持ち合わせていない。決定戦は、あくまでサビトとの勝負が目的……彼女と戦う理由なんて、どこにもないのだ。

　この試合はもう終了している。それを伝えるべく、アトリは足を一歩踏み出す。

「メル様。申し訳ありませんが、勝負はお受けできません。私は降参させて──」

「アトリ」

　翠すい玉ぎよくのごとき緑りよく瞳どうが、真まっ直すぐにアトリを貫く。思わず二歩目が止まる。

「試合の放棄は許可しません。ロギスさんのパートナーとして、全力を尽くして下さい」

「で、ですが……」

「私たちなら、負傷しても治ち癒ゆ魔法があります。遠慮は無用です」

「そういう問題ではありませんっ。私は、メル様と戦いたくなど──」

「お願いします。アトリ」

「…………」

　駄目だ。この目をしている彼女は、頑として引き下がらない。それはバークナーとの戦闘で、すでに知っていた。

　助けを求めるように、チラリと客席のサビトを瞥べつ見けんする。

　すると幼おさな馴な染じみは、吞のん気きにも二つ目のパンにかじりついているところだった。……明後日、必ず半殺しにしてやる。

「さあ、いきますよアトリ！」

　そうこうしているうちに、メルが有無を言わさず突進してきた。

「メ、メル様！　お待ち下さい！」

　必死に懇こん願がんするも、メルは耳を貸さずに木刀を唸うならせる。

　繰り出される剣閃は、神速かつ不規則。ヒュルヒュルと軌道を変化させ、いくつかがアトリの髪先をかすめる。驚くべきことに、その鋭するどさは王子をも凌りよう駕がしていた。

（まさか、これほどのものとは！）

　これが『剣聖女エペリーゼ』の神しん髄ずい……不覚にも心が躍おどる。もっとこの剣技を体感したいという衝動に駆られてしまう。こんな感覚は、サビト以外で初めてだった。

「アトリ！　本気できて下さい！」

「…………」

「これは、命令です！」

「……承知しました」

　その後。

　命令に従い、アトリは全力でメルの相手をし──そして倒した。

　想定以上の時間を費やしてしまったのは、彼女が何度も起き上がり、立ち向かってきたからだ。そのたびにこちらの太た刀ち筋すじを覚え、弱るどころか逆に手て強ごわくなっていく銀髪少女に、いつしかアトリは余裕をなくしていった。

（お願いだから、もう立たないで……！）

　最後に祈るように打ち下ろした、渾こん身しんの一撃によって。

　ようやくメルは地面に崩れ落ち、微動だにしなくなった。気付けばアトリの全身は汗まみれになり、僅わずかに息が乱れていた。

「本当に貴女あなたは……どこまで強情なんですか」

　足下に伏したメルを、そっと起こして胸に抱き締める。

「ですが、見事な剣でした。どうやら私は、『剣聖女エペリーゼ』を甘く見ていたようです」

　こちらの気も知らずに満足げに眠っているその顔が、少しボヤけて見えた。どうやら自分が流していたのは、汗だけじゃなかったようだ。

「このような命令は──どうかこれっきりに」

　メルの体を抱え上げ、アトリは石舞台を後にする。

　四方からパチパチと拍手の雨が降ってきたが、とても応える気分にはなれなかった。
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　翌日。決定戦の第二試合目。

　再び円形広場のステージに立ったメルは、試合開始から間もなく、窮地に陥おちいっていた。

　今日きようのカードは、ルフェルド＆メル組×サビト＆ピリス組。しかしメルの相棒たるルフェルドは、すでに傍らにはいなかった。

　それは言うまでもなく、サビトの仕業だ。シノビの少年は目にも留まらぬ速攻でルフェルドに襲いかかり、一撃で『緑皇子ベレグレス』の意識を刈り取ってしまったのだ。

（最初からルフェルドさんを狙ねらっていたのですね……）

　早々に一方を排除する……昨日のメルたちの作戦を、そっくりやり返された。

　今や状況は二対一。極めて不利な形勢になってしまったが、向こうの一人はピリスだ。ならば事実上、メルとサビトの一騎討うちになる。

「悪いなメル。これでお前らは二敗目……決定戦から脱落だ」

　メルの前方で、黒ずくめの少年がクルクルと木刀を弄もてあそんでいる。あのルフェルドを、まるで歯し牙がにもかけず一いつ蹴しゆうするなんて……やはりサビトの強さは桁外れだ。

　そんな彼の後方では、オレンジ髪の小柄な少女が、何やら右へ左へチョコマカ動き回っていた。察するに、手裏剣を放てる位置を探しているのだろう。ピリスを完全にノーマークにするわけにもいかない。

「ところでメル。昨日アトリにボコられた傷は大丈夫なのか？」

　木刀を肩に担ぎながら、サビトがそんな言葉をよこしてくる。

「打撲だけじゃなく、いくつか骨折もしてたろ。まあ、お前には治ち癒ゆ魔法があるけど」

「はい。一晩眠ったお陰で、もうアザもありません。誰だれかさんと違って、ずっとアトリが介抱してくれましたし」

　昨日の試合から数時間後。メルは気がつくと自室のベッドの上にいた。側そばにはアトリがおり、再びメルが寝付くまで甲か斐い甲が斐いしく世話をしてくれたのだ。

　──メル様、痛む所はありませんか？　紅茶をお淹いれしましょうか？　お腹なかは空すいていませんか？　尿し瓶びんをお持ちしましょうか？

　サビトが言うには、アトリは昔から身内にとても甘い少女だという（サビトを除く）。そんな彼女にとって、主人かつ伴侶であるメル相手に本気で戦わせることは、命令だとしても酷な仕打ちだったのかもしれない。

　だからメルは、身を起こすなり──まずアトリを抱き締めた。

　辛つらい思いをさせたことを謝り、手を抜かず戦ってくれたことにお礼を述べ、涙ぐんでいる彼女を優しく撫なでてやった。アトリが浴場で、ピリスにそうしたように。

　……ちなみに、前方にいる夫は朝帰りだった。ゴルジーオと一晩中トランプをしていたというのだから、腹立たしいことこの上ない。

（妻の怒り、思い知らせてあげますから）

　ピリピリと気を張るメルに対し、サビトはなおも会話を続ける。その余裕の態度が、さらに業ごう腹はらだった。

「それからお前、昨日のアレはねえぞ」

「アレ、とは何ですか」

「団長に入れた金的だ。見てる俺まで痛くなった」

「あ、あれは、だって……」

「確かにタマは男の弱点だ。しかし、あそこには子種が入ってるんだぞ。お前がしたことは、ある種の幼児虐待と言える」

「何ですかその理論はっ。ちゃんと謝りましたしっ」

「同じ男として、団長のタマの仇を取らねばなるまい。言っとくが、俺のタマも狙ねらえると思うなよ？　シノビはタマを打たせるほど迂う闊かつじゃねえ」

「タマを連呼しないの！　あ、やだ……」

　メルが真っ赤になって口を押さえると同時。サビトの姿が消えた。

「！」

　たちまち背後に気配を感じ、慌てて横っ飛びで転がる。

　直後、さっきまでメルがいた場所を、木刀がガツンと叩たたいた。

「ほう、よくかわしたな。まあ今のは小手調べだが」

「く……」

　その回避劇に、客席がワアッと沸いた。ひときわ大きな歓声を上げたのは、最前列で見守るドルッツァら騎士団の面々だった。

　……今日きようもまた、全住民が観戦にやってきている。この三日間の決定戦は、それだけナトゥアの人々にとって重要なイベントであり、また楽しいお祭りなのだろう。

「メルお姉ちゃん、負けないで！」

「メルシオーネ殿！　我らには後がありません！　何とぞ勝利を！」

「メル様！　このアトリがついております！」

「おい、ピリスがバテてるぞ。何でだ？」

「一人で走り回ってたから、自滅したんだろう」

「とにかく、どっちも頑張れー！」

　轟とどろく声援の中、メルは意を決してサビトに躍おどりかかった。

　観客の視線には、もう慣れた。一晩ゆっくり休んだお陰で、昨日の疲れも取れている。何より今日が、勝っても負けてもメルの最終試合……悔いだけは残したくない！

（せめて一太刀。一太刀だけでも入れてみせます！）

　殺気すら込めた全身全霊の剣けん撃げきを、縦横無尽に走らせる。

　次第にスピードが乗っていくメルの木刀を、しかしサビトは涼しい顔でスルスルといなしていく。やはり実力差は歴然……分かってはいたが、堪たまらなく悔しかった。

（動きが……読めない！）

　思わず大振りになってしまった一撃を、サビトが軽快な足捌さばきでかわす。あっさりと背後に回り込まれ、メルのお尻しりがペチンと叩かれる。馬鹿にして！

「どうした。焦りで無駄な力が入ってるぞ」

「ほ、ほっといて下さい！」

「攻撃も単調になってきている」

「たまたまです！」

「シノビはタマタマを打たせるほど迂う闊かつじゃ──」

「黙りなさい！」

　マズい。サビトの掌てのひらで転がされている。

　冷静になれ。相手の挑発に乗ってはいけない。今まで積み上げてきた『剣聖女エペリーゼ』の全てを、夫にぶつけてやるのだ！

　繰り返されるメルの猛攻に、円形広場が興奮の坩る堝つぼと化していく。四方より押し寄せるエールは、そのほとんどがメルの名を呼ぶものだった。

「凄すげぇぞメルちゃん！　さすが『剣聖女エペリーゼ』！」

「メルシオーネ殿！　どうかフラオディールに勝利を！」

「メルお姉ちゃん！　サビトをやっつけろー！」

「サビトなんか負けちゃえー！」

「そうですメル様！　そいつに死を！」

　割れんばかりの大声援に、シノビの少年が「俺、ワルモノにされてねえか？」と不服げに顔をしかめる。

　が、彼のそんな愚ぐ痴ちも、果ては観客の声すらも、次第にメルの耳には入らなくなりつつあった。

（あと少し……もう少しで……！）

　がむしゃらに打ち込み続けた、怪け我がの功名だろうか。

　影すら捉とらえられなかったサビトの動きが──微かすかに見えるようになってきたのだ。

（いける。限界まで集中すれば、きっと当てられる！）

　もちろん、勝てるとは思っていない。でももしかしたら、念願の一太刀を入れることはできるかもしれない。

　サビトにこの剣が届いたら……それはメルにとって、大きな自信となる。来るべきクロムクラッハとの一戦にも、怯ひるむことなく臨のぞめるだろう。

　サビトやアトリと肩を並べて。戦力の一人として、堂々と。

（そのためにも、必ず一本取る！）

　急激に鋭するどさを増していくメルの剣に、サビトの顔付きが変わる。「む……」と小さく唸うなったのは、彼に警戒が生まれたからだろう。

　分かる。まるで時間の流れが遅くなったように、サビトの動きが感覚で摑つかめる。

　勝負は次の一撃。かすることだけでもできれば、一気に勢いがつく！

　研ぎ澄まされたメルの集中力が、極限に達しかけたとき。

　ふと視界の端に──オレンジ髪の少女がチラリと入り込んだ。

「！」

　サビトの斜め後方。四メートルほど離れた位置で、ピリスが腕を振り上げている。

（手裏剣!?　しまっ──）

　その瞬間。メルは自身の不覚を悟った。

　ノーマークにしてはいけない。それは肝に銘じていたはず。なのに自分はサビトに気を取られ……ピリスをすっかり失念してしまっていたのだ！

「たあ！」

　気の抜けた叫びと共に、ピリスが飛び道具を放つ。木製ながらも針のごとく鋭利な棘とげを持った、凶悪な六方手裏剣だ。

　この体勢では回避できない。木刀による迎げい撃げきも、おそらく間に合わない。

　最悪のタイミングによる、痛恨の一投。しかしそれは相手にとって、最高のタイミングによる、会心の一投だった。

（まさか、こんな決着なんて……）

　胸中が絶望に包まれた刹せつ那な。

　その手裏剣が──サビトの尻しりに突き刺さった。

「おうっ!?」

　思いもよらない味方の誤射に、サビトの動きが止まる。それはもう、あり得ないほど大きな隙すきだった。












「はっ！」

　咄とつ嗟さに打ち込んだメルの木刀が、サビトの額をボコンと叩たたく。

　まともに食らったシノビの少年は、何な故ぜか一度だけニヤリと笑ったのち……白目を剝むいてその場に崩れ落ちた。

「しょ、勝負あり！　自警団代表サビト、リタイア！」

　何が起こったのか理解していない観衆の中、いち早く我に返った町長が叫ぶ。

　メルもまた、しばし呆ぼう然ぜんと立ち尽くしてしまった。期せずしてサビトへの一撃は入れられたのだが……これはちょっと違うような気がする。

「あわわわっ、サビトさん！」

　ふと聞こえてきたピリスの惑乱の声に、ハッと顔を上げる。

　そうだ。まだ勝負は続いている。ピリスに降参してもらわないと。

　すかさず彼女へと歩み寄り、メルは木刀の切っ先を突きつけた。ピリスがまた、「はわわわっ」と悲鳴を上げた。

「ピリスさん、アシストをありがとうございました」

「ち、違うんです！　そうじゃないんです！　もう一回やらせて下さい！」

「ダメです。さあ、降参して下さい」

「しません！　パートナーとして、サビトさんの仇を討うたせて頂きます！」

「サビトを倒したのは、ある意味ピリスさんじゃ……」

「とにかく、降参はできません！　手裏剣は投げても、試合は投げません！」

「では、ポコンといきますよ？　痛いですよ？」

「降参します！」

　ピリスが両手を上げると、再びステージ下から町長が大声を発した。

「勝負あり！　自警団代表ピリス、リタイア！」

　そこでメルは木刀を下ろし、深く溜ため息いきをついた。

　次いで漏れ出た言葉は、さっきと同じ思い。しかし意味は正反対であった。

「まさか、こんな決着なんて……」




　場内が歓声と爆笑に包まれる中、ピリスはトボトボと相棒の元へ足を向けた。

　うつ伏せに伸びているサビトの前にしゃがみ込み、すまなそうに語りかける。

「負けちゃいました……」

「この……暗殺者め……」

　臀でん部ぶに手裏剣を生やしたまま、サビトがうわ言のように呟つぶやく。

　お尻しりを突き出して倒れているその姿を見て、「何だかシャクトリムシみたいだな」とピリスは思った。

「向こうが一枚上手でしたね」

「向こうの問題じゃねえ……」

「でも、ちゃんと真まっ直すぐに飛びました。サビトさんのご指導の賜たま物ものです」

「それより、ケツの手裏剣……抜いてくれ」

「記念として、このままにしておきませんか」

「抜いてくれ」
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　翌日。三日間にわたる総そう帥すい決定戦も、とうとう千秋楽。

　メルの治ち癒ゆ魔法によって尻しりの負傷を治してもらったサビトは、懲りずにやる気を見せるピリスを引き連れ、円形広場の舞台に立っていた。

　……今日きようの対戦は、ロギス＆アトリ組×サビト＆ピリス組。

　アトリ組はすでに一勝しているので、この試合に勝てば優勝が決まる。逆にサビト組が勝てば、三組が一勝一敗で並ぶというややこしい事態になってしまう。

　町長が言うには、その場合は「最も好評だった試合を選び、その勝者を総帥とする」とのこと。

　ならば問題はない。どうせ今から始まる試合が──最も激しく、凄せい絶ぜつなものとなるだろうから。

（クロ公との期日まで、あと五日。遊んでられるのも今日までだ）

　その最終日にアトリとやり合えるとは、願ってもない。

　総帥を決めると同時に、はっきりとさせてやる。自分とアトリは……どちらが強いのかを。どちらがシノビの頭領として相応ふさわしいのかを。

（もう頭領にはなれないとしても、白黒だけはつけときたい。それでお互い、とりあえず納得はできるだろうからな）

　サビトが闘志に燃えていると、ふと隣の橙とう髪はつ少女がこちらを見上げてきた。

「サビトさん、顔が怖いです。心配しないで下さい、私がついていますから」

「それが一番の気掛かりなんだが……」

　昨日はこの謀む叛ほん人のお陰で、エラい目に遭った。彼女のドジには注意していたつもりだが、何せこいつには殺気がない。だからつい、意識から外してしまうのだ。

　ピリスの失敗を責める気はない。責めるべきは、不覚を取った自分だ。ただ、一つだけ釈然としないのは……何な故ぜか昨日の試合以降、ピリスの人気がウナギ登りになっていることだった。

「ピリス。昨日のお前の手裏剣だが」

「は、はい。すみません……」

「当たったのが俺だったことを除けば、悪くなかった」

「えっ？」

　シュンとなりかけたピリスが、目をしばたたかせる。

「あの一投、完全にメルの不意を突いた見事なものだった。やっぱりお前には、暗殺者の素質がある気がする」

「お役に立てて嬉うれしいです！」

「いや、役には立ってねえ」

「そっかあ、私には暗殺者の素質が……」

　キラキラと瞳を輝かがやかせているピリスに、すかさず「だが」と釘くぎを刺す。

「今日きように限っては、お前の援護は不要だ。なるべく遠くに下がって、じっとしていろ」

「そ、それはどういうことですか」

「この試合は二対二じゃねえ。シノビ同士の一騎討うちだ。むしろお前は運がいいぜ、一番の特等席で……それを見れるんだからな」

　小首を傾かしげているピリスをよそに、サビトは前方を見詰める。

　そこにいる長身瘦そう軀くのクノイチと視線が合うと、彼女が少し笑ったように見えた。

（さあアトリ、思いっきりやろうぜ）

（サビト、この日を待ちかねたぞ。まさかお前との決着を、こんな衆しゆう人じん環視の中でつけることになるとはな）

（三千近くの立会人、結構じゃねえか。負けても言い訳できないからな）

（ならば私がお前を倒すところ……ナトゥアの人々に、そしてメル様に見届けてもらうとしよう）

　アイコンタクトで語り合う二人の耳に、町長の声が高らかに響く。

「……それでは、総そう帥すい決定戦の第三試合を開始する！　始めぇぇぇ！」

　沸き上がる歓声の中、たちまちサビトは飛び出した。

　その方向はアトリではなく、赤しやく銅どう色の鎧よろいをまとった戦士──勝負に介入されないためにも、まずロギスに舞台を降りてもらう！

　一直線に迫り来るサビトを迎え撃つように、ロギスが木刀を大上段に構える。

「来るがいい、サビト殿！」

「団長、もうタマはいいのか」

「たわけたことを！」

　豪腕による強力な打ち下ろしを、サビトは横に跳ねてかわす。

　彼が剣に熟練していないことは知っている。その太た刀ち筋すじも、すでに拝見済みだ。

　前回に続き、「いいトコなし」で終わってもらうのは悪いが……それはルフェルドも同じなので我慢して欲しい。

「そこか！」

　背後を取った途端、ロギスが即座に反転してこちらへ向き直る。意外といい嗅きゆう覚かくだ。敵の殺気を読むことにかけては、メルより上かもしれない。

　が、サビトはすでに──また相手の背後に回り込んでいた。

「すまぬな、団長」

　首筋に当て身を入れると、たちまちロギスの膝ひざがガクリと折れる。突き立てた木刀へ必死にしがみつくも、その体がズルズルと沈んでいく。

「な……馬鹿、な……」

　そのままズズンと倒れた彼は、もう起き上がってくることはなかった。

「勝負あり！　兵士団代表ロギス、リタイア！」

　開始から数秒の瞬殺に、観客が水を打ったようにシンと静まり返る。

　驚きよう愕がくに声を失う衆目の中、サビトは改めてクノイチと対たい峙じした。

「待たせたな。んじゃ、行くぞ」

「望むところだ。いざ──」

　短い応答を、幕開きの合図として。

　二人のシノビは同時に地を蹴けった。




　そこから始まったサビトとアトリの戦闘は、まさに型破やぶりのものだった。

「す、凄すごい……」

　最前列で目を凝らすメルでさえも、動きを追うのがやっとだ。

　木刀の激しい激突音が右方でしたかと思えば、直後に上方、今度は左方で起きる。十五メートル四方ほどのステージを、二つの黒影が飛び回り、交錯し、また離れる。

　かと思えば、動きを止めて鍔つば迫ぜり合あい、拳こぶしや蹴りまでもが乱舞する。

　それに息つく間もなく、また両者の姿がその場から消えた。

「何という戦いだ……」

　メルの右隣で戦況を見詰めるルフェルドも、啞あ然ぜんとしている。その向こうにいる副官ドルッツァもまた、顔面が蒼そう白はくだった。

「あり得ねえ……あいつら、本当に人間かよ」

　続いてメルの左隣で、ゴルジーオがそんな呻うめきを漏らす。もう腰の容態は、だいぶ良いみたいだ。

　……彼らの感想はもっともだ。メルだって初めてシノビの戦いを見たときは、衝撃で思考が停止してしまったのを覚えている。しかし。

（今日きようの二人の戦いは……私が知っているシノビのそれとは違う気がします）

　かつてこのナトゥアで、二人は再会するなり戦闘を行った。しかも、あの時の武器は真剣、そして忍法を連発する凄すさまじい「殺し合い」だった。

　対する今は、忍法を封印した、木刀による打ち合い……なのに以前を遥はるかに凌りよう駕がして激しく熾し烈れつだ。そして何より、感情的だ。

　その理由が、実はメルには分かる。

　ずっと間近で二人を見てきた、幾度も彼らと生死を共にしてきたメルだけには、はっきりと理解できる。

（この勝負は『殺し合い』じゃなく──ライバル同士の純粋な『腕比べ』なのですね）

　だからこそサビトとアトリは、ああも感情を露あらわにして戦っているのだろう。シノビらしからぬ行為かもしれないが、それでいいのだろう。

　ならばメルは、最後まで見届けなくてはならない。伴侶として。家族として。

　どちらも贔ひい屓きはしないが、どちらも全力で応援する。そして結果がどうだろうと、何も言わずに二人を迎えよう。

　どちらが強いのかなんて、メルには関係ない。

　自分の中にある二人への愛は──そんなことでは変わらないのだから。

（サビト、アトリ、頑張って……！）

　汗に湿しめる掌てのひらを握り、舞台をじっと見守る。

　と、そんなメルの視線の先で──双方の木刀が激突し、砕け散った。

　やはり木製の武器では、二人の戦闘には耐えきれなかったようだ。ここからの勝負は、無手の格闘になる……かと思いきや。

　ステージ下の町長が、すぐさま予備の木刀を次々に放り込んだ。

「そうれ、好きなだけ使いたまえ！」

　シノビたちが同時に「かたじけない」と呟つぶやき、新たな木刀を手にして再び打ち合う。

（な、何てそつのない対応……）

　思わず町長に感心してしまったメルをよそに、武器の問題が解消されたシノビたちの戦いは激化していく。

　……両者一歩も引かない攻防が、やがて十分も過ぎると。

　ポカンと呆ほうけていた観衆も、また少しずつ興奮を取り戻していった。各所でどよめきが起こり、それがポツポツと全方位へ拡散されていく。

「凄すげえ……何かムチャクチャ凄え！」

「信じられない……何が起こってるの!?」

「アトリお姉ちゃん！　凄すごい凄い！」

「サビトもカッコいい！」

　一般住民はもちろん、兵士たちも身を乗り出して喝かつ采さいを送り始める。もはや所属部隊も関係なく、みんなが総立ちになって眼下の激闘に熱狂している。

「また消えたぞ！　どこだ！」

「あそこだ！」

「ええっと、俺はどっちを応援するんだったか……」

「もういい！　俺はこの際、アトリさんに付く！」

「いや、男子が女子に負けるのは屈辱だ！　俺はサビトを応援するぞ！」

「そうだ！　メイドールズが勝者では、兵士の顔が立たぬ！」

　高揚に我を忘れた一部の兵士が、あろうことか代表戦を無視した勝手なエールを飛ばし出す。しかもそれが、瞬またたく間にあちこちへと伝でん播ぱしていく。

　そんな声を聞きつけた一人の中年女性が、負けじと「じゃあ私は女として、アトリちゃんを応援しようかね」とさらに焚たきつけた。コルナだった。

（コ、コルナさんまでっ？）

　言うまでもなく、彼女は樹海の村の人間である。応援すべきは当然、「樹海の自警団」の代表たるサビトだ。

　にも拘かかわらず、「ナトゥア兵士団」の代表たるアトリを支持するなんて……思わず隣のゴルジーオを盗み見ると、しかし自警団のリーダーは怒るどころか大笑していた。

「おいコルナ、それはねえだろ？　だったら俺だって、アトリちゃんを応援させてもらうぜ！　頑張れアトリちゃん！　もっと揺らせぇぇー！」

「ゴルジーオ殿！　お主があちらを応援してどうする！」

　言語道断とばかりに、「フラオディール騎士団」のドルッツァが一喝する。すると──

「すまぬアトリ殿！　私は自分を倒したサビト殿に勝ってもらいたい！　寝返りを許してくれ！」

　ステージ下で、いつしか目を覚ましていたロギスまでもが、何と敵方であるサビトへの肩入れを表明してしまった。

（ど、どういう状況ですかっ？）

　困惑するメルを置いて、場内は際限なくヒートアップしていく。今やどちらを応援するかは、完全に個人の自由という混こん沌とん状態になっていた。

（これじゃ、代表戦の意味が……）

　放っておいていいのだろうか？　でも、リーダーたるロギスやゴルジーオさえも、この流れに乗っているのだ。諌いさめるどころか、率先して皆を煽あおっているのだ。

（止められるのは、もう町長さんしか）

　そう思い、ステージ下の町長を見る。だが、彼もまたニヤニヤしながら、満足げに場内を眺めているだけだった。まるで、この事態を歓迎するかのように……

「あ──」

　その瞬間、メルは腑ふに落ちた。

　この決定戦が何のために行われているのかを、そこで改めて思い出した。

（このイベントは、連合軍を一つにまとめるためのもの……）

　そう。そもそも今回の対抗試合は、そこに端を発している。

　総そう帥すいを誰だれにするかは、実のところ重要じゃない。大切なのは──連合軍が団結することなのだ。

　今、兵士たちは、住民たちは、共同体の垣根を超えて盛り上がっている。ある意味で一つになりつつある。

　つまりこれこそ、総帥決定戦の真の目的。リーダーたちの狙ねらい。

　最初に町長が言っていた通り、これは「決起イベント」だったのだ。真剣勝負と見せかけた、やっぱり「お祭り」だったのだ。

（そうとも知らず、私はあんなに本気に……）

　右隣にいる緑髪青年を、心持ち恨めしげに横目で見やる。きっとルフェルドも、全てを了解していた首謀者の一人に違いない。

　戦闘を食い入るように見ている彼に、それを問い詰めようとした矢先。

「ああ、私もアトリくんにぶたれたい……」

　王子がとんでもないことを言った気がしたが、おそらく空耳だろう。




　巻き起こる大歓声の中、シノビたちの戦いは佳境に入っていた。

　打ち合った回数を、もうサビトは覚えていない。千か、二千か、あるいはそれ以上か。

　アトリというクノイチは、やっぱり手て強ごわい相手だった。あの大人しくて泣き虫だった少女が、よくぞここまで……兄貴分としては何とも言えない感慨がある。

　それだけに、決着が迫っていることが寂しくもあった。できることならもっと戦っていたかった。が、それはもう望めない。

（俺の──勝ちだ）

　長らく続いた互角の攻防が、均衡を崩しつつある。

　徐々に自分が優勢になっていることに、サビトはすでに気付いていた。

　ほんの僅わずかだが、アトリに呼吸の乱れが窺うかがえる。剣速も落ちてきている。

　それはきっと、単純な男女の体力差……生まれてきた性別の違いだと言っていい。これが忍法の使用を許された勝負なら、また異なる戦局となっていただろう。

　舞台中央で鍔つば迫ぜり合あいを演じながら、至近距離で睨にらみ合う。その力比べすらも、今やサビトに分があった。

「……さすがは私の夫だ。惚ほれ直したぞ」

　額に汗を浮かべながらも、アトリがニヤリと笑う。

「おう、まだ気合いだけは充分あるじゃねえか」

「当然だ。これだけの大声援を受ければ、気分も乗るというもの」

「シノビが言うセリフじゃねえな……」

「聞く限り、私への声援の方が多いようだな。夫としては鼻が高かろう？」

　……つくづく意地っ張りな幼おさな馴な染じみだ。薄々は勝敗を察しているだろうに、減らず口だけは変わらない。

　まあ、アトリらしいと言えばアトリらしい。正直、彼女のそういうところを──サビトはとても気に入っていた。

「アトリ。俺も惚ほれ直したぞ」

「何？」

「悔しいが、やっぱりお前はいい女だ。素直にそう思う」

「え……？」

「改めて言うぜ──俺の嫁よめになってくれ」

「！」

　その瞬間、アトリが如によ実じつな狼ろう狽ばいを見せた。

　そしてそれは、サビトの狙ねらい通りだった。












「甘ぇなカラス女！」

　すかさず両腕に力を込め、アトリを突き放す。

　たたらを踏んだクノイチへ向けて、続き木刀を振り上げる。

「き、貴様……！」

「終わりだアトリ！」

　やや姑こ息そくだという自覚はあったが、これは真剣勝負である。今の言葉は決して噓うそじゃないが、それとこれとは話が別だ。

　戦闘中に心を乱すようでは、まだまだシノビとして未熟。いい勉強になったろう！

（袈け裟さ斬り一刀！　貰もらった！）

　サビトが勝利を確信した刹せつ那な。

「たあ！」

　ふと背後で、そんな気の抜けた声が上がった。何だ？　誰だれだ？　誰かいたっけ──

　直後。サビトの尻しりに、何かがブスリと突き刺さった。

「おうっ!?」

　激痛に思わず動きが止まる。同時に、まだ自分のパートナーが健在だったことを、今さらながらに思い出す。

　尻に刺さったのは、果たしてピリスの手裏剣だった。あんの馬鹿！　またもや何と見事なタイミングで！

　と、眼前のアトリと目が合った。

（しまっ──）

　反応する暇もなく。

　翻ひるがえったクノイチの木刀が、たちまちサビトの脳天に落ちてきた──




「勝負あり！　自警団代表サビト！　並びにピリス！　リタイア！」

　尻を突き出して地面に倒れたまま、サビトはそんな町長の声を聞いていた。

　アトリの一撃を食らうなり意識が飛び、気がついたのは一分ほど前。

　以降、ピリスがアトリに追い回され、やがて「降参ですぅ！」と叫ぶまでを、無様にも突つっ伏ぷした状態で拝はい聴ちようするしかなかった。

「あはははっ。何やってんだいピリス坊」

　コルナの大笑いが聞こえる。

「よくやったぞピリス！　ナイスアシストだった！」

　ルフェルドの称賛が聞こえる。やっぱりアトリを応援してやがったか。

「そういや、ピリスいたな……」

「何とグダグダな結末……」

　ゴルジーオとロギスの嘆息が聞こえる。ごもっともな意見だ。

「やりましたねアトリ！　ピリスさんも！」

　最後に聞こえた銀髪少女による歓呼の声には、何な故ぜか旦那の名前がなかった。

　……朦もう朧ろうとしながら尻しりの痛みに耐えていると、やにわに誰だれかが近付いてきて、サビトの顔をオズオズと覗のぞき込こんでくる。思った通り、ピリスだった。

「またやってしまいました……」

「援護は不要だと……言ったろうが……」

「手裏剣を誉ほめられたので、つい」

「寸分狂わず、昨日と同じ箇所を……」

　絞り出したサビトの呻うめきに、ピリスがしゃがみ込んだまま頭を搔く。

「やっぱり私のドジは、サビトさんに対して最大限に発揮されるようです。ここまで波長の合う人は、初めてです」

　えへへと笑った彼女が、サビトには邪神に見えた。

「そこでものは相談ですが、私とも結婚してくれませんか？」

「…………」

「大丈夫。数年後には、バインボインになる予定です。メルさんとアトリさんを抜いてみせます」

「それより……ケツの手裏剣、抜いてくれ」





　　　　５






　そんなこんなで、総そう帥すい決定戦は終幕した。

　ナトゥア兵士団代表・ロギス＆アトリ組……二勝。

　フラオディール騎士団代表・ルフェルド＆メル組……一勝一敗。

　樹海の自警団代表・サビト＆ピリス組……二敗。

　以上の結果となり、連合軍の総帥はロギスに、副総帥はルフェルドとゴルジーオに決定された。その際、ゴルジーオではなく何故かピリスの名が呼ばれる手違いがあり、最敬礼で応えた橙とう髪はつ少女が危うく副総帥に収まるところだった。

　……最後の最後まで、とんだお騒がせ給女である。

「もうあいつとは、一切関わらねえ」

　試合後。またしてもメルの治ち癒ゆ魔法の世話になったサビトは、観客席で不ふ貞て腐くされつつそんな愚ぐ痴ちを漏らした。

　両横に座るメルとアトリが、サビト越しに顔を見合わせて苦笑する。どういうわけか嫁よめたちは、メイドールズのヒラヒラ衣装に着替えていた。

「サビトは相変わらず、詰めが甘いシノビですね」

「メル様の言う通りだ。まさかあのような決着とは……全くもって笑えぬ」

　聞こえない振りをして、仏頂面でステージを見詰める。

　決定戦は終わったものの、まだ一人も帰っている者はいない。これから総そう帥すいとなったロギスの挨あい拶さつと、祝宴を兼ねた『せれもにー』があるらしいのだ。

　舞台中央に立つロギスの周りには、町長、ルフェルド、ゴルジーオの姿も見える。

　大観衆が注目する中、赤しやく銅どう色の鎧よろいをまとった戦士が、一歩おもむろに進み出た。

「……このたび連合軍の総帥に任命された、ロギスだ」

　低く厳かな彼の声が、静まり返った場内に響く。

「本音を述べると、私がこの大役に相応ふさわしいかは分からない。この決定戦において、私は何一つ活躍することができなかった。己の無力さを痛感するばかりの戦いだった」

　それを気にする必要はないと思う。

　サビトとアトリ、そしてメルもまた……潜くぐり抜ぬけてきた修羅場の数が異常なのだ。リーダー三人の実力は、疑う余地もない。それはサビトも認めるところである。

「諸君らも知っての通り、この町はかつて──そこにいる三人の旅人に救われた。フラオディール、そして樹海の村も同じだろう」

　と、ロギスの視線がこちらへ向けられる。

　会場にいる全住民も、倣ならうようにサビトたちを見てきた。

「本来ならば我々は、こうして出会うこともなかった。各地で【竜公アポステル】に怯え、息を潜めて暮らし、そのまま死んでいったはず……しかし今、我らはここにいる。不可能だと諦あきらめていた合流を果たし、三つもの共同体が奇跡的に繫つながることができた」

　現在の大陸は、各地に【竜公アポステル】が君臨し、その手先たる亜人が跋ばつ扈こする危険な世界だ。

　生き残っている人間は分断され、孤立し、それぞれの砦とりでを死守することで精一杯……それを考えると、確かにナトゥアの成し遂げたことは快挙と言えるだろう。

「兵士たちに告つぐ。我ら人間は、互いに手を取り合わねばならぬ。ナトゥアはこれからも移民を受け入れ続ける。人間がこの大陸を取り戻すための橋きよう頭とう堡ほ……それがこれからの、ナトゥアの役割だ」

　客席の兵士たちを見渡し、さらにロギスが力強く告げる。

「対抗意識はあるだろう。故郷への思いもあるだろう。だが今一度、兵士たちに告ぐ。我らが守るべきものは、ナトゥアという『器』ではない。『人』だ。我々の双そう肩けんには、計三千という規模の人命が懸かっているのだ」

　すると兵士たちが、一斉に胸に拳こぶしを当てた。

　示し合わせることもなく、誰だれもが自然に。ついさっきまで不平を言い続けていた騎士団のドルッツァすらも、例外ではなかった。

　……サビトはそこで、ようやく胸のつかえが下りたような気がした。

　試合結果は甚はなはだ不本意だが、総そう帥すいとなるべき男は──やはりロギスで正しかったのかもしれない。

　彼の言葉には、魂がある。兵士だけでなく、全住民を惹ひきつける訴求力がある。

　それはまぎれもなく、将たる資質。いくら戦闘力で勝っていても、サビトやアトリには備わっていないものだ。

「サビト殿、メルシオーネ殿、アトリ殿……この三人は我らの英雄だ。皆も先ほど、その強さを改めて実感しただろう。だが、英雄に頼るだけでは大陸の状況は変わらぬ！」

　にわかにロギスが語気を強める。おそらく、あえてやっているのだろう。

「兵士だけではなく、今ここにいる全人間に告つぐ！　彼ら三人の偉業を無駄にするな！　彼らを失望させるな！　数日後には、ここに竜人レドルグがやってくる！　誰だれ一人として死なぬためには一丸となるしかない！　この代表戦を、その『固めの盃さかずき』としたい！」

　最後にロギスが拳こぶしを突き上げると、場内に今日きよう一番の大歓声が轟とどろいた。

　地面をも震わせる叫びと拍手の渦が、円形広場を包み込む。それにリーダーたちも手を振って応え、程なく石舞台を後にした。

　一人その場に留とどまった町長が、皆の静まりを待ってから声を張り上げる。

「よし、堅苦しいのはここまでにしようじゃないか！　三つの共同体が真に一つとなったことを祝し、今からメイドールズによる臨時ステージを行いたいと思う！」

　それを聞いて、サビトは両隣の二人をはたと見回した。

「お前ら、だから着替えてたのか」

「はい。今朝、町長さんにどうしてもと言われて……」

「この流れに乗って、ナトゥアの結束を完全に固めてしまいたいのだろう。全く、相変わらずこき使ってくれる」

　嘆息したメルとアトリをよそに、町長はなおも喚わめく。

「間もなく料理と酒も届く！　今日は心行くまで騒いでくれたまえ！　子供たちはステージへ上がり、メイドールズと一緒に踊ろう！」

　……その後、祝宴は日が落ちるまで延々と続けられた。

　メル、アトリ、ピリスが子供たちを交え、お遊ゆう戯ぎのような歌と踊りを披露する。

　ルフェルドとゴルジーオは最前列にかぶりつき、片やアトリを凝視、片やメルの乳を熟視している。

　ロギスは女児から「パパ、カッコよかったよ」と言われ、広場の隅っこで一人むせび泣いていた。

　共同体を超え、あちこちで談笑し合う住民や兵士たち……その様子を眺めながらサビトが客席でミルクを呷あおっていると、そこへコルナがニコニコ顔で近付いてきた。

「何だいサビト坊、一人で辛気臭い。アンタも踊ってきたらどうだい？」

　そんなことを勧めてくるコルナに、「遠慮しておく」と首を振る。そのまま隣に座ってきたところを見ると、サビトが仲間外れになっていると思ったのかもしれない。

「この光景、ジュガロ坊やバルバッカさんにも見せてやりたかったねえ」

　穏やかな表情でステージを眺め、コルナがしみじみと呟つぶやく。

　そこではメイドールズと子供たちが手を繫つなぎ、輪になって回っていた。

「もちろん、今日きようまで皆を守って死んでいった人たちにも……これも全部、アンタたちのお陰だよ。本当にありがとうね」

「よしてくれ。自分の都合でやっていることだ」

　樹海の村にしても、フラオディールにしても、移住の決断をしたのは彼ら自身だ。そしてナトゥアが一つにまとまれたのも、町長やリーダーたちの努力の成果だ。

　自分たちはただ、言われるまま戦っただけ──シノビをどう活いかすかは、その力を借りる人間次第なのだから。

「ところでコルナ。この総そう帥すい決定戦の狙ねらい、やはりお主も見抜いていたのか」

「私は最初から、お祭りだとしか思ってなかったよ。そうじゃなかったら、もっと必死にピリス坊の出場を止めてるさ」

　カラカラとひとしきり笑ったのち。そこでコルナの顔が、いきなり真剣なものとなる。

「そいじゃサビト坊。ついでにもう一つ、言わせてもらっていいかい」

「ん？　何だ」

　怪け訝げんに眉まゆをひそめたサビトに、彼女は妙に改まったまま二の句を継つぐ。

「絶対に……諦あきらめちゃダメだよ。最後の一瞬まで、生き延びることを考えておくれ」

　──その言葉に、サビトは不覚にも動揺を浮かべてしまった。

　まさかコルナは、知っているのか？

　サビトたちの命が、クロムクラッハに握られていることを。

「……メルから聞いたのか」

「何も聞いちゃいないよ。けどアンタたちを見てたら、深刻な事情を抱えてることくらい分かるさ」

「…………」

「黙ってるってことは、とても私たちが力になれることじゃないんだと思う。ただ、それでも……これだけは約束しておくれ」

　コルナが真まっ直すぐに見詰めてくる。

　その瞳には、有無を言わさない強い光があった。

「どうにもならないと思ったら、その時は逃げなさい。町のことはいいから」

「…………」

「なあに、そんときゃ私も戦うさ。竜人レドルグなんざ、フライパンで引っぱたいてやるよ」

　すぐに破顔し、こちらの頭をガシガシと撫なでてきたコルナが、サビトには何な故ぜかロギス以上に頼もしく映った。

　……つくづく大した婦人だ。メルやピリス、さらにはアトリまでが慕したうのも頷うなずける。

「とまあ、そんなトコだよ。さあ、アンタもステージに行っといで。それとも、歌もダンスも自信がないのかい？」

　からかうようにコルナがニヤリとする。

　そうまで言われては、引き下がるわけにもいかなかった。

「よかろう。ならば今の心遣いの礼として、俺の美声を聞かせてやる」

「あははは。期待してるよ」

　コルナの生暖かい声援を尻しり目に、そのままツカツカと石舞台を目指す。

　シノビにかかれば、歌や踊りなど朝飯前。サビトはこれでも、密ひそかに「男版メイドールズ」への加入を目もく論ろんでいるのだ。

　こうなったら、度重なる試合での失態は……芸で挽ばん回かいするまで。

　喉のどの調子を確かめつつ、ヒラリと石舞台へ飛び乗った瞬間。

　こちらに気付いたアトリが、たちまち子供たちに叫んだ。

「あ、みんな！　醜しゆう悪あくな亜人がやってきたわ！　連合軍でやっつけましょう！」

「へ？」

　サビトが声を裏返すと同時に、子供らが一斉にこちらを見る。次いで互いに頷き合い、我先にと飛びかかってくる。

「ワルモノだ！」

「サビト亜人だ！」

「やっつけろ！」

「ナトゥアを守れー！」

　結局、サビトは美声を披露する代わりに、『ぷち』連合軍に袋ふくろ叩だたきにされた。




　数時間後。ようやく祝宴から解放され、サビトたちは宿舎の部へ屋やへと戻ってきた。

　三人並んでベッドに腰を下ろし、そのまま仰あお向むけに引っくり返る。思えばこうして全員一緒に部屋で休むのは、五日振りのことだった。

「……最後に楽しい思い出ができました」

　天井を見上げながら、メルが嚙かみ締しめるように呟つぶやく。

　確かに、ステージ上の彼女たちは終始楽しそうだった。サビトが子供らにタコ殴りにされているときなど、とりわけ愉ゆ快かいそうだった。

　耳を澄ませば、まだ喧けん騒そうが遠く聞こえてくる。もう残っているのは、僅わずかな酔っ払ぱらいたちだけだろうが。

「恐れながらメル様。今の『最後』という言葉は、撤回して下さい」

　やおらアトリが身を起こし、銀髪少女に語りかける。

　差し込む月光に照らされたその顔は、何な故ぜかサビトを見ていた。

「私はサビトとの決着に、多大な消化不良を抱えております。まだ死ぬわけにはいかなくなりました」

「そうですね。私も同じです。ちゃんとサビトに一太刀を入れないことには、死んでも死にきれません」

　不穏なことを言う女房たちに、フンと鼻息で応えてやる。

　再戦ならいつでも受けよう。だがそう簡単に倒されたりはしない。サビトが目指す家庭は、亭主関白なのだ。

「そのためにはクロ公を何とかしねえとな。有効な対策は、未いまだに見付からずだが……」

　とはいえ、逃げるという選択肢は存在しない。コルナには悪いが、たとえ刺し違えることになっても……ナトゥアだけは必ず守る。

　この町は、メルの「希望」なのだから。

　各地の人々が繫つながり、【竜落子ドラグリーズ】が受け入れられた──そんな彼女の悲願が形となった、大切で特別な場所なのだから。

　真っ暗な部へ屋やに、しばし沈黙が流れる。

　そんな状態が数分続いたとき。ふとメルが口を開いた。

「クロムクラッハについて──少しだけ気になっていることがあります」

「……え？」

「限りなく薄弱な可能性ですが、それが私の推測通りなら……もしかしたら光明が見えるかもしれません」

　途端にサビトとアトリは、ガバリと身を乗り出した。

　まさか、打開策があるというのか？　これまでろくに思い浮かばなかった糸口が！

「メル。それは何だ」

「それは──」

　……メルが話した内容は、確かに極めて頼りないものだった。

　だが、すがる価値はあるかもしれない。もとより対策なんてなかったのだ。ここにきて一つの「可能性」を得られたことは、まさしく天てん佑ゆうと言えるだろう。

「いいぜ。とりあえず、それを試してみようじゃねえか」

「私も異存はありません。我らが生き延びる道は、もはや他にないでしょう」

　シノビ二人の了承を受け、メルは「分かりました」とベッドを立ち上がる。

　そしてすぐに振り返り、サビトとアトリを決然と見詰める。

「二人とも。ここでもう一度、約束をしましょう」

　真っ暗な狭い室内に、銀髪少女の凛りんとした声が響く。

「いつか私は、二人を故郷のイリオスタへ連れていきます。だから私を──ヒノモトへ連れていって下さい」

「ああ」

「御意にございます」

　──もうすぐ日付が変わる。そうなればクロムクラッハが現れるまで、あと四日。

　決戦後の先にある未来。そこで自分たちが生きていることを祈って。

　運命共同体たる三人は、伸ばした手を重ね合わせた。
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　そして。いよいよクロムクラッハが告つげた、期限の当日がやってきた。

　すでにナトゥアは昨夜から厳戒態勢に入り、連合軍が四方の守りを固めている。一般住民はいくつかの避難所に分散して隠れ、外へ出ることを禁止されていた。

（問題はクロムクラッハが、いつ現れるかだが……）

　ガランとした大通りを一人歩きながら、アトリは顎あごを摘つまんで考える。

　生あい憎にくと、奴やつは時間までは指定していない。メルに町の中央部で待機してもらい、シノビ二人が哨しよう戒かいのため街中を巡回しているものの……昼になろうとする現在、依然としてクロムクラッハは姿を見せていなかった。

（せっかくメル様が見付けてくれた突破口、無駄にはせぬ。上忍の名にかけて）

　体調は万全。五感もいつになく冴さえている。疲ひ労ろう困こん憊ぱいで戦った、あの夜とは違う。

（この賭けに勝ち、必ず目にもの見せてくれる。娘であるメル様を、『単なる玩具おもちや』と称したクロムクラッハ──許すことはできぬ）

　静かな殺意をたぎらせ、アトリは差しかかった庁舎の脇道へと入った。

　細い裏路地を進むと、間もなく建物の裏手に扉が見えてくる。それは厨ちゆう房ぼうの勝手口であり、主に食材の搬入に使われているドアだった。

　……ここへ来たのは、哨戒が目的ではない。実はアトリ自身の個人的な事情なのだ。

（やっぱりいた……）

　勝手口のドアの前に、一匹の子猫が座っている。じっと扉を見上げ、中から人が出てくるのを待っている。

　それはかつて、まだアトリがシノという偽名を使っていた頃、つい餌付けしてしまった猫だった。昼近くのこの時間になると、ミルクを貰もらいに毎日やってくるのだ。

「チビト、おいで」

　消していた気配を戻すと、こちらに気付いた子猫が小走りに寄ってくる。

　ちなみにチビトとは、小さくて俊敏な黒猫なので、幼おさな馴な染じみの名前をモジってつけたものだ。もちろん人前では決して呼ばないが。

「ずっと待ってたの？　お利口さんでちゅね」

　懐から水筒とカップを出し、ミルクを注いでやる。

　それをペロペロと舐なめ出したチビトを撫なでつつ、誰だれもいないのをいいことに、文字通り猫なで声で語りかけ続ける。

「美お味いちい？　でも、今日きようはミルクを飲んだら隠れてまちょうね？　怖い怪物がやってくるから」

　チビトが半分ほどミルクを飲んだ、その時。

「──おかしいな。住民が減るどころか、増えてないかい？」

　いきなり背後で上がったその声に、アトリはビクリと全身を弾ませた。

「！」

　振り向くと同時に、即座に抜刀する。

　果たして四メートルほど前方に立っていたのは──当の怪物だった。

　メルと同じ銀髪の、血のごとき深しん紅くの双そう眸ぼうをした、華きや奢しやな体格の青年だった。

「クロム、クラッハ……！」

「やあアトリくん。君一人かい？」

　気さくな物腰で、竜人レドルグが片手をヒョイと上げてくる。まさか五感が冴さえた今の状態で、こうも容易たやすく後ろを取られるとは思わなかった。

「ねえアトリくん、教えてくれないかな」

　淡々とした口調で、【巡見者ミグラテル】が一歩踏み出す。

　今やその体からは、息が詰まるほどの強烈な「竜の気配」が発散されている。それを感じてチビトが一目散に逃げ去ってくれたのは、幸いと言うべきか。

「ナトゥアの住民を皆殺しにしろ──僕はそう言ったはずだよね。どうして人間どもは、まだ生きてるんだい？」

「言うまでもない。これが我らの答だからだ」

「君たちの命は、僕に握られている……それを理解しているのかな？」

　顔を柔和に綻ほころばせているが、明らかに竜人レドルグは憤いきどおっていた。

　そんなクロムクラッハに向けて、アトリは剣先を突きつけながら堂々と言い放つ。

「笑止だな竜人レドルグ。シノビは主君の命令によってしか動かぬ。そして我が主・メルシオーネが出した結論は……貴様との決着だ」

　クロムクラッハの両眼が、微かすかに細められる。

　あの目を見てはいけない。奴やつは視線によって相手を石にする魔法を有している。目の動きから行動を読むことができないのは、少し厄介だ。

「アトリくん。前から思ってたけど、君はなかなかいいね。毅き然ぜんとしていて僕好みだ」

「…………」

「メリュジオヌの伴侶にはもったいないよ。どうだい、僕の子を生まないか？　そうすれば延命できるよ。君が欲しがっていた、交渉の余地というやつさ」

「笑えぬ冗談だ」

　不快げに舌を打ち、アトリは迷わず却下した。

　確かにこの男の誘いに応じれば、少なくとも一、二年はメルとサビトの命が保証されるかもしれない。

　が、二人がそれを望むわけがない。

　安易な自己犠牲は、かえって伴侶たちを苦しめることになる。何より自分は──サビト以外の子を生むつもりはないのだ。

「……【巡見者ミグラテル】クロムクラッハ、お前に改めて訊ききたい」

「何かな。美しいニンジャのお嬢さん」

　慇いん懃ぎんに胸へ片手を当ててみせた竜人レドルグに、アトリは問いかける。

　間もなく竜の気配を辿たどり、サビトとメルが駆けつけてくるはず。それまでの時間稼ぎが目的だったが、一方でそれは純粋な疑問でもあった。

「【竜落子ドラグリーズ】から魔法を奪い続け、貴様は最終的にどうしたいのだ」

「どうしたいって？　そりゃあ、もちろん──王になるのさ」

「王……それは遥はるか昔に存在したという、『竜人レドルグの王』のことか」

　かつて竜人レドルグたちには、一族を統べる長おさがいたという。

　その王が授かった子は、彼らが忌き避ひする【竜落子ドラグリーズ】だった。しかし王はその子を殺すことなく、大陸の極東にある島へ匿かくまい、同胞が追えぬようその地へ結界を施した。

　その島こそが、ヒノモト。

　そして王の子たる【竜落子ドラグリーズ】こそが──シノビの始祖となったらしい。

（つまり不在である王の座に自らがつき、【竜公アポステル】の頂点に立とうという腹か？）

　そんなアトリの思考を見透かしたように、しかし青年は首を横に振った。

「少し違うね。僕が目指す世界に、同胞はいらない。そこにいる竜人レドルグは、僕だけだ」

「それは……どういう意味だ」

「王ってのは、そういうもんだろう？　絶大な力を持った存在は一人でいい。ここだけの話、邪魔なんだよ。僕以外の竜人族レドルグは」

「竜人族レドルグを、滅ぼそうというのか」

「そう。そのために僕は、魔法を欲している。序列上位の同胞たちを殺すには、たくさんの魔法を揃そろえておく必要があるんだ。だからこそ僕は、【竜落子ドラグリーズ】を求めている」

　……この男の「魔法コレクター」なるふざけた自称は、やはり単なる酔狂や道楽ではなかったわけだ。

　全ての同族を始末すれば、もはや大陸にクロムクラッハの脅威となり得る存在はいなくなる。まさかこの男が、自分たちと同じく「竜狩り」を目的としていたとは……

「貴様が竜人族レドルグの掃そう滅めつを望んでいるなら、私たち三人を泳がせておけばよかったはず。何な故ぜ、あえて我らを排除しようとする？」

「君たちが大人しく手駒となるなら、泳がすのもよかったんだけどね。でも、君たちは命令に従わなかった」

　クロムクラッハが、さらに一歩迫る。

　あと僅わずかで……互いの間合いに入る。

「言うことを聞かない。何故か魔法も奪えない。だったら君たちはもう、僕にとって無価値だ。言ったよね？　気に入らない玩具おもちやは壊すと」

　気付けばアトリは、ビッショリと汗をかいていた。

　一人だがやるしかない。どのみち自身の野望を聞かせた以上、この男はアトリたちを生かしてはおかないだろう。

　底冷えするような紅瞳が、獰どう猛もうにアトリを捉とらえる。

「僕はいずれ竜人レドルグを排除し、亜人を排除し、人間を排除し──この大陸に【竜落子ドラグリーズ】だけの世界を作り上げる」

「【竜落子ドラグリーズ】の世界、だと」

「そうさ。最終的に大陸で生き残ったのは、忌き避ひされ虐げられてきた【竜落子ドラグリーズ】でしたとさ……皮肉の利いた面白い話だと思わないかい？」

「…………」

「そして僕は、彼らから魔法を貰もらい続ける。何百何千と増えた【竜落子ドラグリーズ】たちから、残らず魔法を奪う。その中に、もし『不老不死』の能力なんてあれば……」

「──そこでお前は、永遠にお山の大将でも気取るつもりか」

　その時。クロムクラッハの後方で、そんな声が上がった。

　見ると、いつしか二つの人影が、真まっ直すぐこちらへ歩いてきていた。漆黒の少年と、白銀の少女……対照的な色合いをした二人だ。

（間に合って、くれたか）

　言うまでもなく、それはサビトとメル。

　アトリの大切な家族であり、愛する伴侶たちだった。




「やあメリュジオヌ。それにサビトくん」

　数メートル手前で足を止めたサビトたちへ、クロムが鷹おう揚ように挨あい拶さつをよこしてきた。

　前方のアトリと挟み撃ちの形になったが、敵に動揺は窺うかがえない。相変わらず小憎らしい笑みを浮かべ、それとなく右方の壁に移動していく。

「ようやく三人揃そろったね。どうやら君たちは、僕との決着をお望みらしいじゃないか。後悔することにならなきゃいいけどね」

　口角を吊つり上あげたクロムをよそに、サビトはさりげなくアトリに目配せする。

　ここではまだ戦うな──それは到着する前に、メルから告つげられていた要請だった。

　この期に及んで何とも悠長な話なのだが……彼女はクロムとの戦闘に先立ち、最後の交渉を試みるつもりなのだ。

「クロムクラッハ。貴方あなたが私の父であるのなら、一つだけ頼みを聞いて下さい」

　静かに切り出したメルに、クロムが「何だい？」と素っ気なく返す。

「悪いけど、命乞いは無駄だよ。もう君に【竜落子ドラグリーズ】を生んでもらう気もない。僕は効率より、感情を優先するタチでね」

「そうではありません」

「じゃあ何かな」

「戦いの場所を……町の外にして頂きたいのです」

　片眉まゆをしかめたクロムに、すかさずサビトも進み出てメルに加担する。

「どのみち我らが敗北すれば、ナトゥアは終わりだ。構わぬだろう？」

　期限を過ぎてナトゥアの住民が一人でも生きていたら、君たちを殺す。そのあと、住民も全て殺す──この男はそう宣言している。ならばどこで戦おうと関係ないはず。

　町に被害を及ぼしたくない……そんなメルの思いには、もちろんサビトも同感だ。

　ここには大陸へ来てからサビトが出会った、全ての人間がいるのだ。

　誰だれ一人として巻き添えにはできない。犠牲者が出るとすれば、自分たちのみ。それが英雄というものだ。

「娘婿むこの頼みくらい、聞いてもバチは当たるまい。いかにお前がクソ親父おやじでもな」

「……やれやれ。どうやら僕の娘は、男を見る目がないらしい」

　クロムが大仰に肩をすくめ、これ見よがしに嘆息してみせる。

　その発言にアトリが「そこだけは同意してやる」と頷うなずいたので、ギロリと睨にらみつけてやった。

「まあいいか。僕も広い場所の方が、戦いやすいからね」

　幸いにも、申し出はすんなりと承諾された。

　次の瞬間、前方のクロムの姿が搔かき消きえる。壁を蹴けって跳躍したのだ。

「三十分後、北門の外に来たまえ。待っているよ──」

　そんな言葉を木霊のように残して。

　クロムは曇天の空に、禍まが々まがしい竜翼を広げて飛び去っていった。





第四章　　真っ向勝負で騙だまし討うて
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　期せずしてクロムから与えられた、三十分という猶予。

　その時間を利用して、すぐさまサビトたちは庁舎に入り、三階へと向かった。町長がここに残っていることは、前もって聞かされていたのだ。

　──私は町長だよ？　普段それなりに威張っていられるのも、こういうときに責任を背負う立場だからだ。連絡系統の中枢として、私はここに残らねばならない。それが私の戦いなのだよ──

　そんな『だんでぃー』なセリフと共に、町長は庁舎に留とどまり続けている。頑として避難を拒み、各避難所から等距離にあるこの建物を動こうとしない。

（どうしてあのブゴゴ似のオヤジが、誰だれからの不満もなく町長をやってるのか……得心がいったぜ）

　そんなことを思いつつ、町長室に赴くと。

　そこには彼本人だけでなく、ロギス、ルフェルド、ゴルジーオ、そして町長の手て伝つだいを志願したというコルナとピリスの姿までもがあった。

　思いがけず一堂に会していた、サビトらが特に関わりを持った者たち……そんな彼らにまとめて事態を報告できたのは幸運だった。

「そうか。クロムクラッハが、現れたか」

「私たちも加勢に……いや、手は出さぬ約束だったな」

「俺らは俺らで役割があるだろ。三人が戻ってくる場所を、ちゃんと守らなくちゃな」

　三人のリーダーたちが、そんな言葉を交わし合う。

「どうか死なないでおくれ。アンタたちは、私の子供みたいなモンなんだから」

「そ、そうです！　きっと皆さんは、これからも大勢の人たちを救ってくれます！　ナトゥアだけじゃなく、生き残っている全人類の英雄なんです！」

　コルナとピリスが、順番に手を握ってくる。

「この町にいる全ての者の心は、君たちと共にある。人間たちの【竜落子ドラグリーズ】への忌き避ひは、少なくともナトゥアでは昔のことだ。【竜落子ドラグリーズ】が人間の味方であることを疑う者は、もうこの町にはいない。君たちのお陰だよ」

　最後にそう告つげてきた町長は、やっぱりいつになく『だんでぃー』だった。

「町のことは任せてくれたまえ。そして、またかと思われるかもしれないが、祝宴の準備をしておくよ。君たちの勝利を疑う者もまた、ここには一人もいないのだからね──」




　そして今。

　庁舎を辞去したサビト、メル、アトリは、並んで北門を目指している。

　その先に待ち構えている竜人レドルグは、間違いなく過去最大の強敵。特異忍法が効かず、通常攻撃すらも治ち癒ゆ魔法で回復してしまう、恐るべき【巡見者ミグラテル】クロムクラッハ。

　自然と表情が固くなり、口数が減ってしまう。せめて便所に行っておくべきだったと悔やんだが、もう遅かった。

（果たして俺たちの賭けは、吉と出るか凶と出るか……）

　凶と出た場合は、刺し違えるしかない。だが、もし吉ならば──再びナトゥアへ戻ってくることができるはず。

　間もなく賽さいは投げられる。そんな現実を前に、サビトが緊張を募つのらせていると。

　横を歩く銀髪少女が、ポツリと呟つぶやいた。

「……町長さんは、言ってくれました。【竜落子ドラグリーズ】が人間の味方であることを疑う者は、この町にはいない、と」

　あれはメルにとって、何より嬉うれしい言葉だったろう。人間と【竜落子ドラグリーズ】が共存できる世界……それはこの少女の、切実な願いだったのだから。

「これでもう、迷いも恐れも消えました」

　メルの手が、サビトと繫つながる。反対側の手は、アトリと繫がっていた。

「サビト、アトリ。思う存分戦って下さい。フォローは私がします」

「おう、当てにしてるぜ」

「故郷へ行くという約束、必ず果たします」

　作戦の提唱者だということもあり、今日きようの戦いはメルが指揮官だ。

　思えばずいぶんと頼もしくなったものである。先日の一騎討うちでも、サビトは改めて実感した。彼女は──充分頼りになる戦力だと。

（嫁よめが腹を決めてるのに、亭主がマゴついてる場合じゃねえ。気合い入れねえと）

　北門があと数メートルまで迫ったとき。今度はもう一人の嫁が口を開いた。

「……時にメル様。こんな状況で訊きくことではないのかもしれませんが」

「はい。何ですか？」

「いつぞやの夜は、その、サビトと──はっちゃけなされたのでしょうか？」

「！」

　その問いに、メルの顔が一気に真っ赤になる。何の話だろうか。

「そのご様子だと、行為はあったのですね。参考までに……どんな感じでしたか？」

「そ、そんなわけないでしょう！　ありません！　エッチなんてしてません！」

　物もの凄すごい勢いで首を振ったメルに、たちまちサビトはピンときた。

　おそらくアトリが言っているのは、サビトとメルが部へ屋やで二人きりだった夜のことだと思われる。その時アトリは帰ってこず、メルは彼女から渡されたという手紙を読んで、やけに動転していた。

　あれに書いてあったのは、手合わせじゃなく……エッチの順番だったのか。ならば三者乱戦とは、『すぺしゃるでー』のことだったのか。

「た、確かにあの夜は、ちょっとだけ甘えさせてもらいました。でも、赤ちゃんができるような行為は……」

　しどろもどろに弁解する銀髪少女に、クノイチが顔をズイと近付ける。

「本当ですか？　やましいことは、何一つありませんか？」

「そ、それは」

「何事もなかったと、女神アシスに誓えますか？」

「…………右のオッパイを」

「え？」

「右のオッパイを……ちょっとだけ、吸われました」

「…………」

「…………」

「………………」












「………………」

「お前ら！　決戦前に何て空気にしてくれてんだ！」

　気まずそうにうつむく嫁よめたちに、サビトは堪たまらず叫んだ。

　確かにあの夜、サビトは吸った。後学のために、赤子の気持ちを知っておきたい……そう言って必死に説き伏せ、十秒ほど乳首にパクついた。メルが「あっ、あっ！」と隣室に聞こえそうな大声を出すので、それだけで終わってしまったが。

「ごめんなさい、アトリ……」

「何を謝られますか。提案したのは私です」

「本当に胸だけですから。それ以上のことは、何も……」

「では、今のうちに知っておいて下さい。ジャジャマルは予想外に小者です」

「誰だれが小者だ！」

　何だかこの上なく馬鹿にされたような気がして、即座にアトリへ嚙かみつく。

「他のを見たことねえクセに、何で小者だって分かるんだコラ！」

「私のクノイチとしての勘が、そう告つげている。ジャジャマルこそがチビトだと」

「テメ……この私を愚ぐ弄ろうするのか！」

　さらに激げき昂こうするサビトへ、メルが「似てませんよ。ルフェルドさんのマネ」とツッコミを入れてくれた。

　……そんな痴話喧げん嘩かをしているうちに、気付けば北門は目前であった。

　これが最後の夫婦の会話だとしたら、あまりに嘆かわしい。だが。

　お陰で緊張は、すっかりほぐれていた。




　北門を出ると、そこには見渡す限りの平原が広がっていた。

　今から二ヵ月ほど前。サビトたちが【竜公アポステル】ゴルニシチと戦ったのも、このナトゥアの北だった。

　あの日、メルがいなければ、アトリは死んでいただろう。まあそれを言うなら、サビトはもっと早くにセルサーレの氷城で死んでいただろうが。

（さて。それじゃあ此こ度たびも、竜退治といくか）

　──数十メートル先には、果たしてクロムクラッハがいた。相変わらず、悠然と。

「行きましょう。サビト、アトリ」

　三人が横一列に並び、歩調を揃そろえて進む。

　折しも空は、鉛なまり色の雲に覆われた曇天。でもその向こうには、確かに太陽があるはず。

　願わくばもう一度、三人でそれを拝みたいものだ。
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「──三人とも。死ぬ覚悟はできたかい？」

　五メートルほど手前で足を止め、無言で対たい峙じしたサビトたちに、人型の竜人レドルグが冷笑を浮かべながら語りかけてきた。

　……見ると彼の足下には、一羽の野鳥が石となって転がっていた。不運にもクロムと視線が合い、魔法にかかってしまったのだろう。

　奴やつの石化能力は、メルの治ち癒ゆ魔法では対応できない難儀な代物だ。しかも一度かかったら、クロム本人にすら解除は不可能だというから始末が悪い。

「石になる気分って、どんなものか分かるかい？」

　地面の石鳥を一いち瞥べつし、クロムがまた薄く笑う。

「思うに、とても辛つらいんだろうなあ。動くこともできず、死ぬこともできず、ないに等しい意識で助けを求めることもできず……ただ永遠に、植物のように、そこにあり続けるだけ。僕だったら耐えられないね」

「ならやめてやれ」

「でも安心していいよ。君たちは──ちゃんと殺してあげるから」

　クロムが片足を振り上げ、野鳥を踏みつける。石像は土瓶のごとく粉々に砕かれ、原形を失った無機質な残骸となった。

「王に逆らった者を、許すわけにはいかない。三人とも念入りにいたぶってあげるよ。君たち自身が、『もう殺して下さい』と泣いて懇こん願がんするまでね」

「生あい憎にくだが、貴様が王になる日は来ぬ」

　刀を引き抜き、サビトは一つ深呼吸をする。

　まずはその余裕の笑みを消してやる。奴に傷を負わせること──それが作戦の第一段階なのだ。

　だがそんな任務とは別に、こいつには一撃食らわせなければ気が済まなかった。何せこの男は『結魂メナージ』のためとはいえ、嫁よめの唇くちびるを奪ってくれたのだから。

「【巡見者ミグラテル】クロムクラッハ。お前に一つ訊きこう」

「また質問かい？　面倒だなあ」

　吐き捨てつつ、その姿が徐々に竜体へと変容していく。全身を覆う白銀の鱗うろこ。額から屹きつ立りつするねじれた一本角づの。蛇のごとき尻尾しつぽに、蝙こう蝠もりのごとき双翼……しかし人の形を留とどめたままの、「人竜型」という奇異なる外貌。

　あれこそが【巡見者ミグラテル】クロムクラッハの戦闘形態。残念ながら、手心を加えてくれる気はないようだ。

「我らが、何者か分かるか」

「ニンジャだろ？　それとも、竜人レドルグに歯向かう愚か者かな？」

「ではニンジャと竜は……どちらが強い？」

「はあ？」

　クロムが間抜けな声を返したときには、サビトは敵の眼前に迫っていた。

　放った斬ざん撃げきを、クロムが紙一重でかわす。否、完全には対処できなかったらしく、その頰ほおに浅い裂傷が走る。

「へえ。この間とは段違いの速さだね」

「休養は充分に取った」

「もしかして君……ニンジャが竜人レドルグより強いとでも言うつもりかい？　そこまで増長されると、さすがに笑えないよ」

「──笑えぬのも当然だ」

　と、敵の足下でクノイチの声がした。

「笑うのは、私たちだからな」

　次の瞬間、地面から飛び出した刺客が、クロムの胸板を切り裂く。アトリだった。

「チッ、こいつ……！」

　完全に虚を突かれた敵へ、すかさずサビトも刀を閃ひらめかせる。確かな手応えと共に、クロムの胸に×字の傷が刻まれた。

　……《地ち仙せん・影えい遁とん》。サビトが飛び出した瞬間、アトリはその影に潜り、一緒についてきていたのだ。この術はまだ、クロムの初見だったはず。

　サビトの速攻に気を取られた上、未知の特異忍法……不覚を取るのも無理はない。こいつと違い、シノビは手の内をバラすほど気前が良くないのだ。

「やってくれたね、出来損ないたち」

「竜人レドルグよ。笑みが消えかけているぞ」

　乱れ飛ぶサビトの連撃を、クロムは信じられない俊敏さで巧みにかわしていく。

　アトリは後方より、落雷や氷刃といった特異忍法でサビトを援護する。が、それらは思った通り、敵の無効化魔法でことごとく打ち消されてしまった。

（直接攻撃と特異忍法、どちらにも器用に対応しやがる）

　そうしている間にも、クロムの胸につけた×字傷はみるみる塞ふさがっていく。一度は消えかけた余裕が、再びクロムの顔に蘇よみがえっていく。

　今のような影からの奇襲は、おそらく二度と通用しない。そんな甘い相手じゃないことは、サビトも重々承知している。

　しかし、それでも……この奇襲自体は成功だ。先制攻撃はクロムを仕留めるためじゃなく──メルに「推測の確認をさせる」ためなのだから。

「サビト！　アトリ！　一旦退ひいて下さい！」

　その時、背後からメルが鋭するどく叫んできた。

　二人のシノビは即座にクロムから距離を取り、そのまま油断なく指揮官の元まで引き返した。

「どうだメル。あんなモンでよかったか」

　前方を見据えつつ声を投げたサビトに、銀髪少女は大きく頷うなずいた。

「はい。はっきりと確認しました。やはり睨にらんだ通り……クロムクラッハは魔法の『同時発動』ができないようです」

「…………」

「アトリの忍法を無効化するとき、そのたびに彼の傷は治ち癒ゆが止まりました。いかに複数の属性を操れても、一度に使うことは不可能……間違いないと思います」

　……それを確認することが、奇襲の真意。

　アトリは無駄に特異忍法を連発していたのではなく、彼女こそが攻撃の肝だったのだ。

　クロムに「治癒」と「無効化」を、同時に使わせる。それが可能なのかを見届ける。サビトの斬ざん撃げきは、単なる陽動に過ぎなかった。

　そして作戦の第一段階は、見事に吉と出た。

（クロ公が持つ魔法は、石化、治癒、無効化、小型化の四つ。その一つでも奴やつが使ったとき、他の魔法は発動しない……まずは一つ、賭けに勝ったな）

　仮にまだ別の魔法を隠し持っていたとしても、この条件は変わらない。言うなれば、コピー魔法の限界というやつか。

　それが奴と、サビトたちとの違い。複数属性を同時に操れる、シノビとの差異。

　魔法を術式化し、忍法という形に昇華させた──シノビの先祖たちによる研けん鑽さんの賜たま物ものなのかもしれなかった。

「大手柄だぞメル。この僅わずかな時間で、よく確認してくれた」

「治癒魔法のことは、誰だれよりもよく知っているつもりですから……それに、この可能性に気付けたのは、サビトとアトリのお陰です」

　……クロムに完敗を喫きつした、あの夜。サビトとアトリを治癒しながら、メルは戦いを最後まで見守っていた。その時すでに、彼女はそこに着目していたそうだ。

　しかし確証がなかったので、迂う闊かつに伝えるのは憚はばかられたらしい。そうしているうちに期日が迫り、有効な対策もない状況だったため、彼女は打ち明けたのだ。

　もう一度──それを確認したい、と。

「サビトが彼の目に、苦く無ないを突き立てたときもそうでした。サビトから魔法を奪おうとした際、クロムクラッハは目が完治するのを待って、それから『では改めて』と言ったのです。私の違和感は、あの一言でさらに膨れ上がりました」

「悪あがきもしてみるモンだな。だがやはり、これはお前の手柄だ」

「そ、そんな、サビトのお陰ですってば」

「俺はいい嫁よめを持った。里で自慢するとしよう」

「もう、馬鹿……」

「二人とも、バカップル加減はそれくらいに。大変なのはここからです」

　アトリの忠言に、すかさず二人して表情を引き締める。

　そう。本番はここからだ。これよりは真っ向勝負で、クロムを追い詰める必要がある。

（どのみち力で優勢に立たないと、本命の作戦は成立しねえ。クロ公を瀕ひん死しの一歩手前まで持っていく……それができてこそ、最大の博ばく打ちに出られる）

　かなり骨が折れる任務だが、しくじる気はない。シノビは「やれ」と言われたら「やる」のだ。

　が、それを遂行できたとしても、最後の賭けが凶と出たなら水の泡となってしまう。その時は不本意ながら、クロムを道連れにして逝いくしかない。

　──治ち癒ゆ魔法を使わざるを得ない状況を作り、特異忍法で奴やつを殺す。

　──もしくは無効化魔法を使わざるを得ない状況を作り、刀で奴を殺す。

　自分たちの命と引き換えに、奴を始末する。それでナトゥアの危機は去る。

「……本当に君たちって、僕をイラつかせるのが上手だよね」

　不機嫌に吐き捨て、クロムが迫ってくる。すでに胸の傷は、跡形もなく完全に塞ふさがっていた。

「でもさ、コソコソと相談するのはいいけど──僕だけに構ってていいのかな？」

　サビトが「何？」と問い返したとき。

　同時に、微かすかな地鳴りが鼓膜へ届いてきた。

「！」

　咄とつ嗟さにアトリと視線を合わせる。彼女もその音に気付いているらしく、如によ実じつに顔色を変えていた。

　……それは、遠くより軍勢が近付いてくる気配だった。

　方角はこことは正反対の、ナトゥアの南側。数はおよそ五千。町の南門へ到来するまでは、あと二、三十分といったところか。

（取り逃がした亜人の残党にしては多過ぎる。ここら一帯に、まだそんなに亜人がいやがったのか？）

　色めき立つサビトたちを眺め、クロムが愉ゆ快かいげに口端を吊つり上あげる。その顔面は竜体となった今、人間の名残を最も留とどめている部分だった。

「残念だったね。【巡見者ミグラテル】でも、亜人軍を動かすことはできるんだよ」

　その言葉に、ようやくメルも事態を悟って息を吞のむ。

「まあ、そうは言っても借り物だけどね。ここより西部を支配している【竜公アポステル】、序列十六位のヴォイブルくんに要請したんだ。この数日、僕だってのんびり過ごしてたわけじゃないのさ」

「最初から、こうするつもりだったのですか。だから場所の変更にあっさり応じ、私たちには北側へ来いと……」

「まあね。軍は鬼人オーガが率いているから、人間どもじゃ手に負えないだろうね。さあどうする？　誰だれか一人くらい、助けにいった方がいいんじゃないかな？」

　嘲あざけるように言った【巡見者ミグラテル】に、すぐさまサビトとアトリは「無用だ」と返した。声が重なったのは、全くの偶然だった。

「無用だって？　まさか君たち、ナトゥアを見捨てるのかい？」

「我らが行かずとも、ナトゥアは落ちぬ」

　そう断言したアトリに、サビトも同調して言い放つ。

「貴様はいささか、人間を舐なめているようだ。ナトゥアはすでに三つの共同体が合流し、その結束も磐ばん石じやくなものとなっている」

「合流……住民が増えていたのは、そういうことかい」

「いかにも。貴様が設定した三十日という期限は、長過ぎたということだ。これまでのナトゥアだと思っていると、手痛い目に遭うぞ」

　ロギス、ルフェルド、ゴルジーオ。

　あの三人が束ねているなら、必ず連合軍は勝つ。町長だって言っていた。「町のことは任せてくれたまえ」と。

　だからこそ、援護には向かわない。こちらも己の役割に集中するまで。彼らがサビトたちの勝利を信じてくれたように──サビトたちもまた、彼らの勝利を信じている。

「……そうですね。今の私たちは、クロムクラッハを倒すことに専念しましょう」

　メルが力強く頷うなずいたのを合図に。

　二人のシノビは、再びクロムへと疾走した。
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　ナトゥアの北でサビトたちの戦闘が始まり、二十分ほどのち。

　果たしてナトゥアの南でも、連合軍と亜人軍による交戦の幕が上がっていた。

　敵本隊より一足早く、南門へと押し寄せてきた馬人セントールと翼人ハーピーの先行部隊。

　その三百ほどの敵勢を迎え撃つべく出陣したのは、総そう帥すいのロギス自らが率いる、四百の兵士団だった。

「敵本隊の到着までに、少しでも数を削けずるぞ！　頭上の翼人ハーピーは、防壁の弓兵に任せよ！　あまり門から離れるなよ！」

　怒号めいた指示を発し、ロギスはいち早く馬人セントールの集団に走る。

　放たれた鉄球が唸うなりを上げ、たちまち先頭の馬人セントールの頭部を粉砕した。鎖で繫つながれたそれは弧を描き、さらに三体の敵を立て続けに撲殺する。

　猛然と回転する鉄鎖は、それからも近寄る馬人セントールをことごとく破壊した。握りによって巧みに間合いを変え、しかし驚異的な命中精度を誇るロギスの妙みよう技ぎに、たちどころに馬人セントールたちの勢いが殺そがれる。

「突破力が死んだ馬人セントールなど、ものの数ではない！　駆逐しろ！」

　敵を薙なぎ倒たおしつつ、ロギスはなおも兵士たちを鼓舞する。

　……本来ならば、総そう帥すいたる自分がみだりに戦場へ出るべきではない。現に多くの部下からは、出撃に断固反対された。

　だがロギスは、前団長・バルバッカの傍らで戦ってきた兵士だ。あの老将は、いつも最前線で剣を振るっていた。その姿にどれほど勇気を貰もらったか分からない。

（団長……私のようなキワモノの武器使いを重用して下さり、感謝しています）

　ロギスの鉄鎖が、三十近い馬人セントールを餌食にした頃。

　地響きと土煙を上げて、無数の敵影がこちらへ接近してきた。……どうやら本隊が来たようだ。

　おびただしい妖人ゴブリン、豚人オークの群れ。その中に、ひときわ巨大な亜人の姿が見える。

　赤い皮膚をした、側頭部から一対の角つのを生やした、筋肉の塊のごとき半裸の大男。その巨体は三メートル近くあり、右手には血で錆さびた極太の金棒を握っていた。

（鬼人オーガ、か。この目で見るのは初めてだが……おそらく奴やつが指揮官だな）

　劣勢を強いられていた馬人セントール、翼人ハーピーの先行部隊が、現れた自陣へと引き返していく。それと入れ替わるように、当の鬼人オーガが一人ズンズンと大股で進み出てきた。

　一見すると無謀な行動だったが、弓のギリギリ射程外で歩みを止めた辺り、さすがは人間並みの知力を有した種族だ。と、そんなことを思っていると。

「そこの鎖野郎ぉ！　一騎討うちといこうじゃねえか！」

　鬼人オーガが凄すさまじい大音声で吠ほえた。雷鳴のごとき一喝は、二十メートル以上も離れたロギスの耳をもつんざくものだった。

「チマチマ小競り合うのは面倒だ！　それとも人間は、やっぱり群れなきゃ何もできねえクソどもかあ！」

　そんな蛮声をよそに、ロギスは片手を上げて兵士たちを下がらせた。

　怒る気にもなれない、安い挑発……しかし奴の言うことは一理ある。

　無駄に兵たちを危険に曝さらすより、将同士による一騎討ちの方が手っ取り早い。会戦した途端に指揮官を失えば、元来まとまりのない亜人軍は総崩れになるはず。

（やや荷が重い相手だが──やるしかあるまい）

　そう腹を固め、足を踏み出そうとしたところ。

　不意にロギスの肩を、背後から摑つかんできた者がいた。

「ロギス総そう帥すい。その役目、どうか私に」

　振り向いた先にいたのは、緑髪緑眼の騎士だった。

　フラオディール騎士団のリーダーであり、今や連合軍の副総帥たる青年……若いながらもロギスを凌しのぐ腕を持った、『緑皇子ベレグレス』と称される剣の天才・ルフェルド。

　彼が請け負うというのか。あの大岩のようなバケモノとの一騎討うちを。

「しかし、ルフェルド殿」

「もとより私の剣は、一対一にこそ向いたものです。決定戦での醜態、ここで清算しておくとしましょう」

「勝算はおありなのか」

「鬼人オーガごときに敗れるようでは、フラオディール王国の再興など夢のまた夢です」

　爽やかに微笑ほほえみ、ルフェルドが歩き出す。しかし彼はにわかに立ち止まり、首だけを僅わずかに振り向かせ、改めて告つげてきた。

「ロギス殿。私はナトゥアを訪れたときから、ずっと思っています。ここへ来てよかったと──国民の皆も同じでしょう」

「…………」

「貴方あなたの演説、私の胸にも響きましたよ。英雄に頼るだけでは大陸は変わらない……まさしくその通りです」

「ルフェルド殿の腕は信じている。が、くれぐれも用心されよ。お主はこんなところで死んでいい人間ではない……娘のサニアも、お主の大ファンでな」

　その言葉に「光栄です」と応え、緑髪王子が遠ざかっていく。

　両軍が距離を取って睨にらみ合う中、その中央でルフェルドと鬼人オーガが対たい峙じした。

　戦場は──異様なまでに静まり返っていた。

「おい、何だテメェは。鎖野郎が相手じゃねえのか」

　鬼の眼光を平然と受け流し、『緑皇子』が半身で剣を構える。

「気にするな。代表者が変わるのは、よくあること」

「テメェみたいなヒョロっちいのが、俺に勝てると思ってんのか」

「試してみるがいい。その無価値な命と引き換えにな」

「何だと小僧……」

「私は嫌いなのだ。人間と、【竜落子ドラグリーズ】以外の人種が」

　直後。ルフェルドの頭上に、金棒の一撃が落とされた。

　王子の身の丈と同じくらいある巨大な凶器が、予備動作もなく唸うなりを上げる。が、ルフェルドは横に一歩ズレることにより、それをギリギリで回避していた。

「覚えておけ。挑発とは今のようにやるのだ」

　言うが早いか、ルフェルドの剣が翻ひるがえる。打ち下ろしによって前傾姿勢となった鬼人オーガの顔面へと、超速の刺突が繰り出される。

　その狙ねらいは、頑強な体ではなく──敵の両目だった。

「ガ……！」

　左右の眼球を貫かれ、鬼人オーガが顔を押さえて仰のけ反ぞる。

　必然的に、今度は喉のど元もとがガラ空きとなったのも……王子の読み通りだったのだろう。

「名乗りが遅れたな──『緑皇子ベレグレス』ルフェルドだ」

　針のごとき細剣が、容赦なく鬼人オーガの喉を穿うがつ。それも数度。

　ロギスですら視認困難な、まるで稲妻のごとき怒ど濤とうの速射。それらを一息で打ち込み終えると、王子は剣を鞘さやへと収めてクルリと踵きびすを返した。

　断末魔を発することすら叶かなわず、残された鬼人オーガがその場に崩れ落ちる。巨体はしばしビクンビクンと痙けい攣れんしたのちに、やがて動きを止めた。

　……苦戦になるだろうと思い込んでいたロギスは、そのあまりにも鮮やかな勝利に絶句してしまった。

（鬼人オーガを、瞬殺だと……）

　豊かな剣才を持つ若者であることは、もちろん知っている。が、鬼人オーガをこうも圧倒できる人間など前代未聞だ。

　これが『緑皇子』。シノビでなくても、【竜落子ドラグリーズ】でなくても、人間はここまでの域に到いたれるものなのか……

（あの青年もまた、英雄の類なのかもしれぬ）

　ロギスがそんな所感を抱いたとき。不意に敵陣の一部が動いた。

　逆上した百ほどの亜人たちが、ルフェルドへと突撃を始めたのだ。

「いかん！　兵士団、すぐにルフェルド殿を──」

　ロギスが叫ぶより早く、すでに三十名ほどの一団が行動を起こしていた。先頭を切って猛然と駆けていったのは……左頰ほおに派手な傷がある、軽武装の戦士だった。

「どおりゃああああ！」

　その男・ゴルジーオの薙ないだ長斧が、迫ってきた亜人をまとめて両断する。

　泡を食った敵群へ、さらに斧おのの暴威は振るわれた。重量のある豚人オークや馬人セントールまでもが、後続を巻き添えにしてなす術すべもなく吹き飛んでいく。

「オラオラどしたあ！」

　何体かの妖人ゴブリンが、攻撃を搔かい潜くぐることに成功し、ゴルジーオに襲いかかる。しかし彼らは近寄るなり、長斧の柄つか尻じりでもれなく頭ず蓋がいを叩たたき割わられた。

　懐にも死角がない、見事な二段構えであった。

（人間離れが、もう一人いたか）

　あれがゴルジーオの長ちよう斧ふ術……普段は飄ひよう々ひようとしているが、彼は激戦地だったという樹海の村を守り続けてきた、剛柔どちらの戦闘にも熟達している戦士なのだ。

「よおルフェルド。お前ってホントに大した奴やつだなあ」

　周囲の敵を一掃し、ゴルジーオが王子の横に並び立つ。なおも押し寄せつつある新手の敵集団に、彼らは後退するどころか得物を構え直した。

「正直なところ、紙一重の勝負でした。短気な鬼人オーガで助かりましたよ。それよりゴルジーオ殿、腰痛はもういいのですか？」

「見ての通りだ。俺なんて、まだろくな活躍をしてねえからな……これじゃジュガロの墓に合わす顔がねえや」

　短く笑い合い、二人の副総そう帥すいは殺さつ到とうした敵たちを次々と倒していく。

　そんな彼らに呼応するように、兵士たちも奮起して攻勢を強める。自らが先陣に立ち、勇気を与える……二人の姿が、ロギスには在りし日の老将と重なって見えた。

（全く、つくづく頼もしい仲間たちだ）

　状況にも拘かかわらず、思わず口くち許もとが緩ゆるんでしまう。もはやこの戦い、負ける気はしない。見ると敵の中には、早くも撤退していく部隊が見受けられた。

「と、いかんな。私も働かなくては……我らも続くぞ！　敵が態勢を立て直すまでに、存分に蹴け散らしてやれ！」

　最大限に士気が上がった兵士団と共に、ロギスもまた鉄鎖を手に走り出した。
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　一方、ナトゥアの北。

　開始されたクロムクラッハとの第二ラウンドは、メルが見る限り互角の攻防だった。

　四方八方より襲いくるシノビたちの刃を、竜人レドルグは驚くべき反応とスピードでかわしていく。隙すきを見せようものなら、たちまち凶悪な爪そう撃げきが飛んでくる。

　……「偸ちゆう盗とう」という反則的な能力を持つ反面、クロムクラッハの戦闘は五体を武器にしたシンプルなものだ。

　なのに追い詰めることができない。戦況は拮きつ抗こうしたまま、時間だけが過ぎていく。

（あの二人を相手に、反撃の余裕すらあるなんて……）

　敵にそれを可能とさせているのは、ひとえに「多少の攻撃は食らっても構わない」というアドバンテージのためだ。現にクロムクラッハは、全ての攻撃に対処してはいない。浅手は治ち癒ゆ能力に任せ、深手を負わぬことだけに注意を払はらっている。

　治癒を阻止するには、無効化魔法を使わせるしかない。だが、シノビの特異忍法とは無尽に行使できるわけじゃない。

　体力の消耗という代償が伴う以上、乱発しては自滅に繫つながるのだ。

（持久戦になるのは、得策ではありません。何とか流れを手繰り寄せないと……）

　と、クロムクラッハの翼が風圧を起こし、アトリの体が泳いだ。

「アトリ！　危ない！」

　体勢を崩したクノイチを逃さず、竜人レドルグが牙を剝むいて飛びかかる。

　しかしその瞬間、サビトはすでに印を描き終えていた。

「《地ち仙せん・土ど堆つい》」

　直後、アトリの眼前で地面が隆起する。あっという間に扉サイズの土壁がせり上がり、彼女とクロムクラッハを隔てる。

　それを竜人レドルグの拳こぶしが粉砕したときには、クノイチは後方へと跳ねて難を逃れていた。

「──うざいよ、お前」

　竜人レドルグが煩わずらわしげに舌を打った刹せつ那な。サビトが吹き飛んだ。

　術後の微かすかな隙すきが災いし、尻尾しつぽによる一撃への反応が遅れたのだ。が、地面を何度もバウンドしてサビトが転がってきたのは、幸いにもメルがいる方向だった。

「サビト！」

　急ぎ駆け寄って、夫の唇くちびるを奪う。今の一撃はかなりまずい！

　即座に対処できたことと、アトリが敵を牽けん制せいしてくれたお陰で、何とか治ち癒ゆは間に合った。虚うつろに宙を見ていたサビトの目が、程なくして焦点を取り戻す。

「今……三さん途ずの川かわが見えた」

「即死でもおかしくありませんでした」

「致命傷で済んでよかったぜ」

「冗談ではないのが怖いです……」

　すぐさま起き上がり、「じゃあ、また行ってくる」と敵に突貫していく夫。その根性には敬服するが、同時に呆れてしまう。

（それだけ私のフォローを信頼してくれている、ということですよね）

　……戦いが始まり、約四十分。予想通りの厳しい展開だが、決して絶望的な事態というわけではない。

　この時点でクロムクラッハは、いくつかの過ちを犯している。

　──亜人軍を動かしたものの、こちらを揺さぶることができなかったこと。

　──コピー魔法の欠点を、メルたちに露ろ呈ていさせたこと。

　──シノビ二人を万全の体調にしてしまったこと。

　──そして、メルを未いまだにフォロー役だとしか認識していないこと。

　その一つ一つは敵にとって、取るに足らない些さ細さいな事柄なのかもしれない。でもこちらには、それら全てに大きな意味がある。

　彼は『結魂メナージ』によって、メルたちの生せい殺さつ与よ奪だつを掌しよう握あくしている。自分の絶対有利は、どうあっても覆らない……まだそう考えているなら、それが最大の過ちだ。

　その油断を突き、ここで流れを変えてみせる。メル自身の手によって！

（フォロー役をノーマークにする危険を、教えてあげます！）

　熾し烈れつな激闘を繰り広げる三人に、気配を殺して忍び寄る。その手に隠し持つのは、サビトから与えられた十字手裏剣。ピリスの役割を、今度はメルがするのだ。

　クロムクラッハは、サビトとアトリに意識を集中させている。完全にこちらを放置し、六メートルほどの位置まで接近しても一いち瞥べつすらしてこない。

　そんな時──チャンスはいきなり訪れた。

　戦いの中で、竜人レドルグがあちらを向いたのだ。無防備な背中が、メルへと晒さらされたのだ。

（……いける！）

　意を決し、メルが手裏剣を投じた矢先。

「何をしてるんだい？　メリュジオヌ」

　無造作に片手を振り払はらい、【巡見者ミグラテル】が手裏剣を二指で挟み取った。

「！」

　虚は突いたはずだった。敵はメルどころか、飛来した手裏剣すら見ていなかった。

　なのに、クロムクラッハは防いでみせた。避けることもできたろうに、わざわざ受け止めてみせた。

　それはまぎれもなく──彼の油断だった。

「もしかして、これでも援護のつもりかな？　つくづく出来の悪い娘──」

「《火か仙せん・爆ばく符ふ》」

　その時。サビトの一声と共に、クロムクラッハの手元で手裏剣が爆はぜた。

　次いで凄すさまじい猛もう火かが巻き上がり、竜人レドルグの体を吞のみ込こむ。

　術者の意思で爆発、発火する呪符……それを武器に貼はりつけておく手法は、セルサーレ戦でも多大な効果があったものだ。

（最初から、私の不意討うちが成功するとは思っていません。だからこそ……この一手には続きがあるのです）

　燃え盛る炎の渦が、徐々に消えていく。

　が、その中に立ち尽くしていた敵は──全くの無傷だった。

「無効化魔法を、あの一瞬で……！」

「あのさあ、くだらない小細工は」

　言いかけた途端、またもクロムクラッハが言葉を止めた。

　竜人レドルグが慌てて真横に向き直る。だがそれは、僅わずかに遅かった。

　飛び込んできたサビトの一刀が、クロムの左手首を鮮やかに切断する。

　血の尾を引いて宙に舞ったそれは──続いてアトリが放った雷撃によって、木こっ端ぱ微み塵じんに消し飛んだ。

「う、うわあぁぁぁぁぁー！」

　クロムクラッハが初めて咆ほう哮こうを上げる。おそらく痛みの絶叫ではなく、左手を消失させられたからだろう。

　あそこまで破壊されては、もう治ち癒ゆ魔法ではどうにもならない。

　治癒が及ぶ範囲は、生命活動ができる「幹」の部位に限る。なので手足など「枝葉」が切断された場合、傷口に繫つなぎ合わせて接ぎ木のように活着させる必要がある。かつてジュガロの腕を治せなかったのも、粉々に砕かれてしまったからだ。

　それがこの能力のルール──もちろん、それはサビトたちも知るところである。

　だから二人は、腕を狙ねらったのだ。呪符すらも囮おとりに使い、敵の武器を一つ潰したのだ。

「手を！　僕の手を！　貴様ら、よくも……よくもぉぉぉ！」

「その表情、待ちわびたぞクロ公」

「そちらの手首も落としてやる。二度と魔法が盗めぬようにな」

　狂乱に陥おちいったクロムクラッハに、サビトとアトリが追撃をかける。ここぞとばかりに連携し、刀と特異忍法の同時攻撃を浴びせる。

　治癒だろうと、無効化だろうと、どちらを使われようがお構いなしの猛もう勢せい。敵の対応限界を上回らんばかりの、真っ向からの力押し。

「ふざけんじゃねえぞクソどもがぁぁぁ！」

　だが。竜人レドルグの怒りは、それを遥はるかに凌りよう駕がしていた。

　額の角つのでサビトの斬ざん撃げきを弾はじき、至近距離から放たれた苦く無ないに食らいつき、嚙かみ砕く。

　印を結ぶアトリに躍おどりかかり、拳こぶしを失った左腕で殴りつける。

　尻尾しつぽで地面を叩たたき割わり、翼で暴風を巻き起こし、果ては落雷すらも体捌さばきのみでかわした【巡見者ミグラテル】は──次いでそのままメルへと突進してきた。

「死ね死ね死ね死ねえええー！」

「くっ！」

　憤ふん怒ぬの竜面が、間近まで迫った直後。メルの視界は逆転していた。

　突如として浮遊感に襲われ、体があちこちに打ちつけられる。

　蹴けりを食らったのだと分かったのは、十メートル近くも吹き飛ばされ、背中から岩に激突したあとだった。

「あ、ぐ……」

　呼吸ができない。意識が混こん濁だくする。至るところが骨折し、どこにも力が入らない。

（起き上がらないと、またクロムクラッハが……）

　そう戦せん慄りつしたものの、敵が追ってくる気配はなかった。

　耳を澄ますと、離れた場所でクロムクラッハの怒号が聞こえる。顔を上げることすらできないが、きっと伴侶たちが立ち塞ふさがってくれたのだろう。

（二人とも……かたじけ、ありません）

　突つっ伏ぷしたまま、負傷の回復をじっと待っていると。

　不意にメルの上体が、誰だれかに優しく抱き起こされた。

　心配そうに覗のぞき込こんできたのは、クノイチの少女だった。この急迫した状況で身を案じさせてしまうとは、つくづく自分が情けない。

「メル様、大丈夫ですか」

「はい……あと三十秒も、あれば……」

「申し訳ありません。メル様への攻撃を許すなど……我々の失態です」

「それより、アトリも攻撃を受けていたはず……」

　自分などより先に、彼女を治さなくてはならない。今はサビト一人だけでクロムクラッハを相手にしているのだ。いつまでも持ちこたえられるものじゃない。

「拳こぶしのない左手がかすっただけなので、私に怪け我がはありません。今はどうか、ご自身の治ち癒ゆに専念を」

　首を振って治癒を固辞し、アトリが「それに」と視線を前方に転じる。

「怒っているのは、クロムクラッハだけではありません。メル様を傷付けられ、彼奴あやつもまた激怒しております」

「え……？」

「無論──私も怒っております。主君を足あし蹴げにされたことに」

　そっと地面にメルを横たわらせ、アトリが歩き出す。

　歩を進めながら、彼女は左手の人差し指をピンと立て、それを握った右手の人差し指をさらにピンと立てた。

「《霊りよう仙せん・八ヤ咫タ》」

　囁ささやきと同時に、アトリの全身が淡く発光する。光幕の中で、その瘦そう軀くがみるみる輪郭を変え、やがて美しい白鴉になった。

　切り札の変へん化げ……いよいよ勝負をかけるつもりか。確かに、敵が逆上している今こそが好機。追い詰めるのは、ここしかない。

（ならば私も、グズグズしてはいられません）

　アトリの言う通り、一刻も早く復活しなければ。再び戦線に戻らなければ。

（最後の賭けは、私に懸かっています。それを任せてくれた二人に、何としても応えないと……）

　翼を広げ、白鴉が飛ひ翔しようする。鉛なまり色の虚こ空くうに、巨大な鳥影が舞う。

　その姿にしばし見み惚とれたのち、ふとメルはあることに気付いた。

　……そういえば、あのクロムクラッハと数十分も死闘を続けながら、伴侶たちが治ち癒ゆを必要としたのは一度だけだ。アトリを庇かばい、サビトが負傷した一回きりだ。

　前回は手も足も出なかった。敵の余裕を消すことすらできなかった。

　しかし今日きよう、ここまであの竜人レドルグと善戦できているのは、きっと万全の体調だけが理由ではない。サビトとアトリは──また一つ強くなっているのだ。

　森の夜の、苦い敗戦を経て。

　総そう帥すい決定戦でぶつかり合って。

　ナトゥアの人々と、心を通わせて。

　……この三十日という短い期間にも、二人のシノビは確実に成長していたのだ。無駄なことなど何一つなかった。全ての出来事が、彼らの糧かてとなっていた。

（だとしたら、それは私も同じです）

　自分たちは、あの時とは違う。全滅を選ばなくて、本当によかった。

　生きていればこそ、開ける活路もある……かつてアトリはそう言ってくれた。

　今のメルたちには、勝利を信じてくれる人たちがいる。三人で交わした、未来への約束だってある。

　負けることなど考えない。ここでクロムクラッハと心中する気もない。必ず生還し、これからも旅を続けよう。大好きな伴侶たちと。

　だからどれだけ困難でも、絶対にやってみせる。

　私たちはクロムクラッハを殺すことなく──しかし彼を葬ほうむるのだ。
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　見境なしに荒れ狂う【巡見者ミグラテル】の攻撃は、衰おとろえるどころか激化する一方だった。

　爪そう牙がが、尻尾しつぽが、双翼が、サビトの眼前を間断なくかすめる。いつしかこちらは防戦一方となり、痣あざと裂傷だけがどんどん増え続けていった。

（手がつけられねえ……キレて強くなるって、こいつは子供かよ）

　しかしながら、このまま逃げ回っていては、せっかくの好機がフイになる。畳みかけるには《霊りよう仙せん》しかない。だが、とても印を描く余裕なんて……

　と、遥はるか頭上で──微かすかな羽ばたきの音がした。

「！」

　それが何なのかを即座に悟ったサビトは、すぐさま後ろへ大きく飛びのいた。

　次の瞬間、天から無数の氷柱つららが降り注ぐ。

　丸太のごとき巨大な雹ひよう槍そうによる、集中豪雨のような爆撃。ドスドスと一帯に突き立ったそれらは氷の檻おりとなり、たちまちクロムを内部へ閉じ込めてしまった。

（アトリの奴やつ、カラスになりやがったか……ナイスフォローだぜ！）

　当然ながら、無効化能力を持ったクロムに、この攻撃は効いていないだろう。

　が、それでいい。幼おさな馴な染じみの目的は、サビトに印を結ばせる時間稼ぎにあるのだから。

「《霊りよう仙せん・真マ神カミ》」

　首尾よく印を完成させると、間もなく全身が変容していく。五感が極限まで研ぎ澄まされ、体内の『仙力』が爆発的に増大する。

　……サビトたち上忍のみが使える《霊仙》は、ヒノモトに伝わる「怪物ケモノ」をその身に降ろし、同化する術だ。

　長く変わっていることはできず、体力の消耗も破格だが、この状態なら単体でも力負けすることはない。いや、それ以上に渡り合える自信がある。

　反面、術が解けるまでにクロムを追い詰められなければ……そこで『あうと』だ。

「ガァァァァァ！」

　氷柱つららを粉砕し、竜人レドルグが咆ほう哮こうと共に飛び出してくる。

　それを迎え撃つように、サビトもまた地を駆けた。

　神速の竜と狼おおかみが、勢いのまま正面から激突する。衝撃で一帯の地面が、ボコリと円形にへこんだ。

「このクソ犬がぁぁぁ！」

　上下左右から迫りくる敵の猛攻を、サビトは至近距離でかわしていく。

　見える。さっきまでは近付くこともできなかったが、白狼となった今なら反撃の余地はある……とっておきの「奥の手」を食らわせる余地が。

　クロムは知るまい。この姿になったとき、シノビは特殊な攻撃手段ができることを。

　前回の戦いでは披露する前に力尽きてしまったが、改めて見て驚け！

「魔法の同時発動ができないこと……それだけは黙ってたんだがなあ」

　加速する攻防の中、クロムが呟つぶやく。敵が冷静さを取り戻しつつあるのは、こちらにとってよろしくない。

「だが、それが分かったところで何だ？　お前らの魔法はもう見切ったよ。わざわざ無効化を使わなくても、刀と同じく避ければいいだけの話だ」

　言い返すことはできなかった。そもそも狼になっている間、サビトは喋しやべれないのだ。

「僕が使うのは、治ち癒ゆ魔法だけでいい。同時発動などできずとも、問題はない」

　負け惜しみではないのだろう。現にサビトは牙や爪を繰り出し、そこに氷刃や落雷までも織り交ぜているが、敵にはかすり傷一つなかった。

「それに、お前たちは忘れてないか？　僕を殺せば自分たちも死ぬということを。そもそもこの戦いに、お前らの勝利は──」

　饒じよう舌ぜつな【巡見者ミグラテル】のセリフを無視して、サビトは頤おとがいを開いた。

（……待っていたぞ。このタイミング）

　敵を正面に捉とらえた刹せつ那な。サビトが息を吸った、まさにその一瞬。

　それは虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっていた──奥の手を放つ千せん載ざい一いち遇ぐうの間かん隙げきだった。

（燃えろコラ！）

　直後、サビトの口から火炎の奔ほん流りゆうが吐き出された。呪符による火柱とは比較にもならない、横殴りの大だい瀑ばく布ふのごとき業ごう火かだった。

　常軌を逸したその火力に、クロムが顔色を変える。

「チッ……！」

　回避は不可能だと悟り、やむを得ず無効化能力で対応しようとしたのは──彼の致命的な誤算だった。

　この放射は魔法ではない。

　怪物ケモノとなったサビトの、自前の火なのだ。

「ギャアァァァァァ！」

　紅ぐ蓮れんの焰ほのおが、クロムの総身を焼く。火ひ達磨だるまとなってもがく間にも、白銀の鱗うろこがみるみる爛ただれ、焦げ落ちていく。

　思わぬ大打撃に錯さく乱らんした竜人レドルグは、すぐさま翼を広げて上空へと退避した。……が、奴やつは失念している。そこが決して安全圏じゃないことを。

　数十メートルもの高度まで達したところで、突如としてクロムの体が弾はじけ飛ぶ。流星さながら飛来してきた、白鴉の突撃だった。

「ガハッ！　テ、テメェ……！」

　白鴉は旋回を繰り返し、そのたびに刃のごとき羽先でクロムの全身をズタズタに切り裂いていく。

　あの姿になったアトリは、空中戦なら竜人レドルグにも引けを取らない。それは【竜公アポステル】ペルダを一いつ蹴しゆうしたことで証明済みだ。

「こ、こんなことが……こんなことがぁぁ！」

　何度目かの攻撃を食らったのち、クロムの体がとうとう制御を失った。片翼を寸断されたのだ。

（心配すんなクロ公。お前を殺すつもりはねえ）

　落下してくる【巡見者ミグラテル】を見上げながら、サビトは低く身構える。

（だが心配しておけ。お前は──ここで終わりだ！）

　地上に激突したクロムに、白狼は一いつ気き呵か成せいに襲いかかった。

　切り刻み、焼き焦がし、食い千切り、込み上げる殺さつ戮りく衝動のままに蹂じゆう躙りんする。

「グガァァァ！」

　が、敵の膂りよ力りよくはまだ健在だった。もはや全身ボロボロだというのに、暴れ狂う手足は凶悪なまでの破壊力を有していた。信じられない耐久性だ。

　強引にサビトを跳ねのけ、満まん身しん創そう痍いの竜人レドルグが起き上がろうとした矢先──

　天空からひときわ大きな氷柱つららが直下し、クロムの腹部を地面に縫ぬいつけた。

「グォアアアアー！」

　さらなる絶叫が辺りに轟とどろく。きっとクロムには、氷柱が見えていたはず。治ち癒ゆが止まったように見えたのは、無効化魔法を発動させたからだろう。

　だが生あい憎にく、それも特異忍法ではない。

　カラスが吐いた、自前の氷だ。

（パクった能力に頼り過ぎたな、クロ公よ）

　……クロムは先刻まで、サビトたちの炎や氷を無効化魔法で封殺してきた。だから『ぶれす』もまた、同種の忍法だと思ったのだろう。打ち消せると思ったのだろう。

　全ては筋書き通り。

　今まで見せてきた特異忍法は、このためへの布石。繰り返すが、シノビは手の内をバラすほど気前が良くないのだ。

（さて。これでようやく、クロ公を追い詰めることができた……俺とアトリの任務は、ここまでだ）

　クロムが腹部の氷柱を引き抜き、立ち上がろうとしている。

　……と、サビトの傍らを、風のように駆け抜けていった者がいた。

　言うまでもなく、それはメルだった。竜人レドルグへと疾走する銀髪少女は、すでにその手に剣を振り上げている。負傷は回復済みのようだ。

（メル、あとはお前に任せるぜ。結果が吉でも凶でも、文句は言わねえ）

　この役目を彼女にやらせることに、最初は反対だった。でもサビトは結局、メルの意志を尊重することにした。

　ここまできたら、信じるとしよう。メルシオーネという少女を。妻を。『剣聖女エペリーゼ』を。それだけの絆きずなは、とうに築いてある。

　何より今日きようの指揮官は、他ならぬ彼女なのだから。




　氷柱の杭くいから解放されたクロムクラッハは、不意に迫ってきた殺気に振り返った。

　見れば、剣を手にした銀髪少女が、目と鼻の先にいた。察知に遅れてしまったのは、二匹の白獣ばかりを警戒していたからだ。

（今の僕なら、自分でも倒せる……そう思ったのか？）

　確かに今、クロムクラッハは満足に動けない。たかがメリュジオヌの斬ざん撃げきすら、回避できないかもしれない。

　が、【竜落子ドラグリーズ】の少女はここにきて、とてつもない失敗を犯した。

　何な故ぜなら彼女の目は。レイオーネと同じ、その深緑の瞳は──

　こちらの双そう眸ぼうを、はっきりと見据えていたからだ。

「終わりです！　クロムクラッハ！」

「メリュジオヌ。君は本当に──親孝行だな」

　少女の剣が翻ひるがえる。それと同時に。

　クロムクラッハは石化の視線を発動させた。




　クロムクラッハの紅瞳に、魔力が収しゆう斂れんされた瞬間。

　メルは愛剣を横にして、自身の両目を隠した。

（お母さん……お守り下さい！）

　間一髪で遮断できたのは、極限まで研ぎ澄ました集中力のお陰だった。

　サビトとの試合で摑つかんだ、あの時間が遅くなる感覚……いや、それ以上に尖せん鋭えい化かされた意識が、その行為を可能にした。

　亡き母の形見である愛剣は、フラオディール王家の名宝。その刃は素晴らしい切れ味を誇り、その剣身は鏡のごとく人の顔を映す。

　──最後の賭けは、剣刃による視線の反射。












　クロムクラッハに「自分自身を見てもらう」こと。

　限りなく薄弱な可能性であることは百も承知だ。だが、かつて敵は言った。「水面みなもに映った蝶ちようを石にした」と。石化の力は、はね返るのだと。

　こんな危険な賭けを、伴侶たちは了承してくれた。そして宣言通り、クロムクラッハを瀕ひん死しに追いやり、この場面を作り出してくれた。

　その結果が……今ここに出る。

「ぐ、あ、ああ……！」

　間を置かず聞こえた【巡見者ミグラテル】の呻うめきに、メルは覚悟を決めて剣を下げる。

　僅わずか二歩ほど前方に、立ち上がったクロムクラッハがいた。

　その体が──足下から少しずつ変色しつつある。焦げついた白銀の竜脚が、無機質な暗あん灰かい色しよくへと塗り替えられていく。

（効い、た……）

　パキパキと音を立て、石化の浸食はひたすら進行を続ける。すでに動かなくなった両足に、竜人レドルグの顔がみるみる血の気を失った。

「鏡、だと……そんな、馬鹿なことが……」

「これが私たちの、貴方あなたへの対策です。イチかバチかでしたが、石化能力を逆利用させてもらいました」

　追い詰められ、避けられない一撃を前にしたとき。きっとクロムクラッハはそれを使う……メルは半ばそう確信していた。

　石化が「死」を意味していないことは、すでに相手が自ら暴露している。本来ならそれを確認することも、賭けの一つだった。

　怒りに表情を歪ゆがめ、竜人レドルグが石化への抵抗を試みる。おそらく無効化魔法を発動させようとしたのだろうが、彼はたちどころに恐慌の声を上げた。

「無効化が、できない……！　何な故ぜだ！　どうして解除できない!?」

「貴方は今、自分自身に石化魔法を使っています。忘れたのですか。魔法の同時発動は不可能なことを」

　メルの両隣には、いつしか伴侶たちがいた。すでに元の姿に戻り、無言でクロムクラッハを見詰めている。

「そして石化魔法は、一度かけたら途中解除ができない……これも貴方自身が教えてくれたことです」

「こ、こんな……メリュ、ジオヌ……」

「いいえ。私は『剣聖女エペリーゼ』メルシオーネです」

　そんな会話を最後に。

　程なく【巡見者ミグラテル】クロムクラッハは、冷たく固い「生ける石像」となった。
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「終わったな、メル」

　じっとクロムの石像に向き合い続ける銀髪少女に、サビトは労ねぎらいの声をかけた。

　それでも無反応なので、今度は耳にフ～ッと息を吹きかけてやる。するとメルが、やっと「ひゃあ！」と可愛かわいらしい悲鳴を上げた。

「ちょっと、何するんですかっ。耳は弱いからダメって……」

「いい加減にシャッキリしやがれ。ほれ、あっちも終わったみたいだぞ」

　数十メートル離れたナトゥアの方角から、風に乗って鬨ときの声こえが聞こえてくる。どうやら無事に亜人軍を撃退したようだ。

　さすがはロギス、ルフェルド、ゴルジーオ……あの三人が率いる連合軍なら、きっと勝利してくれると信じていた。

「メル様。見事なとどめでございました」

　アトリもまた労うように、背後からメルの耳にフ～ッと息を吹きかける。再び銀髪少女が「はうっ」と身をよじらせた。

「此こ度たびの勝利は、全てメル様が導いて下さったものです。クロムクラッハを石にするという発想は、私には思いつきませんでした」

「古来より鏡には、魔力を反射する力があると聞きます。本当は手鏡でも用意したかったのですが……さすがに思惑がバレてしまうでしょうから」

「いいえ。クロムクラッハを葬ほうむる道具は、その剣でなくてはなりませんでした。この戦いは、メル様のお母上の弔い合戦でもあったのですから」

「そうですね……ありがとうございます、アトリ」

「何を水臭い。私たちは家族ではありませんか」

　手を握り合う妻たちをよそに、サビトは改めて竜人レドルグの石像へと歩み寄る。……こうして見ると、今にも動き出しそうだった。

　少し哀れな気もするが、こいつには今まで散々嫌がらせをされてきたので、まあ良しとしよう。

「これ、死んでねえのか」

　クロムの頭をコンコンと叩たたきながら言うと、後ろからアトリの声が返ってくる。

「我々が生きている以上、そうなのだろう。こいつは生きながら石となったのだ」

「永久にこのままかよ。悲惨だな」

　僕だったら耐えられないね……なんて本人は抜かしていたが、悪いが耐えてもらわねば仕方ない。娘と接せつ吻ぷんなんかした罰だ。

　すると、今度はメルの声が返ってきた。

「いつか私たちが死んだとき……そのまま彼も呪じゆ縛ばくで死ぬでしょう。この状態では、無効化魔法が使えませんから」

　つまりクロムの命運は、今となっては逆にこちらが握り返したことになる。サビトたちが死ねば、運命共同体たる彼もそこで終わり……本当の石像となってしまうわけだ。

　──精神的にキツい三十日間だったが、とにかくサビトたちは勝った。

　夫婦三人で力を合わせ、この最大の強敵を倒すことに成功したのだ。

（今回もまた、シノビの勝ちってコトだな）

　ふと空を見上げると。いつしか厚い雲の隙すき間から、太陽が姿を覗のぞかせていた。

　また拝むことができたか……と、そんな感傷に浸っていたところ。後方にいるクノイチが「ん？」と唸うなったのが聞こえた。

　そのままツカツカとこちらへ歩いてきて、しげしげと竜人レドルグの顔面を眺め出す。ガンをつけているのかと思ったが、どうも違うようだ。

「クロムクラッハの角つのが、ない……？」

「ああ、それならここだ」

　怪け訝げんに眉まゆをひそめるクノイチに、サビトは懐から取り出した白銀の欠片かけらを見せる。

　……それはまさしく、クロムクラッハの一本角であった。

　墜落してきた彼に飛びかかった際、サビトは白狼の牙によって、その先端を断ち切っておいたのだ。こいつも竜人族レドルグには変わりないので、頂く物は頂いておく。

「結果的に頭領試験は、これからも続けることになったからな。これで竜の角は五本……いい感じに増えてきたぜ」

「現金な奴やつめ。言っておくが、お前だけの手柄ではないぞ。私がこいつの翼を落とさなければ、逃亡されていた可能性もある」

　クロムの顔をコンコンと叩たたき、アトリが釘くぎを刺してくる。相変わらず負けず嫌いなカラス女だ。

「でも決定打は、俺の火炎だろ。あれでクロ公は半泣きになった」

　負けじとクロムの顔をコンコンと叩いてやる。

「違う。決定打は私の氷柱つららだ」

　コンコンコンコン。

「俺の火炎だ」

　コンコンコンコン。

「私だ」

「俺だ」

　コンコンコンコンコンコンコンコン。

「あの、二人とも。それくらいで……」

　しつこく竜人レドルグを『のっく』し続けるシノビたちを、メルがたしなめてくる。

　コホンと咳せき払ばらいをして、アトリが「失礼しました」と銀髪少女に頭を下げる。次いでクノイチは視線を石像へ戻し、自身の顎あごを軽く摘つまんだ。

「して、この置物……如い何かにしましょう？　もし破壊されるようなことがあれば、私たちにも累が及ぶ恐れがあります」

「それは、そうですね。『結魂メナージ』の繫つながりは、解けたわけではありませんから……」

「となると、このまま放置するわけにはいきません。どこか安全な場所に移し、厳重に保管しておく必要があるでしょう」

　確かに、石像がうっかり砕かれたりしたら、サビトたちは全滅だ。せっかく生き延びたのに、そんな事態となっては洒落しやれにならない。

「埋めちまうのはどうだ？」

「駄目だ。地震か何かで、首でもポッキリ折れてみろ。私たちもそれまでだ」

「沈めちまうのはどうだ？　フラオディール湖に」

「あそこまでどれだけ距離があると思っている。とても担いでは行けぬ」

「じゃあどうすんだよ……」

　シノビたちが腕を組んで考え込んでいると。やがてメルが口を開いた。

「そうですね……だったら、こういうのはどうでしょうか」




　その後。メルの提案によって、クロムの石像はナトゥア庁舎へと運ばれた。

　町長室の片隅に固定し、鉄柵と鎖で囲い、誰だれにも触れないようにしてもらう。念には念を入れて残った右手も落とし、尻尾しつぽも除去しておいた。

　クロムクラッハに付けられた新たな名前は、『町の守り神・ヒトドラくん』……ピリスの命名だった。

「見たまえ！　人と竜が混ざり合った、この世にも珍しい姿を！　これぞすなわち、融和の象しよう徴ちよう！　人間と【竜落子ドラグリーズ】の架け橋となる、素晴らしいオブジェだ！　ナトゥアに相応ふさわしいマスコットだと思わんかね!?」

　町長室に集まった、決戦前と同じ顔触れ。サビトたち、三人のリーダー、そしてコルナとピリス。

　そんな一同へ向けて、町長は興奮しながら熱弁を振るう。

「我らはこの像に誓おう！　【竜落子ドラグリーズ】との共存を！　大陸の奪還を！　見守っていて下され、『ヒトドラくん』！」

　多分クロム本人は、「ふざけんな」と思っているだろう。ナトゥアを滅ぼすつもりが、まさかご当地キャラにされるとは……これが一番の誤算に違いない。

　……ちなみにこの石像、危うく最初は円形広場に飾られるところだった。

　やむを得ず事情を話し、何とか一般公開だけは控えてもらったのだ。あんな場所に晒さらされては、誰だれに悪戯いたずらをされるか分からない。

「ピリス。お前は決してコレに近寄るな。今度ばかりはドジがドジで済まなくなる」

「駄目ですか」

「駄目だ。半径三メートル以内に入ることを禁じる。これは師匠からの厳命だ」

　サビトの言葉に、橙とう髪はつ少女がシュンと肩を落とす。名付け親であるからか、ピリスは早くも『ヒトドラくん』に多大な愛着が芽生えているようだ。

「毎日ちゃんと掃除してあげようと思ってたんですけど……」

「やめてくれ。それは俺たちにとって、タマを鷲わし摑づかみにされる行為に等しい」

「残念ですけど、サビトさんたちの命に関わることですもんね……分かりました。半径三十キロ以内には近寄りません」

「ピリス坊、町から出なきゃいけなくなるよ？」

　コルナの言葉に、皆が笑う。クロムと亜人軍をそれぞれ討うち果たし、まだほんの二時間ほど……しかし室内は、すっかり和やかな雰囲気になっていた。

　数名の怪け我が人が出たものの、連合軍にも死者はいないらしい。お互いに大変な一戦だったが、終わってみれば完全勝利と言っていいだろう。

「……お疲れ様だったね、『剣聖女エペリーゼ』様」

　コルナが優しく微笑ほほえみ、改めてメルを抱き締める。

　銀髪少女は子供のごとく素直に、その抱擁を受け入れていた。

「コルナさん……私たち、勝てました」

「よく頑張ったね、『剣聖女エペリーゼ』様。いや、メルちゃん」

　その姿は、何だか親子を思わせる。でもそれはあながち間違いではない。

　コルナは言ってくれた。「アンタたちは、私の子供みたいなモンなんだから」と。

　メルたちを眺めているサビトの元には、ロギスとゴルジーオが寄ってきた。どちらの顔も、晴れやかに笑っていた。

「サビト殿。やはりお主は、バルバッカ団長に見込まれた男だな。ナトゥアを竜人レドルグから守ってくれたこと、総そう帥すいとして深く感謝する」

「まあ、俺は心配してなかったけどな。何たってお前は、ジュガロを押しのけてメルちゃんをゲットした男だからなぁ」

　肩や背中を叩たたいてくる二人に、サビトも自然と顔が綻ほころびる。

　その一方、ルフェルドはというと……案の定アトリに話しかけていた。

「アトリくん。その、怪我はなかったかい？」

「ない。あったとしても、私にはメル様の治ち癒ゆ魔法がある」

「そ、そうだったな。君が無事に帰ってきてくれて、本当に嬉うれし──」

「時にお主、鬼人オーガを一騎討うちで倒したそうだな」

「えっ？」

「なかなかやるではないか。見直したぞ」

「こ、光栄だよアトリくん！　君を守るため、私は今よりもっと強くなってみせる！　期待していて欲しい！」

「精進せよ、緑の人」

「せめて名前を覚えて欲しい！　できればルフェっちと──」

　和わ気き藹あい々あいとみんなが談笑する、そんな光景を。

　部へ屋やの片隅から『ヒトドラくん』が、ただ黙って見詰めていた。





エピローグ







「──さて。それじゃ行くか」

　数日後。サビトらは旅支度を整ととのえ、ナトゥアを発たつことにした。

　目指すは西方。そこを支配しているという、ヴォイブルなる【竜公アポステル】の討伐。

　その地域を解放できれば、もはやナトゥアが隣接する東西南北は、完全に空白地となる。この調子でナトゥアを中心に、人間の安全圏をどんどん拡大させていこう。向かう先に人間の集落があれば、彼らにも移住を勧めるつもりだ。

「次の【竜公アポステル】はどんな野郎かな？　クロ公が言うには、序列十六位って話だけど」

「下位だからといって、油断はできません。仮にも【竜公アポステル】なんですから」

「そうだ。そのユルユルの褌ふんどし、ちゃんと締め直しておくのだな」

　揃そろって釘くぎを刺してくるメルとアトリに、「分かってるよ」と仏頂面で返す。すると、二人がさらにズイと顔を寄せてきた。

「それと、見付けた集落に可愛かわいい女の子がいても、浮気は駄目ですからね」

「そうだ。ジャジャマルによく言い聞かせておけ」

「あと、私が四つ葉のクローバーを探しにいっても、絶対ついてこないで下さい」

「メル様はまだ、羞恥プレイには興奮なさらぬ。段階を踏め」

　口うるさい妻たちに辟へき易えきし、サビトはふと後ろを振り向く。

　……ナトゥアを出て、二百メートルほど。防壁上からまだ兵士らが手を振っているのに気付き、こちらも振り返しておいた。

　できるだけすぐに戻ってこよう。ピリス一人では、メイドールズも立ち行かないだろうから。そしてルフェルド一人では、新ユニットが始動できないだろうから。

　と、そこでクノイチが、矛先を変えるように銀髪少女へ視線を向けた。

「……ところでメル様。いつぞやの話の続きですが」

「はい。何でしょうか」

「サビトはどのように、メル様の乳首を吸っておりましたか？」

　途端にメルが茹ゆでダコのように赤くなり、自分の胸を押さえる。過か剰じように育った乳房が、甲かつ冑ちゆうごとムニリと持ち上がった。

「ど、どのようにって言われても……」

「お答え下さい。私も妻である以上、知っておく必要があります」

「えっと、その……赤ちゃんみたい、でした……」

「その時、メル様は嬌きよう声せいを上げられましたか？」

「そ、そりゃ少しは……」

「『ああ～ん』ですか？　『くふぅん』ですか？　『乳首らめぇぇ』ですか？」

「何のリサーチなんですか！　気になるなら、アトリも吸われてみたらいいんですっ」

「わ、私っ？」

「そうですっ。ただし私と同じ、右だけですっ」

「……おいサビト、ちょっとここに来い」

「今じゃありません！」

　そんな会話に参加する気になれず、サビトは足を止めて二人と距離を取る。

　視線はまだ、ナトゥアへと向けたまま。その防壁にたなびく、三つの旗を見詰めていたからだ。

　……それは何を隠そう、サビトたちの名前が書かれた旗だった。三人の英雄を讃たたえるためにと、皆がこしらえてくれた物なのだ。

（シノビが英雄か……まあ、それも悪くねえ）

　いささか照れ臭かったが、せっかくなので名前はヒノモトの文字で書いてもらった。

　三つ並んだ旗には、それぞれこう綴つづられてある。

　──細サ人ビト

　──花鶏アトリ

　──芽流汐音メルシオーネと。
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　皆様、ご機嫌いかがでしょうか。この度は『結局、ニンジャとドラゴンはどっちが強いの？４』を手に取って頂きまして、まことにありがとうございます。伊達康です。

　さて、今巻にて一つの山場を迎えましたサビトたちの旅は、これにて一段落と相成ります。あくまで当作に限りましては、「ニンジャはドラゴンよりも強い！」という結論になるのでしょうか……嫁よめの協力が不可欠という条件がつきますが。

　毎回上じよう梓しまで手を焼きましたが、反面とても楽しく書けた作品でした！　前作同様、深い思い入れが詰まった大切な作品となりました。

　それもひとえに、担当さんをはじめとするＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様。カッコよく可愛かわいいイラストを描いて頂いたそりむらようじ様。出版に携わって頂いた関係者の皆様。

　そして、手に取って頂いた読者の皆様あってこそです。

　感謝の言葉は尽きませんが、また皆様にお会いできることを心より祈りつつ、ひとまずドロン致します。

　本当にありがとうございました！
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